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岩手県には旧石器時代の遺跡をはじめとする多くの埋蔵文化財包

蔵地が各地にあり、平成 7年度の岩手県教育委員会あまとめでは9800

箇所を越えております。先人の残したこれらの埋蔵文化財を保護し、

保存してゆくことは私達県民に課せられた重大な責務であります。

一方では、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策でありま

す。発掘により遺構が消滅することはまことに惜しいことであります

が、その反面それまで闇に包まれていた先人の営みに光明があたるの

も事実であります。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以

来、埋蔵文化財の保護の立場にたって、その記録を残す措置を取っ

てまいりました。

三陸縦貫自動車道は、宮古市と宮城県仙台市を結ぶ自動車専用道

路で、延長距離は約220Fd4あ ります。国道45号を使うと7時間あまり

かかっていたものを約 3時間で結ぶものです。時間の短縮のみならず、

地域間交流の拡大、地域経済の発展 。活性化、安全確実な交通の確

保などが期待されています。

工事は1988年度 (昭和63年 )に事業着手され、それに先立つ1987

年から岩手県教育委員会文化課による遺跡の分布調査や試掘が行わ

れ、路線変更の不可能な遺跡を順次発掘調査して参りました。

本書は、平成11年度に発掘調査が行われた、沢田 I遺跡第五次調

査結果をまとめたものであります。遺跡は、三陸海岸中央に立地して

いる、縄文時代前期から平安時代までの集落跡の資料を提供するも

ので、過去に行われた一～四次調査の成果を合わせ、該期の集落構

造の解明に寄与できるものと思われます。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財

に対する理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助、

ご協力を賜りました建設省東北地方建設局三陸国道工事事務所・ 山

田町教育委員会を始めとする関係各位に衷心よりの謝意を表します。

平成12年 9月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 千 葉 浩 一
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1.本書は岩手県下閉伊郡山田町山田第 3地割 8-3ほかに所在する沢田 I遺跡の第五次発掘調査結果を収
録したものである。

2.本遺跡の発掘調査は、三陸縦貫自動車道山田道路建設に伴う事前の緊急発掘調査であり、岩手県教育委

員会文化課の指導と調整のもとに、建設省東北建設局三陸国道工事事務所の委託を受け、財団法人岩手県

文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施したものである。

本遺跡の岩手県遺跡台帳番号はL G94-0032、 当センターの調査略号はSDI-99で ある。
野外調査の期間、調査面積、担当者は以下の通りである。

平成11年 6月 29日～ 9月 30日 480だ 星 雅之、前田 稔
室内整理期間、担当者は以下の通りである。

平成■年 9月 1日～平成12年 3月 31日 星 雅之、前田 稔
出土品の鑑定は次の方々、機関に依頼した。

石器・石製品の石材鑑定………………花商岩研究会

火山灰の分析鑑定………………………い古環境研究所

年代測定…………………………………い古環境研究所

炭化材樹種同定…………………………早坂松次郎 (岩手県木炭協会)

鉄製品保存処理…………………………閉ニッテツ。ファイン・プロダクッ釜石文化財保存処理センター

本報告書の執筆は、星 雅之、前田 稔が執筆 。編集した。
調査および室内整理に際しては次の方々、機関に御指導 。御協力を賜った。 (順不同・敬称略)

熊谷常正 (盛岡大学)、 川向聖子 (山田町教育委員会)、 鎌田裕二 (宮古市教育委員会)、 鎌田精造

(大槌町教育委員会)、 小田野哲憲 。中村英俊・斎藤邦雄 。日下和寿 (岩手県教育委員会文化課)、

三浦憲― (岩手県立博物館)、 堀江 格 (福島市振興公社)、 中村哲也 。茅野嘉雄 (青森県埋蔵文化財
センター)、 中村明央 (一戸町教育委員会)、 末光正卓・阿部明義 (北海道埋蔵文化財センター)、

山口慶― (東京都埋蔵文化財センター)、 松本建速 (筑波大学)、 神原雄〒郎 (盛岡市教育委員会)

野外調査は山田町教育委員会をはじめ地元の方々のご協力をいただいた。

室内整理参加者は、下記のとおりである。

小笠原邦子、本舘京子、吉田育子、高橋史佳、須藤千賀子、小笠原千春

発掘調査に伴う出土遺物および諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。

調査成果は現地公開資料、調査略報ほかに掲載したが内容は本書が優先する。
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I.調査に至る経過

三陸縦貫自動車道は、宮城県仙台市と岩手県宮古市を結ぶ延長約220kmの一般国道の自動車専用道路であ

り、八戸 。久慈自動車道とともに、昭和62年に指定された全国約14,000臨の高規格幹線道路網の一部をなす

ものである。

山田道路は山田町関谷と船越の間約7.8kmの 区間である。一般国道45号山田市街地の増大する交通需要に

対応するため、山田バイパスとして昭和62年度に事業化したものであるが、同年 6月 に三陸縦貫自動車道の

一部に指定されたことにより、昭和63年度に新たに南側延長部も合わせて事業に着手したもので、高規格幹

線道路として事業の促進を図っている。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が分布調査と一部の試掘調査を昭和62年度か

ら実施し、これまでに14遺跡、103,225∬ が確認されている。その後、岩手県教育委員会は建設省東北地方

建設局三陸工事事務所と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託

事業とすることとした。

これより、平成 2年度より織笠地区の細浦Ⅱ遺跡を手始めに順次調査が行われた。

調査対象遺跡は工事施工の急がれる地区や用地買収の進捗状況に合わせて行われたため、沢田 I遺跡の調

査は平成 6年から平成 9年の 4年次にまたがって実施された。

5次調査は、平成 9年に行われた第四次調査の隣接地に相当する部分で、過去の調査成果から遺構 。遺物

の密集が予想された。よって、岩手県教育委員会は建設省東北地方建設局三陸工事事務所と協議を行い、発

掘調査を働岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。それにより、岩手県教

育委員会は平成11年度事業について、平成11年 3月 2日付け「教文第1251号」により働岩手県文化振興事業

団に通知した。

これを受けて側岩手県文化振興事業団は沢田 I遺跡について同年 6月 11日 付けで委託契約を締結し、同年

6月 29日 から発掘調査を開始した。

Ⅱ.遺跡の立地と環境

1.遺跡の位置
沢田 I遺跡の所在する山田町は、陸中海岸のほば中央に位置し、東部、東南部はリアス式海岸で、山田湾、

船越湾を有する町である。国土地理院発行の 5万分の 1地形区 (「大槌」NJ-54-13-4)によると、本遺

跡の中心付近は北緯39° 28′ 40〃 、東経141° 57′ 17〃 となり、」R山田線陸中山田駅の北約 2 rd4に位置し、

山田北小学校の北東側に広がる。本遺跡は、北西～南東方向に傾斜する沢により解析された沢地形を呈する

緩斜面地に立地し、標高は11～ 30mで ある。調査区の現況は、宅地、水田、畑地、果樹園、放牧地として利

用されていた場所で、一部水田造成や宅地に伴い改変を受けている。

2.地形・地質
(1)地形

山田町は、陸中海岸のほぼ中央に位置し、北部は宮古市、西部は川井村と大槌町、南部は大槌町、東部は

太平洋に面 している。山田町は、全体的に横長の形をしており、面積は263.40断 に及ぶが、平地部はきわめて

―
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少なく、面積の大半は山林原野が占めている。

山田町の東部 (海側)は、リアス式海岸特有の出入りの多い海岸線を呈しており、重茂半島、船越半島が

急峻な山地形で突出し、これが天然の防波堤となり、山田湾は波静かな内湾となっている。船越半島の東端、

小根崎から大釜崎にかけては、激しい波食作用を受けて海食崖が発達する。原地山層からなる地域では、崖

は一層険しく高くなる。漉磯東方の赤平付近は、その代表的なもので、高さ300mに も達する。また、船越

半島東岸、及び南岸には海食洞が多くみられる。山田湾は、平坦ではなく、織笠川、関口川から続く谷が大

島の北で合流し、一つの大きな谷となり東へ進む。これに浦の浜、大浦からの谷が合流して深い谷となって

黒崎、明神崎の間を通り、小根崎沖に達している。上記のとおり陸からの谷が、海底に続いているのと同様

に、陸の尾根も海底に続いているように見える。熊ケ崎からスギカカリ礁に至る背、門間鼻、大浦崎から海

中に続く背等がそれであるが、最も明瞭なのは、浪板崎から小島、大島に至る背である。山田湾は、かって

谷や尾根が沈水したおばれ谷であることが想定され、このことは山田湾に限らず陸中海岸の主な湾に認めら

れる。

山田町の西部 (陸側)は、北上山地の中部東端に位置し、山地の占める割合が大きい。大槌町と接する高

滝森 (1160m)か ら水呑場山 (947m)、 鳥古山 (850m)、 山母森 (806m)を 経て鯨山 (610m)に 至る尾根

は高く険しい。山田町の主な河川は、分水嶺となっているこの尾根の東側を源流として、深いV字谷を刻み

ながら東へ流れ下る。上流域で侵食。運搬された土砂は、中・下流域で堆積し、小規模とは言え同町では希

少な平地を形成している。主要な川である織笠川、関口川の場合は、河床勾配が小さくなる田子ノ木、関口

神社付近から堆積をはじめている。どちらの川も、川の両側を尾根に挟まれているため、扇状地等の地形は

出来難く、幅百数メートルの細長い谷底平地となっている。この両側の尾根は、そのまま山田湾岸まで張り

出しているため、河口では三角州の発達は見られない。

(D 地質

山田町の地質は、地形の相違に関連した分布が見られ、地質の違いが地形に反映されている。本町中央の

南北に細長い地域は風化の進んだ花蘭岩からなり、本町西部や東部の急峻な地域は粘板岩、チャート、原地

山層からなっている。地質分類区分としては、釜石層、花蘭岩類、原地山層、これを覆い平地を構成する第

四紀新期堆積層とからなる。                       ,
釜石層は、釜石図幅地域に広く発達するものの延長で、北上山地北部型古生層の岩相の典型である。釜石

層は大部分粘板岩とチャートからなり、砂岩及び輝緑凝灰岩の薄層があり、レンズ状で比較的小岩体の石灰

岩が処々に挟まれている。

花蘭岩類は、宮古花蘭岩と大浦花蘭岩が分布する。宮古花聞岩は、ゴマ塩模様の優白色の岩石で、黒色部

は黒雲母、角閃石、白色部は石英、長石類からなる。分布は、豊間根からブナ峠、北浜、織笠、船越に至り、

南北に細長い。風化に弱い岩石で、海岸線の露頭を除き風化が進んでいる。風化が進むと、一見硬そうに見

えてもスコップなどで簡単に掘ることができる (これをマサと言う)。 大浦花蘭岩は、大浦の東方に分布し、

霞露岳の西で原地山層と境する。小谷鳥東方の海岸に露頭が連続しており、優白色の花蘭岩の中に、暗緑色

のゼノリス (捕獲岩)を多量に取り込んでいる。宮古花南岩も大浦花蘭岩も釜石層、原地山層に熱変成を与

えており、貫入時期は中生代白亜紀前期 (一億一～二千万年前)と 考えられている。

原地山層は、山田湾をめぐって 8カ 所に分かれて分布し、比較的急峻な山体を形成し、崖となって露出し

ている。海岸にはきわめて良好な露頭が連続している (現在、陸路からはほとんど観察することができない)。
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岩質は、石英安山岩質の火山砕屑岩類を主とし、少量の頁岩などが挟まれる。走向・傾斜には乱れが多い。

しかし、大体の傾向からみると、多くは走向が約 N30° E、 傾斜が30～ 60° である。この地域の原地山層は、

岩相の相違から2大別することができる。その第 1は、この地域の大半を占める凝灰岩頁岩・砂岩 。角礫岩

などの累層である。第 2の岩相は、山田湾北部の分布岩のうち、断層の北東側の岩体の大半がそうである。

頁岩や砂岩を含まず、凝灰角礫岩 も見られないのが特徴で、層理も不明瞭な所が多く、全体がmassive(塊

状)な感 じを与える。

第四紀新期堆積層は、主に各河川の上流部に見られる段丘堆積物 (河岸段丘上の礫層)と 、主に各河川の

下流部の山間の谷を埋めている沖積堆積物及び海浜の堆積物 (主に砂)と がある。段丘堆積物は、荒川川左

岸、下野から東方部にかけて分布する。コブシ大の礫の多 く混じった砂礫からなる。沖積堆積物は、主な河

川沿いの平地、湾岸の平地、低地を構成する堆積物である。シル ト、砂、礫から成り、場所によって厚さは

異なる。

3.基本層序
今回の調査の基本層序は、 5層に大別される。平成 9年度調査区 (第四次調査)北部と近接することから、

基本的に様相は類似する。第四次調査との違いとしては、縄文時代早期の遺物包含層の存在である。所謂無

遺物層と捉えていたV層 (黄褐色粘土質土層)に類似する層序 (Ⅳ a層 と呼称)か ら出土している。また、

中撮火山灰が縄文時代前期前葉の住居跡の埋土中に見られた。遺構の精査結果からは、Ⅲ層より下位で、Ⅳ

層より上位に乗るが、遺構の埋土以外からの検出がないため、文化層のキー層にはなりがたい。

I層  黒褐色シルト (表土) 耕作土あるいは再堆積上で、縄文中期の土器片の他にビニール・ガラス片・

Ia層

杭片など現代遺物の混入が見られた。層厚は10～ 15cm程である。ほぼ調査区全域を覆う。

暗褐色シルト (耕作土) 乾き具合の良い土質で、径 2 1nlnの マサ土粒が10～ 15%混入する。本層の

上に乗る I層 との区分は比較的明瞭である。畑地として利用されていた時代の耕作土と思われる。

ほぼ調査区全域を覆う。

黒褐色シルト (表土・耕作土) ビニール等の現代遺物を含む。調査区東側付近に分布。
暗褐色シルト 縄文時代中期及び古代の上器 (土師器)片の混入は確認されたが、現代の遺物の混
入が見られない。よって、畑に伴う耕作土か若しくは自然堆積層 (純層)か半U断できなかった。

黒色シルト 20～ 50cmの層厚で、土器片等の遺物が混入する。ほぼ調査区全域に見られ、古代の遺

構は同層中から掘り込まれている。縄文中期の遺構についても、本層から構築されていたと推定さ

れるが、古代の遺構構築に伴い削平を受けている状況である。

黒褐色シルト 径 2111111の マサ土粒が10～ 15%混入する。遺物の混入はない。調査区南側を中心に分
布する。 4次調査においてⅡa層 と命名された土層に比定されるものと思われる。

暗褐色シルト ローム起源と推定される土壌で、若千粘性がある。局所的に分布が確認される類い
の土壌で、 4次調査においてⅡb層 と命名された土層に比定されるものと思われる。今回の調査区

においては、 p96・ q96・ q99。 r99。 s99グ リッドにおいて比較的明瞭であった。中期の遺構は

本層上位～中位で検出された。層厚は約20cmで、中撤 。安家火山灰 (約5300年～5500年前に降下)

は、本層より下位に見られる。縄文時代前期の遺構は同火山灰の堆積層下位から検出される。

暗褐色土シルト質粘土 調査区全域に見られ、中撤火山灰は本層より上位にのる。今回検出された
遺構は、本層及びV層を壁や底面とする場合が多い。

Ib層

Ic層

Ⅱ層

Ⅱa層

Ⅲ層

Ⅳ層
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Ⅳ a層

V層

〈参考引用文献〉

山田町史編纂委員会

地質調査所 (1964年 )

黄褐色粘土質土 調査終盤まで無遺物層と捉えていたが、縄文早期中棄の土器がⅣ層とV層から出
土している。野外調査時は明瞭に把握できなかったが、おそらくはⅣ層とV層の漸移層的な層序で

ある本層が、早期の遺物包含層であった可能性が高い。

黄褐色粘土質土 (地山) Ⅳ a層で上述したとおりおそらくは本層は無遺物層で、本層の上位に早
期の遺物包含層的な層序が存在したものと思われる。

<註 >

(1986年) 『山田町史上』山田町教育委員会

『大槌・霞露岳』

4.周辺の遺跡
山田町に所在する遺跡は、岩手県教育委員会が作成した「岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧」 (1999)に よる

と、165カ 所が登録されている。第 4図と表 1は沢田 I遺跡を中心とした周辺の遺跡130箇所の分布状況を示

したものである。遺跡の分布は主に山田湾を囲む小規模な平地を見下ろす尾根の斜面部 (特に大沢、飯岡、

織笠などの山田湾北岸及び西岸)、 関口川、織笠川、新田川が形成した河岸段丘上、船越湾を望む尾根の斜

面部や同湾に注ぐ小河川の谷筋などに多くみられる。

本遺跡の周辺の遺跡としては、西側の山の尾根上に立地する末期古墳や縄文時代中期の竪穴住居跡が検出

された房ノ沢Ⅳ遺跡が、東側には中世城館で併せて古代の製鉄関連の遺構や縄文時代中期の竪穴住居跡が検

出された沢田Ⅱ遺跡がある。また、調査は行われていないため全容は不明であるが、本遺跡の南東側には中

世城館である八幡館が、北東側には縄文時代の遺跡である間木戸遺跡がある。当埋蔵文化財センターでは平

成 2年から9年にかけて、三陸縦貫自動車道路の建設にともなう遺跡の発掘調査を行ってきた。また山田町

教育委員会においても、発掘調査を行っている。以下の表にその概要を示す。なお、住居跡等の遺構が検出

されたものはその時代を、遺構が検出されない、または時期不明の土坑のみの検出の場合には散布地として、

出土遺物の時期を記した。

<岩手県埋蔵文化財センター調査遺跡>

遺跡番号 遺跡名 調査年度 遺構・遺物 報告書配

�【G04-0032 細浦 I遺跡 平成 2年 散布地 (弥生土器・土師器・石器) 第169集

出IG04-0030 細浦Ⅱ遺跡 平成 2年 散布地 (縄文土器・弥生土器・石器・羽日) 第169集

lヽG14-0205 湾台Ⅲ遺跡 平成 2年 平安時代 第186集

MG14-0204 湾台Ⅱ遺跡 平成 3年 縄文時代中期末葉 第186集

�IG14-0086 上村遺跡 平成 4年 奈良時代、 (鍛冶場2、 製鉄炉8、 木炭窯11) 第202集

LG98-2345 大畑Ⅱ遺跡 平成 4,5年 縄文時代中期末葉、平安時代 第218集

LG98-2354 大畑 I遺跡 平成 5年 散布地 (縄文土器、羽口) 第218集

MG14-0280 山ノ内Ⅲ遺跡 平成 5,6年 縄文時代前期前葉 。中期中～末葉、平安時代 第250集

LG94-0032 沢田 I遺跡 平成 6～ 9,

11年

縄文時代前期前葉、中期中葉～後葉、奈良時

代、平安時代
第318集
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遺跡番号 遺跡名 調査年度 遺構・遺物 報告書配

K/1G14-0230 山ノ内Ⅱ遺跡 平成 7年 縄文時代中期前葉～末葉、 第249集

LG94-0033 沢田Ⅱ遺跡 平成 8年
縄文時代中期後葉～末葉、奈良時代、中世城

館、 (製鉄炉 1、 鍛冶炉 6、 排津場 2)
第268集

LG94-0050 房の沢Ⅳ遺跡 平成 8,9年 縄文時代中期後葉～末葉、古墳 第287集

<山田町教育委員会調査遺跡 >

遺跡番号 遺跡名 調査年度 遺構・遺物

出IG03-1276 猿神遺跡 平成 5年 散布地 (縄文時代中期

卜IG04-2320 新道貝塚 平成10年 縄文時代中期後棄

LG84-2273 紅山 B遺跡 平成10年

MG04-0063 後山 I 平成11年 散布地 (弥生時代後期)古代の製鉄炉、鍛冶炉、炭窯

また近年本県沿岸部及び北上山系においては、鉄生産に関わる遺跡の発見が相次いでいる。三陸海岸は日

本有数の砂鉄の産地であることから、山田町においてもそれは顕著である。同町における製鉄関連として著

名な遺跡としては、上村遺跡では8世紀代の製鉄炉と鍛冶炉が、山ノ内Ⅱ・Ⅲ遺跡からは10世紀代の製鉄炉

や鍛冶遺構が、沢田正遺跡から8世紀の鍛冶工房跡が、また本年度山田町教育委員会で調査した後山 I遺跡

第 1次発掘調査現地説明会資料 (平成12年 3月 18日 )によると、古代の製鉄・鉄加工作業面 3面 (工房跡 ?)、

製鉄炉 1基、鍛冶炉跡 7基、炭窯11基が検出され、鉄滓も300kg出土している。他の遺跡においても鉄滓が

出土する例が多い。これらは古代の鉄生産に関連すると思われ、広い地域にわたって製鉄関連遺構が存在す

る可能性を示唆している。

<註 >

〈参考引用文献〉

後山 I遺跡第 1次発掘調査現地説明会資料 (2000年) 山田町教育委員会

-5-



上岳

（‐
▼
「み
″

′負一■、下【

ｍ

０‐０〕

ト  ッ

、、T■(了海
＼デ
ト

ヤき
「
ミ̀ _胆 _、 |ハヽ玉
(曽

k二

√ェだ
薇 い 0″ 呟、/イ

ケ石川 r
/く ぶヽ_i ヽ   く、∫
 `和資川 
‐
牲 可
才`
f´Ⅲ

オ サ
'

ヽ

)う

― f～

岩洞ダる/

ヽ
　
　
ャ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

ノ

デ
ヘツ~ヽ
「へ′ι<|と、

ォ_^く
ゝ
R

｀ヽ
ュ 宮古市

と、′摘

Ｖ
ｒ
くれ

～|ジ

/1

ィfr キ

″
ヽ
、ハ
Ｌ
一　
　
　
　
↓ｔ

ヽ
　
ナ
″

ヽ
―

】

0    10    20km

―

、

１

ヾ

″

ヽ

ヽ
ヽ
滓

ツ

山

(

とてヽァ、へて
,Yl,

く  
「
〈
kッ ノ

fk  「
′)↑
:~ヽ

学い
七」隼

'X^・

P I
こて  ヽ
く/ゝⅢ
「 ←ヽr｀今
′

第 1図 岩手県図に見る遺跡の位置

ｆ
ヽ
、

）

(ン
/｀
(プ

ム
;r/｀ ｀

r ノ
/

たス

笹芽益布セ

梁
＼

=尋山
＼
式
~ごここr

-6-



山田町地形概図
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第 2図 山田町地形 。地質図
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。遺跡の位置

■岩手県埋蔵文化財センターで

発掘調査を行った遺跡



跡 2 薙ヨ  房」 時 代 一項 種 よ膏 物

FI 製鉄跡 縄 又 スラッグ

〔ナ|十 日沢田Ⅲ 集落跡 縄 又 縄文土器

疾川 目沢田 正 散布地 縄 文 縄文土器 (前 。中・後 。晩期 )

4 浜川 目沢田Ⅱ 集落尾 縄 文 縄文土器

紅山 B 集落屁 縄 文 縄文土器

紅山A 散布ナ 縄 文 紹 マ 十 朱 (Hll o EEI・ 努 ・ 陣 HH)右 檜 、 為 師 、 為 径

7 大沢館 城館跡 中世 主郭、腰郭、二重・二重空堀

新開地 散布地 紹 文 縄文土器、石鏃
新開地 I 散 編 支 器

0 新開地 Ⅱ 散 縄 文 器

1 | lⅢ 散布地 縄 又 縄文土器
| lⅡ 散布地 縄 又 縄文土器

3 ,H同 I 散布地 縄 又 縄文土器

袴田Ⅱ t布地 縄 文 縄文土器

5 袴田 I t布地 縄 文 縄文土器

6 山谷 t布地 縄 文 縄文土器

7 間木戸 V 散布地 縄 文 縄文土器

間木戸 IV ⊆迭脈 ―一堅叛 紹 マ・ 析 lH 縫 文 土 器 、 一 単 塚

間木戸 コ 散布地 縄 支

縄 文

器

間木戸 I 歌布地 縄 文 器

FHR木戸Ⅲ 歌布地 縄 又

柳 沢 Ⅳ 散布地 縄 又 縄文土器

りⅡり民Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器
/1fJ,フ民Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器

柳沢 I 散布地 縄 文 縄文土器

沢田Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器

沢田Ⅱ(沢田館 ) 纂 宏 脈 ・ 競 籠 1脈 紹 V・ 吉 代 。 EEll Lr 縄文十器 (中期)古代製鉄炉
沢田 I 集落跡 紹 マ ・ 妹 年 ・ 古 付 縄文土器(前期。中期)弥生土器 (初頭)、 土師器
沢田Ⅳ (八幡館 ) 散布 : 縄又土器、主郡腰郭、空堀
房の沢Ⅳ I士委雪 紹 又・ 百 代 縄文土器 (中期)古代 (末期古墳 )
房 の 沢 Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器
房 の 沢 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器

房の沢 I 散布地 縄 文 縄文土器

関谷Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器

関谷Ⅳ 散布地 縄 文 縄文土器

関谷 V 散布地 縄 文 縄文土器

関谷 I 散布地 縄 文 縄文土器
関谷 Ⅱ 散布地 紹 支 縄文土器
山田館 城館跡 中進世 主郭、二の郭、腰郭空堀、砦
内野 築 洛 研 ・ 梨 僚 跡 縄 文 縄文土器、土師器ふいご口、鉄滓
関 口 I 集落跡 縄 文 縄文土器、土師器

関口Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器

上野畑 散ラ 地 縄 文 縄文土器 (中・ 後期 )

上野台 Ⅱ 散ラ 地 縄 文 縄 又 土 器 、 土 H巾器 く 須 息 器 、 磨 裂 る 猪

上野台 I 散布地 縄 文 縄文土器

上野台Ⅲ 散布地 縄 文 縄文十器

八幡館 城館跡 中ltr 主郭、腰郭、空堀
長購 I 歌布地 縄 文 縄文土器
長崎Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器
岳 1 Ⅲ 城郭跡 中世

Ⅳ 城館跡 中世

/1ヽりRI 〔布地 縄 文 縄文土器
/1ヽり民Ⅱ 〔布地 縄 文 縄 文 iぞ

=大火田Ⅱ 集落跡 縄 文 縄 文 器 (中期 )

大畑 ] 散布地 縄 文 縄 文 :器 (中期 )

飯 戸 Ⅲ 散布地 縄 文

飯 戸 I(飯岡館 ) 城館跡 中世 主郭、腰郭、空堀

飯 戸 E 城館跡 中世

飯 Π Ⅳ 散布地 縄 文

長野 I 散布ナ 縄 文

長 竪 Ⅱ 散布 ) 縄 文

赤松 I 散布ヂ 縄 文

赤松 Ⅱ 散布地 縄 文

跡浜 I 散布地 縄 文 縄 文 器

跡浜 コ 散布地 縄 文 縄 文 器

第 1表 周辺の遺跡
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半

遺  跡  名 殖二  月」 時 代 Ｈ還 構 塩 物

細浦Ⅵ 歌布地 縄 文 縄文土器
細浦Ⅳ 散布地 縄 又 縄文土器
]了雨V 散布地 縄 文 縄文土器
ヨ了南 I 散布地 縄 文 縄文土器、弥生土器、鉄岸
ヨ浦Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器
]了甫Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器
後山 I 散布地 縄 文 縄文土器、土師器石斧、 フレーク

後山Ⅱ 散布地 縄 支 縄文土器
後山Ⅲ 集落跡 縄 又 縄 X主 喬 、 弥 征 土 益 土 帥 益 、 鉄 浮
上 絡 X・ 啄 年 縄文土器、弥生土器
上 村 工 房 古 代 古代製鉄炉、弥生土器
龍 呆 寺 一 里 塚 一 早 琢 近 世

ネし督と 散布地 縄 文 縄文土器

木 散布地 縄 文 縄文土器
1田 坊麻照潮К。日 嫁 縄 文 縄文土器、土師器貝塚
坊主山Ⅱ(坊主山館 ) 城館跡 中世 王 副

`・

催 7b。 掘

坊主山 I 集落跡 縄 文 縄文土器
織笠館 城館跡 中世 主郭、二の郭、腰郭、空堀等
猿神 集落跡 縄 文 縄文土器 (前 。中期 )、 土師器
轟 木 集落跡 縄 文 縄文土器 (中期 )、 土師器
廻立 集落跡 縄 文 縄 又 土 益 、 鉄 梓

白石 E 散布地 縄 文 縄文土器
自 /―lI 集落跡 縄 文 縄文土器
白 為 Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器
田 茂 沢 集落星 縄 文 縄文土器、土師器、灰釉
日当Ⅱ 散布 ) 縄 文 縄文土器
日当 I 集落屁 縄 文 紹文十 弥生土器、鉄岸
日陰 散布地 縄 支

長 林 散布地 縄 文 縄文土器
根井沢Ⅲ 散万 縄 文 綴 更 十 未 ・ 十 帥 米

根井沢 Ⅱ 縄 文 縄文土器
根井沢 I 歌布地 縄 文 縄文土器

大浦崎 貝塚生産跡 縄 文 縄文土器、焼石、灰
新道貝塚 貝塚 縄 文 縄文土器、鉄滓
船越御所 (船越東舘) 城 館 中世 主郭、腰郭、空堀、砦
岩 ケ沢 集落足 縄 文 縄文土器
早 ,F 縄 文 縄文土器
田の浜館 (早川館 ) 城館跡 中世 王 剖も、 腰 劉S、 空 堀 、 岩

大洞貝塚 貝塚集落跡 縄 文 縄文土器
田の御所 城館跡 中世 主郭、二の郭、三の郭、腰郭空堀
船越館 城館跡 縄 文 縄文土器、主郭、帯郭
湾 台 I 集落跡 縄 文 縄文土器
湾 台 Ⅱ 集落跡 縄 文 縄文土器 (中期)
湾 台 Ⅳ 散布地 縄 文 縄 叉 土 器

湾台Ⅲ 集落跡 紹 V・吉 lA‐ 土師器 平安)
湾台V 散布地 縄 文 縄支十1

船越 I 散布地 縄 文

船越 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器
船越西館 城館跡 中世 王 到S、 腰 引S、 空 苑 、 岩

山ノ内 I 城館跡 中世

山 ノ内 Ⅱ 集落跡 縄文・古代 縄文土器 (前期・中期)、 土師器 (奈良・平安)、 古代製鉄炉
山 ノ 内 Ⅱ 集落跡 縄 文 縄文土器 (中期)
の沢 散布地 縄 文 縄文土器
の沢

1 田 I 集落跡 折 IJ・ 紹 支 縄文土器、土師器、中世陶器鉄器
田 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器、土師器

散布地 縄 文 縄 更 土 器 (早・ 禾 則 )

沢 散布地 縄 文 縄文土器
〒平 散布地 縄 文 縄文土器(後期)、 石斧
平 集落跡 縄 文 縄文土器、弥生土器、鉄滓
沢 散布地 縄 文 縄文土器

7 野平 I 集落跡 紹 マ ・ 菰 年 縄文土器、弥生土器
野平 H 集落跡 縄 文 縄文土器
萩野平Ⅲ 集落跡 縄 文 縄文土器(後期)
大 沢 サ! 散布地 縄 文 縄 更 土 器 (中・ 後・ 晩 剛 )為斧

|
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Ⅲ.調査方法と整理方法

1.野外調査
(1)調査の経過について

沢田 I遺跡は、山麓斜面地から山裾際の緩斜面地にかけて広範囲に分布 し、遺跡の総面積は40,000～ 45,000

雷と推定される。過去 4年間の調査地は、集落の中心に相当する部分を調査 している。今年度の調査地は、

本遺跡における北西端に相当する部分となる。

(2)調査区の設定と遺構の呼称

本遺跡の調査区域は、東西約16m、 南北約40m、 北西～南東方向に最大長をもつ。調査区の設定は、基準

点測量を委託し、平面直角座標系第X系を利用 して調査区域を網羅できるように設定 した。設定 した基準点

1・ 2及び補点 1～ 4の成果値は以下のとおりである。

基準点 l X=-57,316.000 Y=96,188.000 H=25,077m

基準点 2 X=-57,316.000 Y=96,196.000 H=24358m

補点 l  X=-57,292.000 Y=96,188.000 H=23.445m

補点 2  X=-57,300.000 Y=96,196.000 H=22.493m

補点 3  X=-57,320,000 Y=96,200.000 H=24.526m

補点 4  X=-57,352.000 Y三 96,200.000 H=24.717m

調査区は過去の調査の延長でグリッド設定を行った。 4m毎に小区画し、北側～南側に向かって a～ zの

名称を付け、西側～東側に向かって 1～ 100の名称となる。遺物の取り上げや遺構名の命名は、北西を起点

としており、遺構名は調査区名と遺構の種類を組み合わせてm98住居跡 1号、 q98土坑 1号などと呼称 した。

遺構が二つ以上のグリッドにかかる場合は、検出時のプランで北端が含まれるグリッドで遺構名を命名した。

基準点やグリッドについては、第 3図を参照戴きたい。

(3)粗掘り。遺構精査

当初約 2× 2m程の トレンチを13カ 所に入れ、遺跡の状況把握に努めた。第 3図 はトレンチを入れた地点

を示す。その結果、調査区を流れる沢の南側調査地は、全面に遺構が広がる可能性が予期できた。北側は遺

構 。遺物共に皆無な状況であった。

遺構の精査は、住居跡を 4分法、土坑等その他の遺構は原則として 2分法を採用 した。竪穴住居跡を例に

取り上げその手順を説明する。

まず、 4分と土層観察用のベル トを設定し、各分割区は北東を起点にQl～ Q4と時計回りに呼び、遺物
の取り上げの際の単位とした。各区ごとに埋土を掘り下げて床面を検出した。次に土層の写真撮影を行い、

断面図を作成 した後に除去 した。

床まで掘り下げた後の作業は、柱穴・ ピット等の精査を行い、写真撮影 。平面実測を終えた後に炉の精査

を行った。床面の定かでないもの (貼床もしくは下部住居跡埋土)は、柱穴の検出のため写真撮影 。平面実

測終了後に、だめ押 し的に掘り下げ確認に努めた。

―-12-―



2.室内整理
室内整理については、平成■年9月 1日から平成12年 3月 31日 までの7カ月間の室内整理を実施した。よっ

て、調査員は平成11年 9月 1日 ～ 9月 30日 まで野外調査と並行 して行った。

(1)遺構図面

遺構図面は、野外調査時は平面図、断面図ともに縮尺1/20を原則とし、必要に応 じて1/5、 1/10で作成を

行った。必要に応 じて、それらを修正・合成 した第二原図を作成 し、 トレースを行った。

(2)遺物

遺物は、洗浄 (遺物水洗)と 出土地点ごとの仕分けを現場で野外調査と並行 して進めた。注記・接合・復

元を行った後に、登録 。選別の作業を行った。

(3)写真

野外調査中に撮影 した写真は、フィルムの規格ごとにモノクロはネガアルバムに、 リバーサルフィルムは

スライ ドアルバムに、ポラロイ ドはインスタントフォトアルバムに整理 した。

“

)報告書について

報告書の執筆については、星 雅之、前田 稔が行った。執筆の分担については、 I～Ⅲ・ V・ Ⅵ章を星
が、コの一部とⅣ章及び各種表の作成を前田が主に担当している。

<遺 構 の記載> 遺構の事実記載は、住居跡については縄文時代前期・中期、古代の順に行い、土坑、集
石と続く。

掲載遺物は、掲載順に 1か ら連番を付けている。遺物掲載番号は、図版 。写真とも同一

の番号である。時間の関係で写真のみを掲載する遺物もある。

遺構図版は、1/60を基本とするが、遺構の性格に応じて縮尺を変えている。但し、三角

スケールで計測できる定型縮尺とし、挿図の右下にスケールを付けている。掲載順は遺

構の事実記載に準じている。

遺物図版は、土器類を1/3を基本として大きさにより1/4・ 1/5、 石器類を2/3～ 1/2で掲

載した。

遺構写真図版は、全て任意である。掲載順は、事実記載や遺構図版と同様である。

遺物写真図版は、土器類1/3・ 石器類2/3or1/2を 基本とする。

<遺 物 の掲 載 >

<遺 構 図 版 >

<遺 物 図 版 >

<遺構写真図版 >

<遺物写真図版 >
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縄文時代中期住居跡

第 7図 時期毎住居跡 I
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Ⅳ.検出された遺構

検出された遺構は、住居跡30棟、土坑 8基、集石 1基である。時代は、縄文時代前期～古代に亘り、遺構

の時期は縄文時代前期前葉 。中期中棄～後葉、古代 (奈良 。平安)と大きくは4時期に大別される。

第 6図に全体の遺構配置図 (縮尺 1/200)を、第 7・ 8図 には各時期毎の住居跡分布図 (縮尺 1/200)

を掲載している。

個々の遺構の記載は、住居跡については縄文時代前期、中期、古代の順で行う。土坑はグリッド順とする。

遺構埋土の記載について、自然堆積層か人為堆積層かは、本遺跡で主体的に見られる黒褐色土を使用して

埋め戻されている場合が多く、その判断は容易ではない場合も多い。

縄文時代の遺構の時期については、出上した土器の時期を概ね以下のように捉え記述する。大木 1～ 2a

式=前期前葉、大木 8b式 =中期中葉、大木 9式 =中期後葉

古代の遺構については、ロクロ使用を一つの基準とした。ただし、全般に出土遺物が皆無な遺構が多い。

よって、住居跡の場合は、カマドの方向と遺構の検出面、遺構同士の重複関係などから奈良時代と平安時代

の区分を試みた。

1.住居跡
第 5次調査で検出された住居跡は、推定されるものを含め、大きくは縄文時代前期 。中期および古代に分

かれる。時期毎に記載する。

(1)縄文時代前期の住居跡

n95住居跡 1号 (第 9図、写真図版 5)

<検出状況> 調査区北西部のn95グ リッドにおいて、Ⅱ層下位で検出した。遺構北壁は本遺跡の地山を掘
り込んでいる。遺構西側は調査区外に延び、東側はn95住居跡 4号に、南側はn95住居跡 2号により削平を

受けている。

<重複関係> 本遺構東側のn95住 4号と南側のn95住居 2号と重複関係にあり、双方に切られていること
から本遺構が最も古い。                         ぃ

<形状、規模> 北壁の一部のみの検出であるため形状 。規模は不明である。
<床面積> 不明である。
<埋土> 黒褐色シルトの単層 (第15図第15層 )で構成されており、堅く締まっている。
<壁、床> 削平を受けているが、壁は外傾し壁高は10cm程である。床面は平坦で堅く締まっている。壁溝
は一部検出され、中に小穴が設けられている。褐色粘土質土を埋土とする。

<柱穴> 小穴が 5基検出された。PP 2～PP 5は壁柱穴である。PP lは規模からみて主柱穴ではない。

柱穴No PP l PP 2 PP3 PP 4 PP 5

開口部径(cm) 10× 7 7× 7 7× 7 5× 5 7× 7

深さ(cm) 8 6

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物 > 縄文時代早期及び前期の土器片が数片出上している。
<時期 > 出上している土器からは縄文時代早期中葉～前期前葉と捉えられる。ただし、検出面等を加味す

―-18-―



ると前期前葉と推定される。

n95住居跡 3号 (第 9図、写真図版 5)

<検出状況 > 調査区北西部の n96グ リッド付近において、 n95住居跡 2号煙道部精査中に、本住居の立ち
上がりの一部を確認 した。プランはⅡ層下位での検出である。

<重複関係 > 南側で n95住居跡 2号と西側で n95住居跡 4号と重複関係にある。 n95住居跡 2号に切られ、
また本住居はn95住居跡 4号の床面下位から検出されているため、本遺構が最も古い。

<形状、規模 > 西壁の一部のみの検出であるため、不明である。
<床面積 > 不明である。
<埋土 > 黒褐色 シル トを主体とする 2層で構成されている。
<壁、床 > 壁は最下部だけの残存であり詳細は不明である。検出された壁は外傾 し、緩やかな立ち上がり
を呈する。床面は凹凸があり堅 く締まっている。壁溝は検出されなかった。

<柱穴 > 10基検出された。PP l～ PP 2は 壁柱穴と思われる。PP 3～ PP 5も壁柱穴の可能性はあるが、

壁が検出できなかったため不明である。

柱穴No PPl PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP 6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(cm) 10× 8 ■ × 9 9× 9 10× 8 9× 7 22× 20 22× 19 12× 11 22× 19 9× 9

深さ(clll) 9 5

<炉 > 床面に40× 35cm程の不整形の焼土が検出され、様相から地床炉と推定される。
<出土遺物> 縄文時代早期中葉～前期前葉の土器が出土している。主体を占める前期前葉の土器は、埋土
中位より比較的まとまって出土している。

<時期> 出上している土器からは縄文時代早期中葉～前期前葉と捉えられる。ただし、検出面等を加味す
ると前期前葉と推定される。

o96住居跡 2号 (第 9図、写真図版 6)

<検出状況> 調査区中央部から西側の o96グ リッドで、 p95住居跡 3号の床面下部の精査中にⅣ層で本住
居の壁溝を検出した。

<重複関係> p95住居跡 3号と重複関係にある。壁溝が p95住居跡 3号地床炉の下部に延びているので、
本遣構の方が古い。

<形状、規模> 壁溝の一部のみの検出のため、不明である。
<床面積> 不明である。
<埋土> n95住居跡 3号の床面下部にあるため、埋土は検出されなかった
<壁、床> 壁は検出されなかった。壁溝が検出された床面と想定される面は凹凸がみられ、堅く締まって
いる。

<柱穴> 15基検出した。プランが明確でないため不詳である。PP 2～ PP 5。 PP14・ PP15は p95住居跡 3

号で使用された可能性がある。PP 6～ PP13は壁柱穴と推定される。
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柱穴配 PPl PP 2 PP 3 PP4 PP 5 PP 6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(cm) 24× 20 40× 34 37× 31 27× 23 24× 20 19× 18 25× 21 19× 16 14× 11 11× 9

深さ(cm) 5

柱穴Nα PPll PP12 PP13 PP14 PP15

開口部径(clll) 12× 11 27× 23 44× 21 39× 27 21× 19

深さ(cn)

<炉 > 検出できなかった。
<出土遺物 > 縄文時代早期中葉の上器片 1点が壁溝より出上 している。
<時期 > 出上 している土器からは縄文時代早期中葉の可能性が示唆されるが、壁溝の形態や検出面等を加

味すると前期前葉の可能性が高い。

o97住居跡 1号 (第 9図、写真図版 7)

<検出状況 > 調査区中央部北側 o97グ リッドのⅢ層下位で、中撤火山灰を埋土とする本遺構を検出した。

<重複関係 > o97住居跡 2号、 o98住居跡 1号、 p97住居跡 2号、 p97住居跡 3号 と重複関係にある。付

近は重複が激 しく全容は不明であるが、本遺構は o97住居跡 2号 。p97住居跡 2号・ p97住居跡 3号を切り、

o98住居跡 1号に切られていることから、 o97住居跡 2号・ p97住居跡 2号・ p97住居跡 3号よりは新 しく、

o97住居跡 1号よりは古い。

<形状、規模 > 遺構の大部分は削平されていることから、平面形・規模の詳細が不明である。

<床面積 > 不明である。
<埋土 > 黒褐色 シル トを主体とする 5層で構成されている。 1層 は中撤火山灰混入層であり、中撤火山灰

を取りまくにぶい黄褐色ロームは砂を少量含有する。自然堆積と思われる。

<壁、床 > 壁は緩やかに立ち上がる。壁高は15～ 19cmを測る。床は平坦で堅 く締まっている。壁溝は検出

できなかった。

<柱穴 > 柱穴・柱穴状土抗26基を検出した。PP l～ PP 2、 PP 5～ PP 8、 PP10～PP12の小穴は壁柱穴と

思われるが、深さにちらばりがある。PP 4、 PP 7、 PP15は本遺構の主穴と思われる。他の柱穴状土抗 も本

遺構あるいは別の遺構に伴う柱穴と推定される。

柱穴配 PP l PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(cm) 13× 13 16× 13 16× 13 36× 32 13× 12 13× 11 13× 12 14× 12 32× 28 15× 13

深さ(cm) 7 3 7 4 9 8

柱穴配 PPll PP12 PP13 PP14 PP15 PP16 PP17 PP18 PP19 PP20

開口部径(cm) 12× 12 12× 12 30× 28 18× 16 20× 18 12× 12 13× 12 32× 21 32× 32 22× 22

深さ(cm) 9 6

柱穴血 PP21 PP22 PP23 PP24 PP25 PP26

開田部径(cm) 18× 11 26× 26 36× 34 30× 28 36× 30 16× 14

深さ(cm)

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物 > 縄文時代前期前葉の上器片が数点出土 している。 16・ 19～ 23が床面からの出上で、何れも前
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期前葉の土器である。21・ 22は、縄文原体の節が他と比べて大きい特徴がある。

<時期> 出上している土器や中撮火山灰を埋土中に含む状況から、縄文時代前期前葉と推定される。

o97住居跡 2号 (第 9図 )

<検出状況> 調査区中央部、 o97グ リッドにおいて、 o97住居跡 1号精査終了後、壁を削平したところ、
壁溝の一部を検出した。 o97住居跡 1号の壁の外側にめぐることから別住居と判断し、 o97住居跡 2号とし

た。 p97～ r99グ リッド付近で、比較的同規模で配列が整っている柱穴が10基検出されており、これらを柱

穴とするロングハウスと呼ばれる大形住居になると思われる。

<重複関係> o97住居跡 1号、 p97住居跡 1号、 p97住居跡 2号、 p97住居跡 3号、 p97住居跡 4号、 r
97住居跡 1号 と重複関係にあるが、そのすべてに切られていることから、本遺構が最も古い。

<形状、規模> 詳細は不明であるが、壁溝の一部および柱穴の配列から、長軸が1lm以上、単軸が柱穴列
間 3～3.7m程である長方形状を呈していたと思われる。

<床面積> 不明である。
<埋土> 他住居に削平され、残っていない。
<壁、床> 壁は検出できなかった。床は黄褐色粘土質土で堅く締まっている。壁溝は北部に一部検出でき、
埋土は褐～暗褐色シルトでやや締まりがある。

<柱穴> 柱穴を10基検出した。いずれも主柱穴と思われる。長軸方向の柱穴間は2.5～ 3.25m、 短軸方向
の柱穴間は3～ 3.5m程を測る。

柱穴h PPl PP 2 PP 3 PP 4 PP5 PP6 PP 7 PP 8 PP9 PP10

開田部径(cI I) 31× 25 30× 25 43× 36 31× 30 28× 26 38× 27 41× 32 35× 30 40× 30 25× 21

深さ(cm)

<炉 > 検出できなかった。
<出土遺物> 本遺構に伴う遺物は出土しなかった。
<時期> 柱穴配列等から推定される住居の形状から、縄文時代前期前棄と推定した。

p95住居跡 3号 (第10図、写真図版 9・10)                ,
<検出状況> p96グ リッドⅣ層において試掘 トレンチを入れたところ、北東―南西方向に並ぶ 3基の地床

炉を検出した。プランは検出できず、土層断面で壁の立ち上がりを確認して住居と判断した。周辺から柱穴

が多数検出され、これらを柱穴とするロングハウスと呼ばれる大形住居になると思われる

<重複関係> o96住居跡 1号 。o96住居跡 2号 。o97住居跡 2号・ p95住居跡 1号・ p95住居跡 2号・ p

96住居跡 1号 。p97住居跡 2号・ p97住居跡 3号と重複関係にある。 o96住居跡 2号、 p96住居跡 1号は本

遺構の床面から検出されたこと、他の遺構は本遺構を切っていることから、本遺構はo96住居跡 2号・ p96

住居跡 1号より新しく、 o96住居跡 1号・ o97住居跡 2号・ p95住居跡 1号・ p95住居跡 2号・ p97住居跡

2号・ p97住居跡 3号よりは古い。

<形状、規模> 詳細は不明であるが、焼土・柱穴の配列から、長軸が10m以上、短軸が柱穴列間3.5～ 4
m程である隅丸長方形状を呈していたと思われる。

<床面積> 不明である。
<埋土> 黒褐色土を主体とする20層で構成される。 2層系・ 3層系は中諏火山灰に伴う土層である。
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窺える。個々の焼土は焼土列的なものではなく、20～ 30cmの距離

をもって点在する。焼上の発達は全般に悪い。

<壁、床> プランは把握できなかったが、土層断面によると壁は外傾し壁高は23～ 28cm程を測る。床面は
やや凹凸がみられ、締まりがある。壁溝は検出できなかった。

<柱穴 > 20基検出した。PP 6と PP12は主柱穴と推定される。PP 8・ PP 9。 PP14・ PP17・ PP18・ PP19

の配列から、建て替えあるいは他住居の存在が考えられる。

柱穴配 PP l PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP 6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(cn) 32× 32 32× 31 33× 30 30× 25 51× 35 72× 56 32× 31 26× 23 38× 33 38× 30

深さ(cm) 6

柱穴配 PPll PP12 PP13 PP14 PP15 PP16 PP17 PP18 PP19 PP20

開田部径(cm) 22× 21 69× 49 33× 25 33× 32 41× 32 36× 25 33× 30 35× 30 42× 34 29× 28

深さ(cm) 5

柱穴h PP21

開口部径(clll) 32× 28

深さ(cm)

<炉 > 本遺構に伴うと思われる地床炉は 3基である。 2m50cm程の周囲に、南西―北東方向で並ぶ様相が

焼土A 焼土B 焼土C

形 状 不整形 不整形 不整形

規模(c ll) 80× 59 75× 46 79× 54

層厚(cm) 8 7

<出土遺物> 縄文時代早期中葉及び前期前葉の土器が主に埋土中～下位で出土している。出上の主体は前
期前葉に相婆する土器片であるが、何れも小破片である。また、本遺跡に限らずこの地域で希少な早期中葉

の吹切沢式相当の上器片が相当数得られていることから、掲載にあたっては早期中葉土器を主体とした。

25・ 33に見られる半裁竹管文は、先端が二股状に加工されたものを用いて施文されていると推定される。

29の外面は剣落が激しい。37は物見台式の可能性がある。44。 45は大木 2a式に比定されるが、円筒式土器
の影響が窺える土器と言える。51・ 52は波状に粘土紐が貼り付けられ、胎土中に植物繊維の混入が見られな

い等の特徴から、大木 4式相当と推定される。

石器は、磨石 2点・石鏃 2点 。打製石斧 (欠損品)2点・石核 1点 。石匙 (未製品)1点 。フレーク1点 。

Rフ レ1点が出土した。磨石は埋土中および埋上下位から1点ずつ、石鏃は埋土中位および床面下部から1

点ずつ、打製石斧 。石核・石匙 。フレーク・ Rフ レは埋土中からの出土である。

<時期> 出土している土器からは縄文時代早期中葉～前期中葉と捉えられる。ただし、検出面および住居
の形態等からは前期前葉と推定される。

p96住居跡 1号 (第 11図、写真図版 6)

<検出状況> 調査区中央部西側のp96グ リッドにおいて、 p95住居跡 3号の床面下部精査中、壁溝の一部
を検出した。Ⅳ層での検出になる。

<重複関係> p95住居跡 3号と重複関係にある。 p95住居跡 3号の床面下部から検出したことから、本遺

構が古い。

<形状、規模> 壁溝の一部のみの検出のため不明である。
<床面積> 不明である。
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<埋土 >

<壁、床 >

<柱穴 >

みがあり、

検出できなかった。

壁は検出できなかった。床面は凹凸があり、堅く締まっている。

柱穴 8基を検出したが、本住居に伴う柱穴かは不明である。PP 3は、柱穴底部にさらに落ち込

径 8 cmの 円形で柱穴底からの深さは15cm程である。

柱穴No PP l PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP6 PP 7 PP 8

開口部径(cm) 54× 44 44× 26 32× 30 21× 19 27× 20 30× 26 26× 25 19× 13

深さ(clll)

<炉 > 本遺構に伴うと思われる地床炉 1基を検出した。不整形を呈し、規模は49× 47cm程、層厚は 5 cmを
測る。

<出土遺物> 本遺構に伴う遺物は出土しなかった。
<時期> 時期を判断する出土遺物はない。検出面等を加味し縄文時代前期前葉と推定した。

p97住居跡 2号 (第11図、写真図版 8)

<検出状況> 調査区中央部 p97グ リッドにおいて、 p97住居跡 1号の壁面の精査中、本住居壁の立ち上が
りを確認した。上位は撹乱を受けている。またp97～ r99グ リッドにおいて、本住居のものと思われる柱穴 。

壁溝を検出した。これらから、本住居はロングハウスと呼ばれる大形住居になると思われる。

<重複関係> o97住居跡 2号、 p96住居跡 1号、 p97住居跡 1号、 p97住居跡 3号、 p97住居跡 4号 と重

複関係にある。 p97住居跡 1号に切られ、他の遺構を切っていることから、本遺構はp97住居跡 1号より古

く、他の遺構よりは新しい。

<形状、規模> 詳細は不明であるが、壁溝の一部および柱穴の配列から、長軸が12m以上、短軸が柱穴列
間3.2～ 3.7m程である長方形状を呈していたと思われる。

<床面積> 不明である。
<埋土> 埋土は40層に細分される。上位には中撤火山灰を含む。
<壁、床> 壁の残存状況が悪く、検出されたのは北西壁 。南西壁の一部であるので詳細は不明であるが、
北西壁で47clll、 南西壁で38cm程を測り、床面からやや急傾斜で立ち上がる。床面は黄褐色粘土質土で堅く締

まっている。壁溝は住居北東壁、南西壁際でその一部が検出された。壁溝内は凹凸が激しく、深さは南東壁

際で 6～ 38clll、 南西壁際で 7～ 47cmを測る。また壁溝の周る向きから、本遺構は建て替えが行われたものと

予測される。

<柱穴> 主柱穴および壁柱穴と思われる柱穴が20基検出された。PP l～ PP10が主柱穴、PPll～ PP20が
壁柱穴と思われる。PP20は柱穴底部中央部がさらに 6 cm程掘られており、最底部には石が存在した。長軸

方向における主柱穴間の距離は3.3～ 3.7mを測る。

柱穴血 PP l PP 2 PP3 PP4 PP 5 PP6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(clll) 36× 32 36諷 32 40× 36 54× 46 32× 26 52× 30 38× 36 35× 32 28× 23 34× 28

深さ(cm) 7

柱穴配 PPll PP12 PP13 PP14 PP15 PP16 PP17 PP18 PP19 PP20

開口部径(cm) 20× 12 16× 12 16× 14 17× 13 16× 14 16× 17 16× 12 12× 12 14× 12 14× 13

深さ(c ll) 8 7 3 5 5

<炉 > 検出されなかった。
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1 10YR2/3黒 褐色 ンルト、粘性強、締まりやや密、褐色■20%、 中頻火山灰10%混入
2 75γR4/6褐色 粘土質土、粘性強、締まり密
3 10YR2/3～ 3/2黒褐色 シルト、粘性や強、締まりやや密
4 10YR3/3～ 2/3暗褐～黒福色 ンルト、粘性やや強、締まりやや密

p96住 1号

p96住居跡1号 (A― Aう
1 5 YR5/8明赤褐色 焼土 (ンルト)、 粘性やや強、締まり中～やや密、マサ±2%混入
2 75YR4/4～ 4/6褐色 粘上質土、粘性やや撫 締まりやや密、マサ土徴量混入
3 107R3/4暗 褐色 粘土質と、粘性やや強、締まり中～やや密、マサ±1%混入
4 107R4/6褐 色 粘土質上、粘性やや強、締まりやや密、マサ■2%混入

0              2m

B・

引

3 10YR2/2黒褐色 ンルト、粘性中、締まりやや密、増褐色■1%・ 径2～ 5皿
マサ■5%混入
3a 10YR2/3黒 偶色 ンルト、粘性やや弱、締まりやや密、黄笹色ローム9%混入
4 10YR4/4褐 色ンルトと10YR6/6明 黄褐色粘土質ンルトの混合上、粘性やや弱、締まり密、
径2～ 3 mmマ サ±5%混入
4a 10YR4/3に よい黄褐伝 粘土質シルト、粘性中、締まり密径2Шマ

'■
2%混入

4b 19YR4/4偶 色 ンルト、粘性中、締まりやや密、径2 Emの マサ±3%混入
4c 10YR5μ にB・い費偶色粘土質■シルト、粘性中、締まり欲 マサ土混入
5 19YR3/3～ 2/3暗掲～黒褐色 ンルト、粘性中、締まりやや密
5a 10YR2/2黒 掲色 ツルト、粘性中、締まりやや密、径2～ 9皿マサ■3%混入
G 5YR5/8明 褐色 焼上、粘性やや強、締まりやや密

C'

引

7 10YR2/3黒褐色 ンルト、粘性中、締まりやや密、明黄褐色土ノロック少量混入
8 10YR4/4褐 色 粘上質ンルト、粘性やや強、締まりやや密、径 3 Hmマ サ■10%混入
9 10YR2/8黒 褐色 ンルト、粘性やや弱、締まり中
10 10YR3μ 暗褐色 ンルト、粘性中、締まりやや密
11 10YR6/6明 賞褐色粘上質と10YR3/3暗 褐色ンルトの混合土、粘性弱、締まり中
12 10VR2/2黒 褐色 シルト質粘土主体、粘性やや礁 締まり中、ロームプロック・
黄褐色粘土プロック混入
13 10YR4/4掲 色 粘土質ンルト、粘性やや強、締まり中、ロームブロック・
黄褐色粘土アロック混入
■ 10YR5/6黄 褐色 粘土質土、粘性やや砥 締まり密

0             2m

0
PP8 AL=24500m A'

「
―     引

―苛

p97住居跡2号 (B― Bう
1 10YRγ4～ 5/8褐～にぶい黄橙色 ローム、粘性弱、締まり密、黄檀色ローム10%混入
la 10YR3/8黄 種色 ローム、粘性弱、締まり密
lb 10YR3/4暗 掲色 シルティローム、粘性弱、締まりやや密、黄橙色ローム5%混入
lc 10YRγ4褐色 クレーリーローム、粘性やや弱、締まりやや密、
(ローム・木根による携乱を受けた部分)
2 10YR4/4褐色 ンルティローム、粘性弱、締まり密、焼土粒徹量混入
2a 10YR3/4～ 3/3暗褐色 ンルト、粘性やや弱、締まり密、径 2 mmマ サ■2%混入
2b 10YR3/3暗 掲色 ンルト、粘性中、締まりやや密、焼土粒5%。 径 2～ a mmマ サ土a%混入
2c 10YRγ4褐色 ンルト、粘性中、締まりやや密、璧柱穴埋土?
2d 10YR3/3暗 褐色 ンルト、粘性やや弱、締まり密、マサ土混入

監 L=解∞Om

p97住居跡2号 (C― C,、 (D― Dり
1 10YR7/8責 橙色 ローム (中板火山殉、粘性弱、締まり密
la 10YR4/Sにかい黄褐色 ローム (中諏火山灰)、 粘性弱、締まり密
2 10YR2/2黒 褐色 ツルティローム、粘性やや弱、締まりやや密、 (ロームとンルトの断移層)
2a 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性やや弱、締まり中
9 10YR3/8贈 旧色 ンルト質粘土、粘性中、締まり密、径24aマサ±2%・ 炭他物粒微量混入
3a 10YR3/3暗 褐色 ンルティローム、粘性やや弱、締まりやや密、径3 Hmマ チ±3%混入、
(ロ ームとンルトの漸彦層)
4 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性やや弱、締まりややよ 径3～ 5皿マサ±3%混入
4a 10YR3/2黒 褐色 ンルティローム、粘性中、締まり密 9,常に堅い)、 径3～ 8画マサ±7%混入
5 10YR2/3黒褐色 ンルト、粘性中、締まり密、径2～ 15mマサ■10%混入
6 10YR4/4偶 色 粘土質ンルト、粘性やや強、締まりやや密、径5 nEマ サ±7%混入

第11図  p96住 1号、 p97住 2号

ヽ

p974F居跡 2号 (A― Al)
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<出土遺物 > 縄文時代早期～前期前葉の土器が埋土上～下位で出土 している。主体は前期前葉である。本
遺跡出上では稀な大木 1式に先行する上川名Ⅱ式相当の上器小片 も数点見 られた。

石器は埋土最上位から石匙 1点 と石鏃 1点が、埋土中から磨製石斧 1点が出土 している。

<時期 > 中撮火山灰下降時期より古いことは確実である。出土土器の主体が縄文時代前期前葉であること
から、該期の住居跡と推定される。

p97住居跡 3号 (第 12図、写真図版 8)

<検出状況 > 調査区中央部 p97グ リッドにおいて、 p97住居跡 2号精査終了後、暗褐色土を埋土とするプ
ランの一部を検出した。 p97住居跡 2号壁面から立ち上がりを確認できる。また p97～ r99グ リッドにおい

て本遺構に伴うと思われる壁溝を検出したことから、本住居はロングハウスと呼ばれる大形住居になると思

われる。

<重複関係 > o97住居跡 2号、 p97住居跡 1号、 p97住居跡 2号、 p97住居跡 4号と重複関係にあるが、
o97住居跡 2号を切り、他の遺構には切られていることから、 o97住居跡 2号よりは新 しく、他の遺構より

は古い。

<形状、規模 > 詳細は不明であるが、西壁および壁溝の一部や柱穴の配列から、長軸が18m以上、単軸が

柱穴列間2.6～ 3.8m程である長方形状を呈 していたと思われる。壁溝が二重に巡っていることから建て替え

があった可能 Jl■がある。

<床面積 > 不明である。
<埋土 > 検出できなかった。
<壁、床 > 検出された壁は西壁の一部のみである。直立気味で壁高は10.3～ 14 7cmを測る。床面は削平が

激 しく詳細は不明であるが、南西方向に緩やかに傾斜する。北東壁溝は深さ 6～ 17cm、 南西壁溝は深さ 5～

31cmを測り、いずれも南西側に向かって深くなる。南西壁溝内には不規則な間隔で小穴がうがたれている。

<柱穴 > 14基を検出した。PP l～ PP10が主柱穴と思われる。PP l～ PP 5の北側にまわる柱穴PPll～PP

14は本住居の副穴あるいは建て替え時の主穴であった可能性がある。

柱穴血 PPl PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP 6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(cm) 35× 32 38× 30 43× 34 64× 64 32× 28 36× 30 40× 38 28× 20 42× 30 30× 26

深さ(cm)

柱穴h PPll PP12 PP13 PP14

開口部径(cm) 38× 32 48× 34 46× 40 50× 48

深さ(cm)

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物 > 本遺構に伴う遺物は出土 しなかった。
<時期 > 遺物は出土 していないことから明確な時期は判断できない。壁溝や柱穴配列のあり方から縄文時
代前期前葉の大形の住居跡と推定される。

p97住居跡 4号 (第 12図、写真図版 8)

<検出状況 > 調査区中央からやや南寄りの p97～ q99グ リッドに位置 し、Ⅲ層下位で検出した。住居】ヒ東
部の壁溝のみが残存 し、他は不明である。
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<重複関係 > o97住居跡 2号、 p97住居跡 1号、 p97住居跡 2号、 p97住居跡 3号・ p98住居跡 1号と重

複関係にあるが、 p97住居跡 1号 。2号の床面下位から検出され、 p97住居 3号を切っていることから、本

住居は p97住居跡 3号よりは新 しくp97住居跡 1号・ 2号よりは古い。また状況から本遺構は p98住居跡 1

号の立て替えと考えられ、本遺構が新 しい。

<形状、規模 > 壁溝の一部のみの検出であることから詳細は不明であるが、長軸が 9m程の長方形状の平

面形を呈するものと考えられる。

<床面積 > 不明である。

<埋土 > 不明である。

<壁、床 > 壁溝は、開口部径27～ 53cm、 底部径11～ 86cmを測る。壁溝内に深さ41～45cmの 小穴がうがたれ

ている。

<柱穴 >14基検出した。PP 2・ PP 4・ PP 5。 PP6については本遺構に伴 うものかは不明である。他は壁

柱穴と思われる。

柱穴醜 PPl PP 2 PP 3 PP 4 PP5 PP6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(clll) 14× 10 30× 22 24× 18 34× 28 24× 24 48× 32 22× 18 20× 18 24× 33 18× 14

深さ(clll) 8 9

柱穴配 PPll PP12 PP13 PP14

開口部径(cm) 38× 16 26× 14 6× 8 22× 18

深さ(clll)

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物> 本遺構に伴う遺物は出上しなかった。
<時期> 遺物が出土していないことから明確な時期は判断できない。壁溝や柱穴配列のあり方から縄文時

代前期前葉の大形の住居跡と推定される。

p98住居跡 1号 (第 12図、写真図版 8)

<検出状況> 調査区中央から南東よりのp98グ リッドに位置し、Ⅲ層下位で本遺構の北 。東壁の一部を検

出した。

<重複関係> p97住居跡 2号・ p97住居跡 4号 と重複関係にある。本遺構はp97住居跡 2号の床面下位か

ら検出されていることから、本遺構が古い。また状況から本遺構を建て替えたものが p97住居跡 4号である

可能性が考えられ、本遺構が古い。

<形状、規模> 壁の一部のみの検出であるので、詳細は不明である。
<床面積> 不明である。
<埋土> 不明である。
<壁、床> 検出された壁は 1～ 14cm程を測る。
く柱穴> 検出できなかった。
<炉 > 検出できなかった。
<出土遺物> 縄文時代前期前葉の土器が床面及び床面直上で出土している。羽状縄文が56～ 58に見られる。

56・ 57はLR・ RLの結東による羽状縄文、58は LRL・ RLの非結東による羽状縄文である。

石器は、埋土中で石匙 2点、床面直上層でスクレーバー 2点が出土している。
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<時期> p97住居跡 4号より古いことは把握できる。ただし本住居跡が建て替えられたものが p97住居跡

4号である可能性が高いことから、大差ない時期の住居跡と判断される。

p99住居跡 1号 (第12図、写真図版 8)

<検出状況> 調査区中央から東寄りのp99グ リッドにおいて、Ⅱ層で検出した。
<重複関係> p99土抗 1号、 q99土抗 1号 と重複関係にある。 p99土坑 1号に切られていることから本遺

構が古い。 q99土抗 1号は、本遺構床面で検出したが、埋上の様相が不明瞭なため新旧関係は不明である。

<形状、規模> 住居東側は調査区外にあることから詳細は不明であるが、長軸は3.8m程の長方形状を呈
するものと思われる。

<床面積> 不明である。
<埋土> 黒褐色シルトの 2層で構成される。
<壁、床> 壁は、床面からやや外形気味に直立する。壁高は、北壁18cm、 西壁21cm、 南壁7clllを測る。床
面は平坦で、やや柔らかい。

<柱穴> 検出されなかった。
<炉> 検出されなかった。
<出土遺物> 縄文時代前期初頭～前葉の上器が数点出土している。
石器は、埋土中からスクレーパー 1点が出土している。

<時期> 出土している土器から縄文時代前期初頭～前期前葉と推定される。

q98住居跡 1号 (第 13図、写真図版 8)

<検出状況> 調査区中央部からやや南寄りの q98・ r98グ リッドのⅢ層下位～Ⅳ層上位で検出された柱穴
群より本住居の存在を推定した。

<重複関係> o97住居跡 2号、 q97住居跡 2号、 r97住居跡 1号、 p97住居跡 4号、 p98住居跡 1号 と重

複関係にあるが、本遺構の柱穴はそれらの住居の床面下位より検出されていることから、本遺構が最も古い。

<形状、規模> 詳細は不明であるが、柱穴群から想定すると長軸が7.4m、 短軸が2.7m程の長方形状を呈
するものと思われる。

<床面積> 詳細は不明であるが、19だを測るものと思われる。
<埋土> 不明である。
<壁、床> 検出できなかった。
<柱穴>壁柱穴14基を検出した。

柱穴配 PP l PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP 6 PP 7 PP8 PP9 PP10

開口部径(cm) 8× 7 6× 6 7× 7 7× 4 6× 5 6× 6 6× 5 10× 7 7× 7 9× 4

深さ(cm)

柱穴h PPll PP12 PP13 PP14

開口部径(clll) 9× 9 13× 10 13× 13 14× 14

深さ(cm) 7

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物> 本遺構に伴う遺物は出上しなかった。
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p99住居跡 1号 (A― A,
1 10YR3/2黒 褐色 シルト、粘性中、締まり中、マサ± 3～ 5%混入
2 10YR2/3黒 褐色 シルト、粘性やや強、締まり中、マサ土微量混入

p98住 1号

0              2m

第 12図  p97住 3・ 4号、 p98住 1号、 p99住 1号
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<時期 > 重複が激 しく、また本遺構に明確に伴う遺物は確認できなかった。本住居上位の r97住居跡 1号
(平安)床面下部からは縄文時代早期～前期前葉の土器が出土 しており、該期の住居跡と推定される。

q98住居跡 2号 (第13図 )

<検出状況> r97住居跡 1号床面下位より検出された。調査区中央部からやや南寄りの q98・ r98グ リッ
ドのⅢ層下位～Ⅳ層上位での検出となる。

<検出状況 > r97住居跡 1号、 o97住居跡 2号、 p97住居跡 2号、 p97住居跡 3号、 q98住居跡 1号 と重
複関係にある。 r97住居跡 1号は本遺構の上位につくられており、他遺構は本遺構の床面下位で検出されて

いることから、本遺構は o97住居跡 2号・ p97住居跡 2号・ p97住居跡 3号・ q98住居跡 1号より新 しく、

■97住居跡 1号よりは古い。

<形状、規模 > 北壁および南壁の一部が削平されていることから詳細は不明であるが、長軸4.6m、 短軸
3.2mの長方形状を呈するものと思われる。

<床面積 > 詳細は不明であるが、約12だを測るものと推定される。
<埋土 > 検出できなかった。
<壁、床 > 壁はほぼ直立する。壁高は、北壁 18clll、 東壁 17cm、 南壁 4 cm、 西壁 9 cmを 測る。床面は削平に
より詳細は不明である。

<柱穴 >壁柱穴27基を検出した。

柱穴No PP l PP 2 PP3 PP4 PP 5 PP 6 PP7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(ca) 6× 6 11× 9 12× 10 14× 12 14× 10 12× 8 12× 10 12× 10 12× 10 12× 8

深さ(cm) 9 9 8

柱穴No PPll PP12 PP13 PP14 PP15 PP16 PP17 PP18 PP19 PP20

開口部径(clll) 16× 14 18× 16 14× 10 14× 12 10× 9 8× 8 10× 9 12× 8 10× 8 10× 8

深さ(cm) 9 5 5

柱穴h PP21 PP22 PP23 PP24 PP25 PP26 PP27

開口部径(clll) 12× 10 10× 8 8× 8 10× 10 14× 12 12× 10 13× 12

深さ(clll)

<炉> 検出できなかった。
<出土遺物> 本遺構に伴う時期は出土しなかった。
<時期> 本住居跡の時期を同定する遺物は出土していない。検出面についてもr97住居跡 1号構築時に破
壊を受けていることから、判断が難しい。状況から縄文時代前期前葉と推定した。ただし壁柱穴の配列等か

らは縄文時代早期の住居跡の可能性も考えられる。

(2)縄文時代中期の住居跡

m98住居跡 1号 (第14図、写真図版13・ 14)

<検出状況> 調査区北側のm98グ リッドにおいて、 n97住居跡 1号 (古代)床面下部精査中、黒～黒褐色
シルトを埋土とする本遺構を検出した。

<重複関係> n97住居跡 1号、m98住居跡 2号、 n98土抗 1号 と重複関係にある。本遺構はn97住居跡 1
号の床面下部から検出されたこと、m98住居跡 2号を切り、 n98土抗 1号は本遺構の床面より検出されたこ
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とから、本遺構はn97住居跡 1号よりは古く、m98住居跡 2号、 n98土抗 1号よりは新しい。

<形状、規模> 遺構の東部は調査区外にあるため詳細は不明であるが、長軸3.5m、 短軸 3m程の楕円形
を呈するものと推定される。

<床面積> 不明である。
<埋土> 調査区東壁の土層断面の観察から、本遺構の埋土は黒褐色シルトによる2層 (m98共通土層の第
2・ 第 3層)に より構成されると推定される。遺物は第 2層から出土している。遺構南部の埋土下位からは

亜角礫が多数出土した。埋土上位は現代撹乱を受けている。

<壁、床> 検出されたプランは、 n97住居跡 1号の床面下部にある部分のみであることと、遺構東部は調
査区外に延びるため、壁の様相は不詳である。残存している壁は西～南壁で、外形気味である。壁高は西壁

7.5cm、 南西壁11.3～ 18.6clll、 南壁9.5clllを 測る。床面は凹凸がみられ、堅く締まっている。
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<柱穴> 3基 検出された。開口部は円形を基調とする楕円形である。PP l、 PP 3の埋土は黒褐色シル ト、
PP 2の埋土は暗褐色シル トである。PP l、 PP 3は埋土の

様相および位置から本遺構に伴う柱穴であると推定される。

柱穴Nα PP l PP 2 PP 3

開口部径(cm) 30× 28 30× 25 22× 20

深さ(cm)

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物 > 縄文時代中期中葉の土器片が、大コンテナ半分ほど出上 している。出土 している土器は大木
8b式の新 しい段階に比定されるもので、他時期の混在が少なく、時間的なまとまりが窺える。掲載土器は、

床面出土を優先とし、埋土中出上のものは日縁部片を優先した。全般的な傾向としては、隆帯による横・縦・

斜に連結する渦巻文を主要文様とし、原体はRLR複節の縦回転が多い。

76は、日縁部が無文帯で、縄文施文後に沈線で文様描かれる。76と 特徴に類似性が窺えるのが80の小形深

鉢で、内面が黒色研磨 ?さ れた丹まな作 りの上器である。85は、胴部全体にRLR縦回転を施文後に、隆帯

貼り付けによる縦・横方向に連結する渦巻文が施文される。

石器は、磨石 2点、石刃 1点が出土 している。そのうち磨石は床面直上及び埋土中 1点ずつ、石刃 1点は

埋土中からの出土である。

<時期 > 出土遺物から縄文時代中期中葉と推定される。

m98住居跡 2号 (第14図、写真図版 13。 14)

<検出状況 > 調査区北側のm98住居跡 1号精査中、調査区東壁土層観察により、m98住居跡 1号の外側に

広がる本遺構を検出した。

<重複関係 > n97住居跡 1号、m98住居跡 1号、 n98土抗 1号 と重複関係にある。 n97住居跡 1号、m98

住居跡 1号により破壊を受けていること、 n98土抗 1号は本遺構床面下部からの検出であることから、本遺

構はn98土抗 1号より新 しく、 n97住居跡 1号・ m98住居跡 1号よりは古い。

<形状、規模 > 遺構の東側は調査区外に延びるため、詳細は不明であるが、径 5m程の円形を呈するもの

と推定される。

<床面積 > 不明である。
<埋土 > 調査区東壁土層断面の観察から、暗褐色シル トおよび暗褐～黒褐色シル トの 2層 に大別されると

推定される。埋土北部は木根による撹乱を受けている。

<壁、床> 検出されたプランは、 n97住居跡 1号・ m98住居跡 1号により削平されており、また遺構の東

部は調査区外に延びることから壁の全容は不明である。残存している壁は、北～西壁で床面から急傾斜で立

ち上がり、南壁はほぼ直立気味である。壁高は北壁で18cm、 西壁で37cm、 南壁で15.6cmを 測る。床面には凹

凸がみられ、堅 く締まっている。

<柱穴> 8基 検出した。位置からみてこの遺構に伴うものと思われる。

柱穴血 PPl PP 2 PP 3 PP4 PP 5 PP 6 PP 7 PP 8

開口部径(cm) 30× 28 29× 23 16× 14 24× 22 26× 24 25× 20 28× 24 24× 22

深さ(cm)

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物> 縄文時代早期末葉及び中期中葉の土器が出土している。89は、隆帯による渦巻文を施文する。
90は、口縁端に短沈線気味の刻み目が施文されるもので早稲田 5類に並行すると思われる。
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<時期 > 出土遺物からは縄文時代早期末葉～中期中葉の幅で捉えられる。住居形態等からは中期中葉 と推

定される。

n95住居跡 4号 (第 14図、写真図版 5)

<検出状況 > 調査区北西部の n96グ リッド付近において、Ⅱ層で検出された。

<重複関係 >n95住居跡 1号・ n95住居跡 2号、 n95住居跡 3号と重複関係にある。本遺構南側はn95住居

跡 2号にきられ、また本遺構東壁が n95住居跡 1号を切っており、 n95住居跡 3号は本住居床面下位か ら検

出されていることから、本遺構はn95住居跡 1号、 n95住居跡 3号より新 しく、 n95住居跡 2号より古い。

<形状、規模 > 西壁・北壁の一部のみの検出であるため、詳細は不明である。

<床面積 > 不明である。

<埋土 > 残存 している埋土は、黒褐色シル トを主体とする単層で構成されている。

<壁、床> 壁上位は削平を受けているため詳細は不明であるが、残存 している壁は外傾 し、緩やかな立ち

上がりを呈する。壁高は12cm程 を測る。床面は平坦で堅 く締まっている。壁溝は検出されなかった。

<柱穴 > 西壁に小穴を 3基検出した。位置から壁柱穴と考えられる。

柱穴配 PP l PP 2 PP 3

開口部径(cm) 10× 9 10× 9 9× 8

深さ(cm) 9 9

<炉 > 検出されなかった。

<出土遺物 > 縄文時代中期の土器が出上 している。91は、床面から一括出土 した破片がある程度接合 した

ものである。

<時期 >出土遺物から縄文時代中期後葉と推定される。

o95住居跡 2号 (第15図、写真図版15)

<検出状況 > 調査区中央部から北西寄りo95グ リッド調査区西壁際にトレンチを入れたところ、石囲炉が

検出された。同 トレンチ土層断面から、不鮮明であるが北壁の立ち上がりを検出した。プランの検出はⅡ層

下位面である。東部はo95住居跡 1号に、北部はn95住居跡 2号に、南部はp95住居跡 1号により破壊を受

けている。また中央部で I層から石囲炉にかけて撹乱を受けている。検出された壁は南東部の一部分のみで

ある。

<重複関係 > n95住居跡 2号、 o95住居跡 1号、 o96住居跡 2号、 p95住居跡 1号と重複関係にある。本

遺構は、 n95住居跡 2号・ o95住居跡 1号 。p95住居跡 1号に切られていること、また o96住居跡 2号は本

遺構の床面下部から検出されていることから、 n95住居跡 2号・ o95住居跡 1号・ p95住居跡 1号よりは古

く、 o96住居跡 2号よりは新 しい。

<形状、規模 > 壁の一部分のみの検出であるため全容は不明であるが、石囲炉と検出された壁から、径4.3

m程の円形を呈すると推定される。

<床面積 > 不明である。

<埋土 > 黒褐色シル トを主体とする 5層 (第 1・ 2・ 3・ 4。 13層)で構成される。

<壁、床 > 壁は床面から急傾斜で立ち上がる。壁高22～30cm程 を測る。床面は、平坦で堅く締まっている。
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<柱穴> 6基 検出した。
柱穴No PP l PP2 PP 3 PP 4 PP 5 PP 6

開口部径(cm) 24× 21 22× 19 25× 21 24× 23 19× 15 20× 18

深さ(cm)

<炉> 石囲炉は調査区外に延びているため、全容は不明である。検出された部分は、やや小ぶりの細長い

花南岩で炉を組んでいる。炉は、土坑状に掘り込んでから炉石を設置し、褐色シルト (第17層 )・ 黒褐～暗

褐色シルト (第18層 )で構築していたものと推定される。焼土は検出されなかった。

<出土遺物> 縄文時代早期 。前期前葉 。中期後葉の土器が出土している。主体を占める中期後葉の土器は、
床面直上からの出土が多い。92～ 94・ 96～ 98は、沈線による楕円形区画が描かれ、その周辺に磨消縄文手法

が施される土器群で、大木 9式の古い段階に相当すると思われる。95は、不整撚糸文が施文される深鉢で大

木 2a式に相当すると思われる。99は、先端が二股状の工具による刺突文を施文する土器で、床面のだめ押

し中に出土した。

石器は、削器 1点 。石鏃 1点・磨石 2点およびUフ レ1点 。フレーク 1点が出上している。削器・石鏃は

柱穴埋土から、磨石およびUフ レ・ フレークは埋土中からの出上である。

<時期> 出土遺物から縄文時代中期後葉と推定と推定される。

o98住居跡 1号

<検出状況 >

びている。

<重複関係 >

新 しい。

<形状、規模> 北東壁の一部が調査区外へ延びているため全容は不明であるが、平面形は楕円形を呈し、
規模は4.7× 4.3m程を測るものと推定される。

<床面積> 約15ぽを測ると推定される。
<埋土> 黒褐色シルトを主体とする2層で構成される。主体となる層は暗褐色シルトがブロック上に混入
しており、人為堆積と推定される。

<壁、床> 東壁は調査区外のため不明であるが、その他は床面から緩やかに立ち上がる。壁高は10cm程を

測る。床面は平坦で堅く締まっている。壁溝は検出されなかった。

<柱穴 > 11基検出した。埋土はPP l～ PP 3・ PP 5・ PP 8は黒色シルト、PP 4・ PP6は黒褐色シルト、

PP 7・ PP 9は褐色シルトである。位置からみて、本遺構に伴う柱穴と推定される。PP 6底部は、本遺構の

地山が変色した色調ををなしており、柱の重量による変化の可能性がある。

柱穴h PPl PP 2 PP 3 PP 4 PP5 PP 6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(cm) 22× 16 27× 22 26× 20 23× 22 18× 16 26× 23 26× 21 22× 20 26× 26 26× 20

深さ(clll) 9 6

柱穴No PPll

開口部径(cm) 26× 20

深さ(cm)

(第15図、写真図版15。 16)

調査区中央部から北東寄りo98グ リッドⅡ層下位で検出した。北東壁の一部は調査区外へ延

o97住居跡 1号 と重複関係にある。本遺構が o97住居跡 1号を切っていることから本遺構が
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<炉> 中央からやや南東寄りに石囲炉を検出した。60× 50cm程の規模で、楕円形基調に小礫を組み合わせ
て構築している。炉は、土坑状に掘り込んでから炉石を設置し、黒褐色・黒色シルトで構築している。焼土

は50× 30cm程の不整形を呈し、層厚は23cmを測る。

<出土遺物> 縄文時代中期後葉の上器が出土している。 101・ 103・ 105・ 106・ 107は、沈線による楕円形
文及び逆U字状文などが描かれ、その縁辺に磨消縄文手法が用いられる。

石器は、削掻器 1点、磨石 2点、石棒 (砥石 ?)1点およびフレーク5点が出土している。削掻器は床面
直上から、磨石は埋土下位から、石棒 (砥石 ?)埋土中から、またフレークは埋土下位・床面・床面下部よ

りの出土である。

<時期> 出土遺物から縄文時代中期後葉と推定される。

p95住居跡 1号 (第16図、写真図版16)

<検出状況> 調査区中央部から西側の、調査区境でⅡ層上位で検出した。遺構西側は調査区外に延びる。
<重複関係> o95住居跡 2号、 p95住居跡 2号 と重複関係にある。本遺構は、 o95住居跡 2号を切り、
p95住居跡 2号に切られていることから、 o95住居跡 2号より新しく、 p95住居跡 2号より新しい。

<形状、規模> 遺構西半分が調査区外であるため詳細は不明であるが、径4.5m程の円形を呈するものと
思われる。

<床面積> 不明である。
<埋土> 黒褐色シルトの単層 (p95住居跡 2号土層断面第 6層)で構成され、やや締まりがある。
<壁、床> 壁は床面からやや直立気味に外傾する。壁高は北壁16.9clll、 西壁3,7cm、 南壁6.8cmを測る。南
東壁に黄褐色粘土質シルト塊を検出したが用途は不明である。壁溝は検出されなかった。床面はやや凹凸が

あり、所々中級火山灰が確認され、堅く締まっている。

<柱穴> 検出されなかった
<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物> 縄文時代中期中葉の土器が出土している。1091よ、国縁部に隆帯による渦巻文が施文される。
110は沈線による渦巻文 (蕨手状)の両側に楕円形文が割り付けられる。1091よ大木 8b式、■01よ大木 9式

の古い段階に相当すると思われる。                   …

石器は、石鏃 1点、尖頭器 (未製品)1点、フレーク5点が出上している。いずれも埋土中からの出土で
ある。

<時期> 出土遺物から縄文時代中期中葉～後葉と推定される。

r99住居跡 1号 (第 16図、写真図版17)

<検出状況> 調査区南東寄りr99グ リッドにおいて、工層下位で検出した。遺構東側は調査区外に延びる。
<重複関係> p97住居跡 3号と重複関係にある。本遺構が p97住居跡 3号を切っていることから、本遺構
が新しい

<形状、規模> 遺構東側が調査区外にあるため詳細は不明であるが、長軸 7m程の楕円形を呈するものと
思われる。

<床面積> 不明である。
<埋土> 黒褐色シルトを主体とする8層で構成される。第 3層からは土器片 。花南岩が多量に出土してお
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o98住 居跡 1号 (C― C,
1 75YR4/6褐色 焼土 (粘土質土)、 粘性強、締まり密
2 10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土質上、粘性やや強、
締まりやや密、 (掘 り方)
3 75YR2/1黒色 ンルト、粘性やや強、締まりやや密
4 10YR3/8嗜 褐色 ンルト、粘性やや強、締まりやや密
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o95住 居跡 2号 (A― A,、 (B― Bり、 (C― Cり
1 10YR2/2黒 褐色 シルト、粘性強、締まりやや密、マサ± 5%混入
2 10YR3/8暗 褐色 ンルト、粘性強、締まり中～やや密、マサ± 2%混入
3 10YR2/1～ 2/2黒 ～黒褐色 ンルト、粘性強、締まり中、マサ± 2%混入
4 10YR2/3黒 褐色 ンルト、粘性強、締まり中 (局所的に疎)、 マサ土混入
5 10YR2/1～ 2/2黒 ～黒褐色 ンルト、粘性強、締まりやや密、マサ± 2%混入
S 10YR2/3黒 褐色 シルト、粘性強、締まり中、マサ土微量混入
7 10YR3/2黒 褐色 ンルト、粘性強、締まり密、マサ± 1%混入
8 75YR2/1黒色 ンルト、粘性強、締まりやや密、マサ± 3%混入
9 75YR2/3～ 10YR2/3極暗褐～10YR3/2黒褐色 ンルト、粘性強、締まり中、マサ± 2%混入
10 10YR17/1黒色 シルト、粘性やや強、締まりやや疎、マサ土微量混入
11 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性中、締まりやや疎、マサ± 5～ 7%混入
12 75YR2/3極暗褐色 シルト、粘性強、締まり中、マサ土微量混入
13 10YR2/1～ 2/2黒～黒褐色 ンルト、粘性強、締まりやや疎 (局所的に中Xマサ± 3%混入
14 10YR2/3黒 褐色 ンルト、粘性やや強、締まりやや疎、マサ± 1～ 3%混入
15 10YR2/2黒 褐色 シルト、粘性強、締まりやや密、マサ± 2%混入
16 75YR2/2黒褐色 シルト、粘性強、締まりやや密、マサ± 1%混入
17 10YR4/4褐 色 シルト、粘性中、締まり密、マサ± 2%混入
18 10YR3/2～ 3/3黒褐～暗褐色 ンルト、粘性中、締まり中、マサ土微量混入
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o98住居跡 1号 (A― A,、 (B― Bイ)
1 10YR2/3～ 2/2黒偶色 ンルト、粘性強～やや強、締まり中～やや密、暗褐色ンルトノロック・マサ±2%混入
2 10YR2/3～ 2/2黒褐色 ンルト、粘性強～やや強、締まり中、マサ± 1%混入
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り、住居廃棄後に投げ込まれたものと思われる。壁際にみられる第 4・ 6・ 7・ 8層 は様相から自然堆積層

と捉えられ、遺物の出土はなかった。第 1・ 2・ 5層からは遺物が出土 し互いに接合する例が多いことから、

人為堆積層と推定される。

<壁、床 > 壁は床面からやや急傾斜で立ち上がる。壁高は北壁で33.6clll、 西壁で181～ 24 7cm、 南壁で23.3
～28.4cmを 測る。床面は平坦で堅 く締まっている。南壁付近床面で焼土を検出したが、様相から現地性のも

のと推定される。

<柱穴 > 49基検出した。PP l・ PP 4・ PP 6。 PP 8は位置や深さから、主柱穴と思われる。その他の小
穴はは壁柱穴で本遺構は壁柱穴が全周するものと推定される。

柱穴血 PP l PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP6 PP 7 PP 8

開口部径(cm) 33× 28 48× 40 26× 15 42× 40 33× 32 46× 40

深さ(cm)

<炉 > 検出されなかった。
<出土遺物> 縄文時代早期 。前期初頭～前棄・中期中葉～末葉の土器がコンテナ 6箱分程出土 している。
主体となるのは中葉後棄で、次いで中期中葉の上器となる。早期～前期の土器は合わせても数点の出土であ

る。

検出時から多量の土器が包含されていることが予期されたことから、遺物取り上げに際してはできるだけ

分層を試みた。結果としては、 3層からの出上が最も多く、次に多いのが 1・ 2層である。床面直上は全体

量の割合から見ると少ない。床面出土は希少で、壁際土からの出土はない。また、平面的には竪穴中央付近

からの出土がほとんどで、壁際付近からの出土はない。上述のことからも 1・ 2・ 3層 は遺物 (中期中葉～

後葉)を包含する人為堆積層、 2a・ 4・ 6・ 7・ 8層 は自然堆積層と捉えられる。 5層 は当初地山と判断
したが貼床の可能性もある。なお、床面のだめ押しを行って出上 したのが 148・ 149の前期前葉の土器である。

土器の掲載は出土層位毎 (下層から順に)と した。床面直上出土の土器片と人為堆積層と捉えた 1・ 2・

3層出土土器片が接合関係を示す (上下関係で接合)も のについては、床面直上出土で捉えることとするが、
観察表の層位には複数の層名を記載 している。以下に代表的なものについて文章記載する。

「床面直上出土土器」 床面直上出土としたものは、厳密には 3層最下位出土に相当する。111～ 119で、119
の ミニチュア土器を除き、全て上位の埋土 (1～ 3層 )出土との接合関係を示 した。 111は 、ゃゃ歪な感 じ
を受ける器形で、文様は波状口縁の頂下に円文十細い逆U字形文が施され、両脇に幅広の逆 U字形文が描か
れる。文様の割り付けはそれらの繰り返 しによる。113は、日縁部の楕円形文同士の間から、逆 U字形文が

割り付けられる。 115は 、鉢的な器形の上器で、文様の施文はないものの、調整の具合 (丹念なミガキが施

される)な どからは精製土器と捉えられる。 116は 、磨消縄文による縦方向に展開するモチーフが描かれる
が、大木 9式として捉えた場合、異質な感 じを受ける。 1171よ、隆帯が見 られることと、沈線による懸垂文
がくずれたような非規則的なモチーフであることから、大木 9式の中でも大木10式に近い段階と推定される。
119の ミニチュア土器は底部に穿孔がみられる。

「 3層出上土器」 3層 として取り上げた土器は、 3層の中で上層～下層に包含されていた土器で、上位の
1・ 2層 と接合関係を示 したものも本層出土として記載する。121は、上段 (口縁部付近)に楕円形文が横
方向に繰り返 し展開され、その下段は上段の楕円形文間を起点に楕円形文 (逆 U字形文の可能性もある?)
が横方向に繰り返 し展開する。 124は 、長楕円形文 (逆 U字形文の可能性 もある?)と 楕円形文十長楕円形
が横方向で交互に繰り返される。内面は黒色を呈する。 128は 、貼付隆帯上に指頭圧痕を施文するもので、
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それに沿うように沈線による曲線的なモチーフが描かれる。小破片のため明確ではないが、中期中葉～後葉

と推定される。あるいは異系統土器である可能性も考えられる。 1301よ 、胎土中に多量の植物繊維を混入す

るもので、大木 1式若 しくは大木 2a式 と推定される。 132は 、外面の光沢が強い土器で、大木 9～ 10式 と

推定されるが明確ではない。 1341よ 、全体的に赤色を帯びる。 137は、大木 9式相当の底部片で、 11片の破片

が接合 したものであるが、 p97住居跡 (平安時代)埋土中位出土破片も含まれるなど、本住居跡の上層堆積

の要因を解明する手掛かりとなる接合状況を示す。

「 2層出土土器」 1381よ 、小波状口縁を呈 し、横方向に沈線が引かれる土器で、胎上の様相からは本遺跡

出上の大木 9式 とは様相が異なる。若干新 しい時期の可能性で捉えているが詳細は不明である。 1391よ、器

種の特定ができない。 ミガキが施されている面が上で、欠損部が底面と接続する部分と推定すれば、高台的

な器種の可能性がある。 142は 、長楕円形文 (逆 U字形文の可能性もある?)と楕円形文十長楕円形文 (逆

U字形文の可能性もある?)が横方向に繰り返 し施文されるタイプと推定される。

石器は石鏃 2点 (そ のうち 1点は欠損品)、 磨石 6点、台石 1点、石棒 1点、削掻器 1点、フレーク 1点

が出土 している。石鏃は 2a層・貼床内から、磨石は 3層から3点・埋土中から 1点・埋土上位から 1点・

最上位から 1点、台石・石棒は埋土中から、削掻器は 1層から、フレークは埋土上位からの出土である。

<時期> 出土遺物から縄文時代中期中葉～後葉に廃棄場として使用されていることが分かる。住居として

機能していた時期は明確には不明であるが、出土遺物と大差ない時期と推定される。

s98住居跡 1号 (第 17図、写真図版18)

<検出状況 > 調査区南側 s98グ リッドにおいて、表土を剥いだ面で石囲炉を検出した。付近は本遺跡にお

ける地山がほぼ露出し、本遺構もほぼ床面まで削平を受けている。

<重複関係 > r97住居跡 1号、 r99住居跡 1号、 s98土坑 1号と重複関係にある。すべてに切られている

ことから、本遺構が最も古い。

<形状、規模 > 壁は検出できなかったため、形状・規模ともに不明である。石囲炉の規模と柱穴配列、及

び出土している土器から、径 6m程の円形を基調とする平面形を呈 していたものと思われる。

<床面積 > 不明である。

<埋土 > 黒褐色シル ト、暗褐色シル ト、褐色ローム、黄褐色ロームによる 7層で構成され、全般的に締ま

りがある。様相から人為堆積と推定される。

<壁、床> 壁は検出できなかった。床面は堅 く締まっており、整地 した貼り床である可能性がある。壁溝

は検出されなかった。

<柱穴 >9基検出された。深さ、位置からPP l～ PP 5。 PP 7～PP 9は本遺構に伴 う柱穴と推定される。

柱穴血 PPl PP 2 PP3 PP4 PP 5 PP 6 PP 7 PP 8 PP 9

開口部径(cm) 58× 47 28× 24 24× 23 30× 24 36× 32 14× 12 26× 25 24× 15 20× 15

深さ(cn) (77) 3 11

※PPlは r97住居跡 1号の壁下面から検出されたため、本遺構床面からの深さで示す。

<炉 > 炉は方形の石囲炉で、規模は72cm× 70cm程 である。炉の構築には掘 り方がみられ、炉石設置部分を

掘 り込み暗褐色シル トで炉石を固定 している。炉石には直方体状に加工された花蘭岩を用いている。焼土の

層厚は10cm程 を測り、焼成は良好ではない。
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<出土遺物> 縄文時代中期後葉の上器が床面で出土している。1521よ、沈線と磨消縄文が縦方向に展開さ

れるもので、大木 9式に相当すると思われる。 1531よ、縦方向に沈線が延び、沈線間は磨消縄文を伴う。大

木 9式であろう。1541よ、日縁部が無文の回縁部片で、内傾の後直立する器形である。

<時期> 出土遺物から縄文時代中期後葉と推定される。

r97住居跡 1号 (1/30)

B
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第17図  s98住 1号

C
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s98住居跡 1号 (B― Bl)、 (C― Cウ
1 10YR3/4暗 褐色 ンルト、粘性強、締まり密
la 10YR3/4暗 褐色 シルト、粘性強、締まり中
2 10YR3/つ ～3/8黒褐～暗褐色 シルト、粘性強、
締まり密
2a 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性中、締まり疎
2b 10YR3/2～ 9/8黒褐～暗褐色 ンルト、粘性強、
締まり中
2c 10YR4/4～ 4/6褐色 粘土質土、粘性強、締まり中～
やや密
2d 10YR3/3暗 褐色 シルト、粘性強、締まり密
3 75YR4/6褐色 焼上、粘性強、締まり密

s98住居跡1号 (D― Dつ
1 10YR17/1黒色 ンルト、粘性中、締まりやや疎
2 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性中、締まり中
3 10YR3/2黒 褐色 ンルト、粘性中、締まり中、
黄褐色粘土プロック20%混入
4 10YR2/1黒 色ンルトと10YR6/6明 黄褐色粘上質上の
混合土、粘性やや強、縮まりやや密
5 10YR6/6明 黄褐色 粘土質上、粘性強、締まり密、
黒色土小ブロック20%混入
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s98住居跡1号 (A― Aう
1 10YR2/3黒 褐色 シルト、粘性やや弱、締まりやや密、マサ上1%・
黄偶色ンルティロームブロックで混入
2 10YR3/2黒褐色 ンルト、粘性やや弱、締まりやや密、黄褐色
ンルティロームプロック・黒色ンルトプロック・マナ± 1～ 5%混入
3 10YR4/4褐色 クレーリーローム、粘性やや強、締まりやや密、
径 2111dマ ナ± 1～ 2%混入
4 10YR3/4暗褐色ンルト主体黄褐色ンルティローム混合土、粘性やや強、
締まり中～やや疎、マサ土微量混入
5 10YR2/2黒褐色 シルト、粘性弱、締まり疎
6 10YR5/6黄褐色 シルティローム、粘性やや弱、締まりやや密
7 10YR5/8責 褐色 シルティローム、粘性やや強、締まりやや密、
径 2 anlマ サ± 5%混入
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(3)古代の住居跡

n95住居跡 2号 (第 18図、写真図版 19)

<検出状況 > 調査区北西部 n95グ リッドにおいて、 095住居跡 1号精査中に検出された。また本遺構東側
および上部は撹乱を受けている。

<重複関係> n95住居跡 1号、 n95住居跡 3号、 n95住居跡 4号、 o95住居跡 1号、 o95住居跡 2号と重
複関係にある。本遺構が n95住居跡 1・ 2・ 4号、 o95住居跡 2号を切っていること、 o95住居跡 1号が本

遺構の床面を掘 り込んであることから、本遺構は n95住居跡 1・ 2・ 4号、 o95住居跡 2号より新 しく、

o95住居跡 1号よりは古い。

<形状、規模> 北壁の一部と西壁のみの検出であるため詳細は不明であるが、柱穴の配列から考えると約
44m× 32mの規模をもつ隅丸方形を呈すると思われる。

<床面積> 不明である。
<埋土 > 遺構のほぼ全面にわたって 095住居跡 1号による撹乱を受けているため全体の様相は不明である
が、残存部の埋土は、黒褐色 シル トの単層である。

<壁、床 > 北壁、西壁北部は緩やかな立ち上がりであるが、西壁南部は直立気味である。壁高は、北壁残
部で19cm、 西壁は20cmを測る。床面は平坦で堅 く締まっている。壁溝は西～北側の壁際で確認された。また

検出された壁溝は床面からおよそ6cmほ ど掘 り込んでいる。

<柱穴 > 残存する床面部分で 5基検出した。位置、深さから、どれも主柱穴とはなりえない。また遺構西
～北西壁の外側に小穴 5基が検出された。PP 9～ PP10は褐色粘土質土を、PPll o PP12は 黒褐色 シル トを

埋土としており、締まりは疎である。本遺構に伴う屋外柱穴の可能性がある。

柱穴h PP l PP 2 PP3 PP4 PP 5 PP 6 PP 7 PP 8 PP9 PP10

開口部径(cn) 31× 26 22× 20 24× 22 30× 15 14× 13 17× 14 31× 14 15× 14 11× 9 18× 10

深さ(cm) 11 4 5 5 7 6

柱穴h PPll PP12 PP13

開口部径(cn) 10× 11 19× 12 14× 11

深さ(cm)

<カ マ ド> カマ ドは北壁中央部のやや東側に設置している。上部は削平を受け、崩壊 していることから天
井部の構造は不明である。袖部付近に、西側で芯材に使用したと思われる21cm× 14cn大及び12cm× 8 cn大の

亜角礫が検出された。付近に30cm× 22cm大 の角礫の他小形の角礫が数個散在 しているが、芯材に使用 したか

どうかは不明である。燃焼部は、径41cm× 40cmの 円形気味の範囲に明赤褐～赤褐色焼土が形成されており、

最大層厚が14cm前後を測る。煙道部は長さ1.35mを 測り、下がり勾配で煙出し部へ続いている。煙道が奢」り

ぬき式か掘り込み式かは上部が削平されているため不明である。煙出し部の上位は削平されているため規模

は不詳であるが、径40cm× 25cm程 の楕円形基調であったと推定される。また煙り出し部には 3個の角礫が埋

め込まれていた。

<出土遺物> 埋土上位から不整撚糸文を施 している縄文時代前期前葉の深鉢胴部片と鉄津20kgが出土 した。
<時期 > 古代の遺物を伴わないことから明確には不明である。北壁にカマ ドをもつことから奈良時代と推
定される。
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n97住居跡 1号 (第 18・ 19図、写真図版20)

<検出状況 > 調査区中央部から北西部の n97グ リッドⅡ層で検出された。遺構北壁および西壁は本遺跡の

地山を掘り込んでおリプランは明確であったが、南壁部は黒褐～暗褐色シル トで不明瞭である。また遺構東

部は調査開始時の試掘 トレンチにより破壊 している。

<重複関係 > m98住居跡 1号、m98住居跡 2号と重複関係にある。双方とも本遺構床面下部から検出され

ているので、本遺構が最も新 しい。

<形状、規模 > 東部が撹乱を受けたため詳細は不明であるが、平面形は隅丸方形を呈 し、規模は3.0× 3.2

m程であったと推定される。

<床面積 > 約81∬

<埋土 > 黒褐色土を主体とする 4層で構成されるが、 4層黒～黒褐色土は堅 く締まっており、本遺構下部

にある縄文時代中期のm98住居跡 1号の埋土を踏みしめたものか、埋土の上に貼った土の可能性がある。埋

土と貼床の土層の違いは認知できなかった。埋土中には炭化材、焼土が検出された。埋土の大部分を 1層が

占めているが、褐色 シル ト、黄褐色粘土質土をブロック状に混入 していることから、人為堆積と思われる。

<壁、床 > 北壁は床面からやや急傾斜で立ち上がるが、西壁 。南壁は緩やかに立ち上がる。東壁は破壊 し

たため不明である。壁高は残存部で24～28cmを 測る。床面は 4層の上面と想定され、平坦で締まっている。

柱穴・壁溝は検出されなかった。 4層を掘り込んでいくと、縄文時代中期の土器が出土することから、本遺

構床面下部にはm98号住居跡 1号埋土が残っていたと考えられる。

<柱穴> 検出できなかった。

<カ マ ド> カマ ドは北壁やや東寄りに設置されているが、本体の大部分は削平されていることから全容は

不明である。袖部は褐色シルトと本遺構の地山である黄褐色粘土質土の混上で構成されるが、袖石等の芯材

は検出されなかった。燃焼部は径40cm× 32clllの不整形状の明赤褐色焼土が形成され、焼成の層厚は約10cmで

ある。煙道部および煙り出し部は検出できなかった。また本遺構南西部のコーナー付近に暗褐色シル トの張

り出しがあり、カマドの作り替えがあった可能性がある。床面には焼土が認められなかったことから、使用

されたのは短期間であったと推定される。

<出土遺物 > 埋土中から土師器の邪 。甕および鉄滓約80gが出土 した。イはロクロ成形による内面黒色処

理が施される。底部は回転糸切りによる。

<時期 > 出土遺物からは時期判断が難 しい。北壁にカマ ドをもつことから奈良時代と推定される。

o95住居跡 1号 (第19図、写真図版21・ 22)

<検出状況> 調査区中央部からやや北西側 o96～ o95グ リッドⅡ層で検出した。北側と東側は撹乱を受け

ているため、全容は不明である。また o96住居跡 1号の北西壁から本遺構の埋土が検出された。

<重複関係 > n95住居跡 2号、 o95住居跡 2号、 o96住居跡 1号及び o96土抗 1号 と重複関係にある。

n95住居跡 2号、 o95住居跡 2号を切 り、 o96住居跡 1号に切 られ、また本住居跡床面下位からo96土抗 1

号が検出されたことから、本遺構は o96土抗 1号・ n95住居跡 1号、 o95住居跡 2号より新 しく、 o96住居

跡 1号よりは古い。

<形状、規模 > 西側壁のみの検出であるため不詳であるが、長軸が3.8m程 の隅丸方形を呈すると思われ

る。

<床面積 > 不明である。
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<埋土> 黒褐色シルトを主体とする11層で構成されている。埋土最下位の 6層および主体を占める2層が
混土であることから、人為堆積と推定される。また埋土下位に焼土塊・炭化物が多量に検出されたことから、

焼失を受けたことが認められる。

<壁、床> 本住居跡は大部分が撹乱を受けており、検出されたのは西壁および北 。南壁の一部分のみであ
る。検出された壁は、床面から始めは緩やかに立ち上がり、その後は直立する。壁高は、北壁で20cm程、西

壁で50cm程、南壁で40cm程 を測る。北壁際の一部で壁溝が検出された。壁溝は床面から3 clll程掘り込んでい

る。床面は平坦で堅く踏み締めがしてある。床面下位からo95土抗 1号が検出された。

<柱穴> 柱穴は西壁際に小穴が15基検出された。いずれも主柱穴にはなりえない。

柱穴No PP l PP 2 PP 3 PP 4 PP 5 PP6 PP 7 PP 8 PP 9 PP10

開口部径(cm) 15× 10 22× 8 18× 13 10× 7 11× 8 19× 10 20× 20 22× 14 16× 14 14× 14

深さ(cm) 1 1 7 8 5 5

柱穴血 PPll PP12 PP13 PP14 PP15

開口部径(cm) 26× 14 14× 10 18× 12 12× 6 18× 12

深さ(cm) 6 1 1 8

<カ マド> 西壁やや南寄りに、西向きの煙道部が検出された。春Jり ぬき式の煙道部は80cmの長さを測り、
下がり勾配をみせた後緩やかな上り勾配で煙出し部につづく。煙道部埋土に炭化物が見られなかったこと、

カマド部及びその残存部も検出できなかったこと、カマド袖部想定部分から焼上が検出されなかったことか

ら、この煙道部・カマドの使用期間は短いもので、作り換えが行われた可能性がある。

<出土遺物> 埋土直上から土師器の甕が、埋土中位からは不整撚糸文を施している縄文時代前期前葉の深
鉢胴部土器片 1点が出土した。

石器は埋土中から磨石 1点が出土した。

<時期> 明確には不明である。西壁にカマドをもつことから平安時代と推定される。

o96佳居跡 1号 (第20図、写真図版23)

<検出状況> 調査区中央部やや北西側 o96グ リッドⅡ層面において、黄褐色土中に黒色土及び黒色土と黄
褐色上の混合土を埋土とするプランを検出した。東側は上位に撹乱を受けている。

<重複関係> 北西部で o95住居跡 1号 と重複関係にある。本遺構が他方を切っていることから、本遺構が
新しい。

<形状、規模> 平面形は隅丸方形を呈しており、規模は2.4m× 2.Om程である。
<床面積> 約3.7∬
<埋土> 黒色土・黒褐色土 。暗褐色土 。褐色土・黄褐色上の混合上で、 9層 に分類される。埋土の様相か
ら人為堆積と思われる。上位には焼土が、中位には炭化材が検出された。

<壁、床> 東側壁上位は撹乱を受けている。壁は床面から直立し、壁高は西側で63～82cmを測る。北西部
壁はo95住居跡 1号の埋土を掘り込んでいる。床面は堅く、凹凸がみられる。床面直下には角礫が多数検出

された。壁溝は検出されなかった。

<柱穴> 検出されなかった。
<カ マド> 検出されなかった。
<出土遺物> 埋土上位から土師器の甕、懸垂文が施文された縄文時代中期後棄の深鉢の胴部片、および縄
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黄掲色粘土質土ノロック混入
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7 10YR2/3黒 褐色 粘性やや弱、締まり庶 草根混入 (煙道部に入った土で柔らかい)
8 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性やや強、締まりやや疎
9 10YR5/6黄褐色 粘土質上、粘性中、締まりやや疎、焼土粒混入

A                    
｀
           r

卜 L=24300m                 ―引

いと=24300m D.

n97住 居跡 1号 (C― C,、 (D― Dう
1 10YR4/4褐 色 粘土粘土質上、粘性中、締まりやや密、草根・ マサ土微量混入
2 10YR3/3暗 褐色 粘土質ンルト、粘性中、締まりやや密
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0 10YR2/1黒色 ンルト、粘性中、締まりやや密、径 l mmマ サ±2%混入
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8 10YR2潟 黒褐色 シルト、粘性やや強、締まり中、残土ノロック・径 34Hマサ土微重混入
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文晩期～弥生時代のものと推定される深鉢の胴部土器片が出土している。

<時期> o95住居跡 1号より新しいことは把握できる。本住居跡はカマドをもたないことから断言はでき

ないが、状況から平安時代と判断した。

p95住居跡 2号 (第 20図、写真図版23)

<検出状況> 調査区中央部から西側にあるp96グ リッドⅡ層で、周囲に比べ黒色の強い土色のシミにより

検出した。遺構のほとんどが調査区外にあり、検出されたのは遺構東端の一部である。

<重複関係> p95住居跡 1号 と重複関係にある。本遺構が p95住居跡 1号の床面を掘り込んでいることか

ら、本遺構が新しい。

<形状、規模> 遺構の大部分が調査区外にのびていることから、形状・規模の詳細は不明である。
<床面積> 不明である。
<埋土> 調査区西壁土層断面は8層 に分類しているが、本遺構の埋土は第 3層・第 4層・第 5層の黒褐色
土を主体とする3層で構成される。第 3層に焼土ブロックが混入していることから、人為堆積と思われる。

<壁、床> 壁はやや外傾気味で立ち上がる。壁高は約32cmを測る。床面は平坦でやや堅い。
<柱穴> 検出されなかった。
<カ マド> 検出されなかった。
<出土遺物> 埋土中位に縄文時代前期初頭のものと推定される深鉢の胴部片が出土した。
<時期> 不明である。検出面から奈良～平安時代と推定される。

p97住居跡 1号 (第21・ 22図、写真図版24・ 25)

<検出状況> 調査区ほぼ中央部のp97グ リッドⅢ層において、周囲に比べ黒色の強い土色のシミにより検
出した。住居西側上部は撹乱を受けている。

<重複関係> o97住居跡 2号、 p97住居跡 2号、 p97住居跡 3号、 p97住居跡 4号と重複関係にあり、そ

のすべてを切っていることから本遺構がもっとも新しい。

<形状、規模> 3,7m× 3.6mの 規模をもつ隅丸方形の平面形を呈する。

<床面積> 約11.4∬
<埋土> 黒褐色土・極暗褐色土を主体とする7層で構成される。埋土上位～下位にかけ、黒色シルトまた
は黄褐色粘土質土がブロック状に混入していることから、人為堆積層と思われる。 4層極暗褐色土中ほぼ全

面で現地性の焼土が多量に検出された。焼土中に炭化材とともに燃え残りの木片も検出されたことから焼失

を受けた状況が認められる。また埋上下位および床面から白色粘土塊が検出されており、付近からは検出さ

れない土であることから、持ち込まれたものと思われる。

<壁、床> 西側の壁は撹乱によって一部破壊されているが、残存状態はおおむね良好である。壁は床面か

ら急傾斜で立ち上がっている。壁高は、北東壁36cm、 南東壁30cm、 北西壁45cm、 南西壁27cm前後を測る。壁

溝は検出されなかった。北側壁の上～下位に中撤火山灰が認められる。

床面は堅く締まり凹凸はあまり見られない。東から西に向かってやや下がり勾配であり、比高は10～ 16cm

を測る。床面から2個の白色粘土塊を検出したが、これは床面を 5 cm程掘り込んで置かれていたものである。

粘土塊の大きさは15× 12clll程の卵形で厚さは13cmほ どである。用途は不明である。床面をダメ押ししたとこ

ろ、本住居の東側下部に黒褐色土を主体とするシミが検出された。様相から縄文時代前期の住居の埋土と推
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定される。

<柱穴> 柱穴は検出されなかった。
<カ マ ド> 南西壁の中央部付近に位置 しており、袖部間は約110cmを測る。北西側袖部は奥石が長さ26cm
×12cmの 角礫、内石が長さ48cm× 17cm大の角礫を芯材として使用 し、南東側袖部は奥石が20cm× 14clll大の角

礫、内石が28cm× 1lcm大 の角礫を使用する。また南東側袖口付近で羽口を検出し、芯材として使用された可

能性がある。

燃焼部は径68cm× 64cmの 不整形状で、層厚5clll前後の赤褐色焼土が形成されている。春Jり ぬき式の煙道部

は、竪穴から165cmの長さを測 り、本体部からほぼ平坦に煙出し部に続いている。煙出し部内から数個の角

礫が検出された。煙り出し部の規模は径39× 30cm、 深さ47.7clllで ある。

調

十q%宅

A
|―― L=24900m

o96住居跡 1号 (A― Aつ
1 10YR2/8黒 褐色 ンルト、粘性中、締まり中、径 1～ 2 dmマ サ土微量混入
2 10YR5/8黄 褐色粘土質と主体10YR2/2黒 褐色シルトの混合土、粘性やや弱、
締まりやや密、径 1～ 10mmマ サ±0%混入
3 5 YR4/8赤 褐色 焼■ (ンルトX粘性やや弱、締まり中、径 a mmマ サ土微量混入
4 10YR17/1黒 色 ツルト、粘性中、締まりやや密、径 1～ 2mマサ土微量混入
5 10YR2/2黒 褐色ツルト主体10VR4/6褐 色ツルトの混合土、粘性中、締まり中、
径 lШマサ土微畳混入
G 10YR4/6褐 色ンルト主体10YR2/2黒 褐色シルト混合上、粘性中、締まり中、
径 1～ 20Haマ サ土混入
7 75YR2/2黒 掲色 シルト、粘性中、締まり中
8 10YR3/3暗 褐色 シルト質砂質土、粘性やや弱、締まりやや疎、 (砂礫層)
9 10YR17/1黒 色 ンルト、粘性やや強、締まり中

外 p95住 2号

し=26000m

p95住 居跡 2号 (A― Aり
1 10YR2/3黒褐色 ンルト、粘性やや弱、締まり密、マサ± 3～ 7%・ 草根混入、乾きやすい
2 10YR2/2黒褐色 ンルト、粘性中、締まり中、径 1～ 3 amの マサ± 1～ 2%・ 炭化物微量・草根混入
3 10YR2/2黒褐色 ンルト、粘性中、締まり中、責褐色粘土質土ブロック・焼主プロック・
径 1～ 2血マサ■2%・ 草根混入
4 10YR2/1黒 色 ンルト、粘性やや強、締まりやや密、径 lmマサ主1%・ 草根混入
5 75YR2//2黒 褐色 ンルト、粘性やや強、締まりやや密、暗褐色ンルトアロック・
径 l omマ チ土微量混入
6 10YR2/3黒褐色 ンルト、粘性やや強、しまりやや密、径 14mマサ±1%・
草根混入 (p95住居跡 1号埋■)
, 10VR2/2黒褐色 ツルト、粘性中、締まり中、黄褐色土粒 ,焼土粒1%。 マサ± 1%混入
8 10YR2/2黒褐色 ンルト、粘性やや弱、締まり中、暗褐色粘主質土ノロッタ混入

0              2m

第20図  o96住 1号・ p95住 2号

o96住 1号
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<出土遺物 > カマ ド袖石付近から土師器の甕が、埋土下位からは不整撚糸文が施文された縄文時代前期前

葉の深鉢土器片 。隆帯および口縁裏側に溝状沈線が施された縄文時代晩期後葉の浅鉢土器片が、埋土中位か

らは沈線が施された縄文時代晩期後葉の鉢土器片が、埋土上位からは不整撚糸文が施文された縄文時代前期

前葉の深鉢土器片が、それぞれ出土 した。

石器は、台石 2点 。磨石 1点・磨石から転用 した凹石 1点が出土 した。台石は床面から 1点、床面直上か

ら1点、磨石 。凹石は床面からの出上である。

鉄製品は、刀子 1点が床面から出土 している。

<時期> 出土遺物から平安時代と推定される。ただし、カマドの方向が過去の本遺跡の検出住居と異なる

ことから、時期は検討を要する。

q97住居跡 1号 (第 22図、写真図版28)

<検出状況> 調査区西部の q97グ リッドにおいて、Ⅲ層で検出した。埋土上位、住居東側、南側は撹乱を

受けている。

<重複関係 > r97住 居跡 1号、 p97住居跡 1号 と重複関係にある。双方に切られていることから、本遺構

が最も古い。

<形状、規模 > 遺構東側が削平されていることから詳細は不明であるが、平面形は長方形状を呈するもの

と思われる。

<床面積 > 不明である。
<埋土 > 黒～黒褐色シル トを主体とする 5層で構成される。住居北側埋± 4層に中撤火山灰が検出されて

いる。全般的に締まりが密である。自然堆積層と推定される。

<壁、床 > 壁は直立気味である。壁溝は、北壁27cm、 西壁35cm、 南壁19cmを測る。北～北西壁は中撤火山

灰混入層を掘り込んでつくられている。床面は黒～黒褐色シル トと黄褐色粘土質土との混合上で、凹凸があ

る。床面の一部に貼床が施されており、厚さは14～ 20cmで ある。貼床は黒褐色シル ト主体で本遺跡の地山で

ある明黄褐色粘土質土をブロック状に混入 しており、締まっている。貼床がめぐっている周りの床面は柔ら

か い 。

<柱穴 > 3基 検出した。PP 2と PP 3は貼床の上面から掘ら

れている。この柱穴の埋土は黒色土であり、縄文時代中期の

土器が出土 している。

<カ マド> 検出されなかった。
<出土遺物 > 194の土師器小片が出上 した。石器は、埋土下位から石槍 1点が、埋土上位から石鏃 1点が

出土 している。

<時期> p97住居跡 1号より古いことは把握できる。土師器小片が出土 している状況から奈良時代と推定

される。

柱穴No PP l PP 2 PP 3

開口部径(clll) 12× 8 15× 11 15× 14

深さ(clll)

r97住居跡 1号

<検出状況>

に隣接する。

<重複関係 >

(第 23・ 24図、写真図版26・ 27)

調査区南部の r97・ s97・ ■98・ s98グ リッドⅡ層で検出した。 p97住居跡 1号のほぼ真南

q97住居跡 1号、o97住居跡 2号、 p97住居跡 2号、 p97住居跡 3号、 p97住居跡 4号、
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Tttζ 場得子獣 濡 牝 樹 普々
1黒褐色ンルト、ЮγR5β 黄褐色粘土質ンルトの混合土、

1転彰縄議すを甲驚評臨勢導鍵醜塗Zttψ誓韻苺総
::協 ¥岳%離 劣【雑二I稲試警悪竪瑞示夕腎ラ評片混入
7 75YR5/8明褐色 焼土 (ンルト)、 粘性中、締まり中

R
卜 L=24500m                                ―

0              2m

G
卜 L=24100m
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p97住居跡1号 (C― Gり、 (H― H)、 (」 ―Jう
1 10YR2/3黒 褐色 ンルト、粘性やや弱、締まり中、
明黄褐色ンルティロームノロック粒・章根混入
la 10YR4/3に よい黄褐色、ンルティローム、粘性弱、
締まり密、歯笹ローム (中撤火山灰)プ ロック混入
2 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性中～やや強、
縮まり疎～やや疎、福色粘土質土プロック混入
3 10YR3/4暗 褐色 ンルト、粘性中、締まりやや疎、
褐色±30%混入
4 5 YR4/6赤 褐色 焼土、粘性やや弱、締まり中
4a 75YR4/4褐色 焼土、粘性やや弱、締まり中
5 10YR3/3増 褐色 ンルト、粘性中、締まり密、
褐色粘土質ンルト20%混入
5a 10YR5/8黄 褐色 お土質シルト、粘性やや礁
締まり密、暗褐色±10%混入
0 10YR2/1黒 色 ンルト (火山灰起渤、粘性中、
締まりやや疎
Sa 10YRS/6明 黄褐色 粘土質ンルト、粘性中、締まり中
7 75YR2/3極暗褐色 ンルト、粘性や、締まり中、
黄褐色粘土質土ノロック・径 lmマ サ土微量混入
7a 10YR6/6明 黄掲色 粘土質ンルト、粘性中、締まり中

0             1m
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ヽ
、
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第21図  p97住 1号
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L=24100m

翌
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L‐ 24100m

に 」'
承

枷幣洋

p97住居跡 1号 (f― fり、 (g― g.)、 (h― h,、 (1-1う
1 75YR5/8明 褐色 焼土 (ンルト質粘土)、 粘性やや弱、締まり中、
マサ土微量混入
2 10YR2/3黒褐色 ンルト、粘性中、締まり中
2a 10VR2/8黒褐色 ンルト、粘性中、締まり中、焼土粒混入
3 10YR2/2黒褐色 ンルト、粘性中、締まり中、小礫 (径 10～ 20mマ サ■)混入
4 10YR3/4暗褐色 ンルト、粘性中、締まり密、径 2 1BIマ サ土微量混入
4a 75YR3/4暗 褐色 ンルト、粘性中、締まり中、マサ土微量・焼土粒混入
5 10YR3/3暗褐色 ンルト、粘性中、締まり中、径2皿マサ土微量混入
5a 75YR3/3暗 褐色 ンルト、粘牲やや弱、締まり中

o              2m

上A

q97住 1号

R
卜 L=24700m

q97住 居跡 1号 (A― A')
1 75YR2/1黒色 ンルト、粘性強、締まり中～やや密、マサ± 1～ 2%混入
2 10YR2/2黒 褐色 ンルト、粘性強、締まりやや密、マサ± 2%混入、 (再堆積層)
3 10YR2/3黒 褐色 ンルト、粘性強、締まり密、径 3画 マサ± 2%混入
4 10YR5/4に ない黄褐色 ローム、粘性強、締まり密、10YR6/8明黄褐色ローム
(中薇火山灰)ブロックで混入 (再堆積層)
5 10YR17/1黒色 ンルト、粘性強、締まり疎

B                           ば
トー L=24500m           引

q97住 居跡 1号貼床 (B一 Bう
1 75YR3/3暗褐色 シルト、粘性強、締まり密、10YR5/6黄褐色粘土質上
(粘性強。結まり密・炭化物混入)プロック・マサ土微量混入
2 10YR2/3黒 褐色 ンルト、粘性強、締まりやや密、10YR6/8～ 5/8明黄橙～
黄褐色粘土質土ブロック・マサ± 2%混入、(貼床部分)

p97住 1号、 q97住 1号
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q98土抗 1号、 q98土抗 2号、 s98土抗 1号 と重複関係にある。 q97住居跡 1号、 s98土抗 1号を切り、他

の遺構は本住居の床面下位より検出されたことから、本遺構が最も新 しい。

<形状、規模> 長径7.lm、 短径6.2mの隅丸長方形状を呈する。
<床面積 > 約38∬

<埋土 > 黒褐色シル トを主体とする 5層 に大別される。埋土下位の 2b層、 3層 は炭化物とともに本遺跡
の地山である黄褐色粘土質土をブロック状に含んでいるので、人為堆積と思われるが、上位 1～ 2層は自然

堆積層と推定される。埋土下位、床面直上からクサシゲの炭化物が検出されており、床面に敷いていたもの

が焼けたものと思われる。クサシゲの形がほぼ崩れずに残っていることから異地性のものとは考えにくく、

他の炭化材も床面直上で検出されていることから、本遺構は消失を受けた可能性が高い。

<壁、床 > 壁はやや外傾気味に直立する。北～東壁は中撤火山灰混入層を、西壁は本遺跡の地山を掘り込
んでいる。壁高は、北壁 11～ 35cm、 東壁 14～ 23cm、 南壁13.2～ 49.5cm、 西壁は479～ 59.5cmを 測る。床面には

黄褐色粘土質土と黒褐色シル トの混合土の貼床が施され、平坦で堅 く締まっている。また西～東方向に下が

り勾配で緩やかに傾斜 している。壁溝はほぼ全周するが、西壁際で一部とぎれている。深さは北壁際35～

4,3cm、 東壁際4.2～ 12.8cm、 南壁際4.0～ 15,Ocm、 西壁際85～ 11,8cmを測り、北西 。南東壁際が深い。

<柱穴 > 柱穴は69基検出されており、PP l～PP 4の 4基が主柱穴であると推定される。PP lに は埋土上

位に明黄掲色粘土質土が、PP 2に は埋土上位に明黄褐色粘土質土混 じりの黒褐色シル トがあり、ともに堅

く締まった状態で検出されているため、柱を抜いたあとに埋め戻されている可能性が高い。本柱穴を廃棄 し

た後に新 しい柱穴を立てたものと推測されるが、付近には同規模の柱穴は検出されなかった。各主柱穴間の

I巨離:は、 PP lと PP 2が 50m、  PP 2と PP3が 4.lm、  PP 3と PP 4ん 4ゞ.Om、  PP4と PP lが 4.lmで ある。

PPlと PP 2間 の距離が突出しているが、本遺構下部上抗 1号Plと PP lの 距離は38m、 ピットとPP 3の

距離が4.lmであることから、 ピット1は主柱穴から転用された可能性もある。

柱穴血 PP l PP 2 PP3 PP4 PP 5 PP6 PP 7 PP8 PP 9 PP10

開口部径(cm) 64× 54 80× 71 85× 68 84× 60 27× 21 23× 18 36× 22 19× 19 31× 28 27× 23

深さ(cm)

柱穴No PPll PP12 PP13 PP14 PP15 PP16 PP17 PP18 PP19 PP20

開口部径(cm) 26× 23 25× 22 17× 16 25× 24 39× 32 31× 25 20× 17 22× 19 32× 22 39× 25

深さ(cm) 5

柱穴血 PP21 PP22 PP23 PP24 PP25 ピッ ト

開口部径(cm) 29× 22 26× 24 32× 29 39× 32 79× 74

深さ(cm)

<カ マ ド> 西壁の南西部コーナー寄りに設置している。本体の大部分は崩落 し削平を受けていることから、

構造等の詳細は不明である。右袖部分にはカマド構築材と思われる責褐色粘土質土混 じりの褐色のシル トが

残存 し、その頂部に亜角礫が乗る。また左袖～中央部分には 3個の亜角礫が散在 しており、袖石に使われた

と推定される。燃焼部は径40cm程の不整形を呈 し、厚さ14cmの 焼土が形成されている。またカマ ド付近貼床

下部からも焼土が検出されていることから、この貼床はある期間生活 してから貼った可能性が高い。煙道部

は奢」りぬき式で調査区外西側に延び、やや下がり勾配で煙り出し部へ続 く。

<付属施設 > 南西壁コーナーにおいて、炭化材・炭化物を多量に包含する暗褐色シル トと黄褐色粘土質土
の混土を検出した。当初は小鍛冶炉施設と考え精査を進めたが、小鍛冶炉施設と同定できなかった。入り口
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施設の可能性がある。また西壁中央からやや北側付近にピットが検出された。埋土下位からは多量の炭化物

が出土 している。埋土中には黄褐色粘土質土ブロックが混入 していることから、木材等を燃料として使用し

た後、炭化物を意図的に投げ込んだものと推定される。このピットは、柱穴からの転用の可能性がある。

<出土遺物 > 縄文時代土器と古代の遺物が出土 している。古代の遺物としては、土師器・須恵器が大コン

テナ 2箱分 (須恵器片が主体)と 磨石 5点、碁石の可能性がある石製品18点、刀子 3点、クギ 2点が出上 し

ている。 165の 須恵器大形甕の出土状況や接合状況を見ると、住居廃絶後に投げ込まれた様相を示す。よっ

て、床面出土の遺物についても、本住居跡の帰属時期を示す資料かどうか疑問がある。また縄文時代早期～

前期の上器片が相当数出土 しているが、柱穴の検出作業時に出土したものが多い。状況から、下位の縄文時

代住居跡の埋土がわずかに残存していた可能性 もある。ただし、本住居の貼床と思われる土との区分ができ

なかった。

上述のような出土状態にあることから、本住居跡の出土遺物は種別毎に掲載することとする。

「土師器郭」 郭は残存率50%以上である 7点を図化 し掲載する。全てロクロ成形で内面黒色処理が施され

る。その中で、 162は 内外面ともに黒色処理が施されるもので、また内外面とも全面にミガキが施される。

土器の厚さなどからロクロ成形と判断したが、明瞭にはロクロを使用 した痕跡は確認できない。

「土師器甕」 土師器の甕は、 163と 164の 2点が出土 した。 163は 、ロクロ成形で内面はヨコミガキが施さ

れる。 164は、夢Fロ クロ成形によるもので、内面胴部はハケメ調整が施される。

「須恵器」 ある程度まで復元できたのが、 165の 大甕と174の長頸壼である。 1651よ、口径 38 5cm、 胴部に

おける最大長58.6cmを 測るが、全て破片の状態で出土 し、またその一部と思われる破片は相当数の出土を得

たが、接合 しなかった破片は不掲載としたものが多い。出土地点は、 Qlの埋土上位とQ2の埋土中～下位

でまとまって見られ、その他にQ4の床面・床面直上 。埋上下位などから出土 している。また、本住居跡床

面下位から検出された q98土坑 2号の埋土上位から 1片 と本住居の北隣に位置するp97住居跡 1号の埋土上

位 (1層 )か ら 1片の出上があった。

石器は、斧状石製品 1点・石匙 1点 。磨石 5点 。台石 (欠損品)1点・削掻器 1点・碁石17点・ フレーク

4点が出土 した。斧状石製品は床面直上から、石匙・台石は埋土中から、磨石は床面直上から2点・埋土中

から 1点・貼床内から 1点、削掻器は床面から、 フレークは床面直上から3点・埋土中か ら 1点出上 して

いる。碁石はQ2床面直上を主体として出上 し、その他埋土中から5点・貼床内から 1点が出土 している。

鉄製品は、刀子 3点、クギ 2点、鉄滓約 l kgが出土 している。出土地点はQ3埋土下位を主体とする。

<時期 > 出土遺物から平安時代と推定される。

2.土坑
第 5次調査で検出された土坑は時期推定が困難で、検出面や遺構の重複関係等から時期を推定 したものが

多い。おおむねの時期は、住居跡同様縄文時代および古代と推定される。

n98上抗 1号 (第25図、写真図版30)

<検出状況> m98住居跡 1号床面精査中、床面に黒褐色土による楕円形気味のプランを検出した。上位か

ら37cm× 21cm× 27cm程 の規模の花聞岩が検出された。

<重複関係 >

n97住居跡 1号、 m98住居跡 1号、m98住居跡 2号と重複関係にある。本遺構はそのすべての床面下部か
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らの検出であるため、最 も古い。

<形状 。規模 > 平面形は楕円形を呈する。規模は開田部径153cm× 87cm、 深さ33clllである。
<埋土 > 黒褐色シル ト主体に黄褐色土ブロックが混入する。黒褐色 シル トはやや締まりがあり、堆積様相
としては人為堆積層と捉えられる。

<壁 。底面> 壁は底面から緩やかに立ち上がり、すり鉢状を呈する。底面はつとがり気味である。
<出土遺物 > 縄文時代早期の土器片が 2点出土 した。
<時期 > 詳細な時期は不明である。時期の下限はm98住居跡 2号 (縄文時代中期)よ り古い。時期の上限
は出土遺物から縄文時代早期と推定される。

o96土抗 1号 (第25図、写真図版30)

<検出状況> o95住居跡 1号床面精査中、床面に黒褐色土による楕円形のプランを検出した。
<重複関係> o95住居跡 1号、 n95住居跡 1号 と重複関係にある。本遺構はそれら住居跡の床面下部から
の検出であるため、最も古い。

<形状・規模 > 平面形は楕円形を呈する。規模は開口部径140× 55clll、 深さ23cmで ある。
<埋土> 黒褐色 シル ト主体に暗褐色土ブロックおょび黄褐色土小ブロックが混入する。黒褐色シル トはや
や締まりがあり、堆積様相としては人為堆積層と捉えられる。

<壁・底面> 壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。
<出土遺物 > 本遺構に伴 う遺物は出土 しなかった。
<時期> 詳細な時期は不明である。時期の下限はn95住居跡 1号 (縄文時代中期)よ り古い。時期の上限
は不明である。

p99土抗 1号 (第 25。 30図、写真図版30)

<検出状況 > p99グ リッド付近層中において、 p99住居跡 1号のプランとともに住居北西部に広がるしみ
を検出した。住居のプラン自体もやや不明瞭であったため住居の精査を始めたが、本土抗のプランが明瞭に

なったため、土抗の精査を行った。

<重複関係 > p99住居跡 1号と重複関係にある。本遺構が p99住居跡 1号を切っている、本遺構が新 しい。
<形状・規模 > 平面形は楕円形を呈する。規模は開田部径123× 110cm、 深さ30cmで ある。
<埋土 > 黒～黒褐色シル トの 3層で構成される。第 1層には黄褐色土ブロックが、第 2層には黄褐色粘土
ブロック・炭化物が混入 しており、堆積様相としては人為堆積層と捉えられる。

<壁・底面> 壁は底面から外傾気味に立ち上がる。底面は平坦である。
<付属施設 > 土坑上位で検出された花商岩は、設置されたものと推定され、本土坑は土墳墓の可能性があ
る。

<出土遺物> 本遺構に伴 う遺物は出土 しなかった。
<時期> 時期の下限は不明であるが、上限はp99住居跡 1号 (縄文時代前期)よ り新 しい。

q99上坑 1号 (第 25図、写真図版30)

<検出状況> p99住居跡 1号精査中、床面に黒褐色土によるプランを検出した。
<重複関係 > p99住居跡 1号床面で検出したが、埋上の様相が不明瞭なため新旧関係は不明である。
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<形状・規模 > 平面形は楕円形を呈する。規模は開田部径84× 78cm、 深さ20cmで ある。

<埋土 > 黒褐色シル トを埋土とする。 3層で構成されるが、色調の差は明瞭ではなく、締まり。混入物に

差がみられた。堆積様相から人為堆積と捉えられる。

<壁・底面 > 壁は底面からやや急傾斜で立ち上がる。底面は平坦である。

<出土遺物 > 本遺構に伴う遺物は出土 しなかった。

<時期 > 時期は不明であるが、埋土の様相から縄文時代と推定される。

q98土坑 1号 (第 25図、写真図版29)

<検出状況 > 調査区南部の q98グ リッド付近において、 r97住居跡 1号 Qlの貼床 ?除去後に黒褐色土に

よる円形のプランを検出した。

<重複関係 > r97住 居跡 1号の床面下位で検出していることから、本土坑が古い。

<形状 。規模 > 平面形は円形を呈する。規模は、開口部径150cm× 150cm、 底部径60× 50cm、 深さ100cmで

ある。

<埋土 > 黒褐色シル ト主体に、黄褐色土小ブロックが混入する。埋土中位付近で人頭大の礫が出土 した。

締まりは疎で、堆積様相としては人為堆積と捉えられる。

<壁・底面 > 底面からやや外傾気味に立ち上がり、上部付近で段を持つ。底面は丸底気味である。

<出土遺物 > 土師器の必の口縁部片 2点と鉄滓約500gが 出土した。

<時期> 平安時代と捉えられる r97住居跡 1号より古い時期の土坑であるが、ロクロ成形による土師器が

出土 していることから、 r97住居跡 1号 と大差ない時期と推定される。

q98土坑 2号 (第 25図、写真図版29)

<検出状況 > 調査区南部の q98グ リッド付近において、 r97住居跡 1号 Qlの 貼床 ?除去後に黒褐色土に

よる円形のプランを検出した。

<重複関係 > r97住居跡 1号の床面下位で検出していることから、本土坑が古い。

<形状・規模 > 平面形は、検出プランは円形気味に確認されたが、精査結果としては隅丸方形であった。

規模は、開口部径150cm× 120cm、 底部径120× 85cm、 深さ60cmで ある。

<埋土> 埋土上位～下位まで黒褐色シル トによる単層である。埋上下位～底面の最下層は、泥質シル トで、

炭化材を多量に混入する。 q98土坑 1号と同様に埋土中位付近で人頭大の礫が出土 した。堆積様相としては、

人為堆積と捉えられる。

<壁 。底面 > 底面からやや外傾気味に立ち上がり、上部付近で段を持つ。底面は平坦である。

<付属施設 > 底面で小柱穴を検出した。開口部径 10cm、 深さ10cm程である。

<出土遺物 > 縄文時代早～前期の上器片と須恵器の壺の胴部が出土 した。

<時期> 平安時代と捉えられる r97住居跡 1号より古い時期の土坑であるが、須恵器が出土 していること

から、 r97住居跡 1号 と大差ない時期と推定される。

s98上坑 1号 (第 25図、写真図版29)

<検出状況 > 調査区南部の s98グ リッド付近において、 r97住居跡 1号検出作業時に黒褐色土による半円

形のプランを検出した。

-58-



<重複関係> r97住居跡 1号が新しく、本遺構が古い。
<形状 。規模> 平面形は、北側半分程を r97住居跡 1号に破壊を受けているが、残存部から円～楕円形と
推定される。規模は、開口部径130cm、 底部径110cm、 深さ55cmで ある。

<埋土> 埋土上位に黒色～黒褐色土 (1～ 2a層)が、埋土中位～下位に暗褐色土と明責褐色土の混土
(3～ 5層 )が堆積する。上位層は r97住居跡 1号の埋土と同様のものであり、自然堆積層と判断される。

中位～下位は人為堆積層である。

<壁・底面> 底面から中位まで外傾気味に立ち上がった後、中位から上位は内湾気味となる。底面は平坦
ではなく、凹凸が激しい。

<出土遺物> 縄文時代早～中期の土器片と土師器小片、須恵器片、鉄津約300gが出土した。須恵器は埋
土上位～中位で出土し、土師器は最下部の人為堆積層から出上している。

<時期> 平安時代と捉えられるr97住居跡 1号より古い時期の土坑であるが、須恵器が出土していること
から、 r97住居跡 1号 と大差ない時期と推定される。

s99土坑 1号 (第25図、写真図版31)

<検出状況> 調査区南部の s99グ リッド付近において、黒褐色土による楕円形のプランを検出した。
<重複関係> s98住居跡 1号・ p97住居跡 3号と重複関係にある。本遺構がもっとも新しい。
<形状 。規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径86cm× 72cm、 深さ 8 clll～25cmである。
<埋土> 埋土上位に黒色土、中位に黒褐～暗褐色土、下位に褐色土および黄褐色上が堆積する。中位～下
位は人為堆積層、上位は自然堆積層と判断される。

<壁・底面> 底面は凹凸が激しく、壁は外傾気味に立ち上がる。底面東側に柱穴状の掘り込みを伴う。
<出土遺物> 出土遺物はない。
<時期> 時期の上限はs98住居跡 1号 (縄文時代中期後葉)よ り新しいことは把握できるが、時期の下限
は不明である。

3.集石
第 5次調査で検出された集石は 1基で、用途 。性格等は不明であるが、意図的に石を設置する遺構である。

s99集石 1号 (第 26図、写真図版31)

<検出状況> 調査区南部の s99グ リッド付近において、 s98住居跡 1号の床面除去中に約35cmの平坦気味
の花商岩を検出した。

<重複関係> s98住居跡 1号より本遺構が古い。
<形状・規模・礫の設置状況> 80cm程の楕円形気味の浅い土坑の上に41clll X 32cmの かなり大きな花南岩

(平坦気味の石)が設置されている。大きな花聞岩の下位には、10cm～ 20cmの花南岩 9個が環状に敷き詰め

られている。様相としては、上位の大きな花聞岩の下に小さな花南岩を敷いた行為が窺える。

<埋土> 堆積土層は、 1層は基本層序のⅡ層、もしくは s98住居跡 1号の貼床 (土)の可能性がある。 2
層は花南岩の据え方土、 3層 は土坑の整地土と捉えられる。 4層 は10cm～ 20cmの花南岩の下位に堆積する締

まりのない (非常に軟らかい)黒褐色上で、性格が掴めなかった。

<出土遺物> 縄文時代前期前葉の土器片が数点出土した。
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s98土坑 1号 (A― Aう
1 10YR2/2黒 偶色 シルト、粘性やや弱、締まり中、黄褐色± 8%混入
2 10YR3/2黒 褐色 ンルト、粘性や、締まりやや疎、黄褐色土・黒色土・暗褐色土混入
2a 10YR2/1黒色 ンルト、粘性やや弱、締まり疎
3 10YR3/3暗 褐色ンルト主体明黄褐色粘土質土の混合土、粘性中、
縮まり中、炭化物 5%混入
4 10YR76明黄褐色粘土質土主体10YR2/2黒褐色土アロック混入層、
粘性やや破、締まりやや密 (整地層貼床)
5 10YR2/1黒 色ンルトと10YR7/6明 黄褐色粘土質土の混合上、粘性中、締まり中
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<時期> 縄文時代中期中葉期と推定されるこ99住居跡1号より古いことはわかるが、時期を特定できなとヽ。
縄文時代前期あるいは1中期の墓1的な性格の遺構である可能性が考えられるが、憶測の域を越えるものではな

く、検討を要する。
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V.出土遺物

今回の調査で出土 した遺物は、遺構内外合わせ土器類約 15箱分、土製品 5点、石器類99点、鉄製品 6点、

鉄滓 2 kg、 羽口 3点である。遺物は遺構内出土が大半を占める。遺構外としたものについては、遺構の検出

時やダメ押 し作業中で出土 したものがほとんどであることから、それらについても本来は遺構に伴うもので

ある可能性がある。よって、本章では遺構内外合わせて扱い、記述する。

1.土器
本節では縄文 。弥生時代と古代の土器を分けて記述する。

(1)縄文・弥生時代の上器

出上している土器は、縄文時代早期～弥生時代後期までのものである。主体となるのは、縄文時代中期中

～後葉の土器群である。

土器の観察については、器種、残存部位、日縁部形態、地文、内面調整、底部形態、胎土などの観察項目

を設定 し行った。それらの諸要素と従来の編年観を基に、時期的な位置付けを推定 し、分類 した。

<器種 > 土器の器種を記載するものであるが、本遺跡で出土 している土器は、そのほとんどが深鉢で、若

干量鉢が見 られる。今回の調査からは、特出して大きな深鉢や鉢は見られなかったが、若干量小形と言える

ような大きさのものが散見される。なお、浅鉢は確認されていない。また、特異な器種として、中期に高台

的なものが見 られる。

<残存部位 > 残存率の違いで、完形 (完形品や極一部分を欠損する土器や接合により完形個体になった土

器 )、 ほぼ完形 (接合作業などにより全体の器形がわかるまで復元された土器、概ね残存率が80パ ーセント

前後の上器に呼称する)、 1/2完形 (残存率50パーセント以上のもので口縁～底部までの器形推定が可能と

判断される土器)に区分 し、それ以下の残存率のものは部位の名称 (例 としては口縁部～胴部上半付近まで

の破片であれば「口～胴部上半」といった具合)で記載 した。全般的な傾向としては、完形若 しくは器形全

体を窺える資料は非常希少である。

<口唇部形態> 口縁部の形態、日唇部の形状、突起・刻み目。刺突文・縄文施文の有無を表記 した。口縁

部の形態は平縁、波状、小波状のものが見 られる。日唇部の形状は、断面形が丸いものを「丸み」、平坦に

面取 りが行われたと思われる角 (か ど)がつくようなものを「角状」、内側に内傾するものを「内削ぎ」と

言う表現方法で記載 した。

<地文 > 施文原体の種類を表記する。施文原体の方向については、把握可能な場合には記載を行っている。

<内面調整> 内面の調整が把握できる場合について記載する。部位により調整が毎なる土器も見られるが、

完形土器が少ない状況もあり、部位毎の記載は割愛する。

<底部形態 > 底部形態は、大きくは平底、やや上げ底に区分される。底面に縄文や網代痕などの圧痕が確

認されたものもある。また、穿孔されている可能性が窺える資料が 1点見られた。

<胎土 > 本遺跡から出土 している土器の胎土中に含まれる混入物は、各時期の一つの特徴として捉えられ

る場合が多い。観察表には、基本的に含有率が高いと感 じた混入物のみを記載 している。

鉱物について、砂の粒を砂粒、砂粒よりも径の大きい小石を粗礫、透明なガラス質のものを石英、長石、

雲母などと記載する。普通量以下は割愛し、記載 していない。縄文時代早期中葉の上器は、胎土中に白っぱ
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い粗礫が多量に含まれる特徴を有することが多く、長石若 しくは花南岩と推定されるがその礫の種類につい

ては不明である。

植物繊維について、縄文時代早期末葉～前期前葉の上器は胎土中に植物繊維の混入が見られ、該期土器を

認識する一つの目安として捉えられる。傾向としては、大木 1式に先行する段階に相当すると推定される時

期の上器が、胎土中に最も多量の植物繊維を混入すると思われる。後続する大木 1式～大木 2a式にかけて
は、植物繊維の混入量は次第に減少するものと捉えられる。そして、大木 2b式の段階では、植物繊維の混
入が確認できない場合が多い。本遺跡資料に大木 3式 と断言できる資料が皆無なため、断言はできないが、

胎土中に植物繊維を混入する製作手法は、大木 2b式以降は消滅する可能性が高い。

観察表の胎上の項には、大木 2a式相当と思われる土器群 (前期では主体を成す)の平均的な植物繊維混

入量を基準 (中量)と して、植物繊維混入量を下記の 5段階に定義 し、記載 した。

a 繊維多量混入

b 繊維やや多量混入

c 繊維中量混入

d 繊維小量混入

e 繊維微量混入
<備考> 内面及び外面に付着物がある場合に、観察表の備考の項に記載する。煤、炭化物、朱 (ベ ンガラ?)、
黒色顔料 (漆と思われる)な どが主なものとなる。

<第 I群土器 >

縄文時代早期中葉～後棄と推定される土器群で、約60点出土 した。完形品や全体の器形が窺えるものはな

く、全て小破片資料である。出土地点は、ほぼ調査区全域に亘 り、出土層位はⅣ層 (褐色土)と V層 (地山

粘土層)の漸移層から出土 している。当初は無遺物層と捉えていた土層で、各時期の竪穴住居跡床面 (前期

前葉の住居の床面下部が主体)の ダメ押 し作業時に出土 している。よって、調査時には把握できなかったが、

Ⅳ層とV層の漸移的な層であるⅣ a層は早期の遺物包含層であった可能性と認知できなかった該期住居跡の

埋土であった可能性が考えられる。後者の場合、精査時の状況から判断して、前期前葉とした住居跡の中に

介在 してしまった可能性も全 く否定はできない。

出土 した早期の上器は、その特徴から吹切沢式相当を 1類、物見台式相当を 2類、槻ノ木 1式相当を 3類、

その他文様の施文がなく土器型式との比定が困難なものを 4類 とし、分類を試みた。

第 I群 -1類 外面に貝殻腹縁文を施文する土器である。胎土の色調は、全般に暗褐色～黒褐色を呈 し、
胎土中には砂粒や粗礫 (白 っぽい)を多量に混入する。稀に石英や金雲母と思われる鉱物

を含むものもある。吹切沢式に比定される土器群と思われ、遺構内外合わせて約50点出土

した。

第 I群 -2類 沈線文と貝殻文 ?(細かな刺突)を施文する土器で、 3点出土 した。 1類と比較 して作 り
が丁重な感 じを受ける。物見台式に比定される土器群と思われる。

第 I群 -3類 外面に細隆起線文を施文する土器群を本類とする。 3点出土 し、内 2点の内面には貝殻条
痕文が施される。槻ノ木 1式に相当すると思われる。

第 I群 -4類 胎土の様相から早期と推定されるものの、無文で詳細が不明なものを一括する。胎土に混
入される鉱物からは吹切沢式の胴部下半から底部に近い部位の破片と推定されるものが多
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い。また、明神裏Ⅲ式 (432)や 大寺式 (415)に比定されると思われる破片が各 2点出土

してヽヽる。

<第 Ⅱ群土器 >

縄文時代早期末葉～前期初頭に属すると推定される土器群で、約30点出土 した。完形品や全体の器形が窺

えるものはなく、全て小破片資料である。該期の土器群は、胎土中に多量の植物繊維の混入が見 られ、時期

区分の一つの目安として捉えられることが窺われる。早稲田 5・ 6類と上川名Ⅱ式相当が出土 している。

<第Ⅲ群土器 >

縄文時代前期に属する土器群である。大コンテナで 3箱分程の出土があり、中期の上器に次 ぐ出土量であ

る。完形品や全体の器形が窺えるものはなく、全て破片資料である。主体は、前期前葉の大木 1～ 2a式期

であるが、両者の区分 (分離)は非常に難 しい課題である。本項では、大木 1式と推定 したものを第Ⅲ群―

1類、大木 2a式 と推定 したものを第Ⅲ群 -2類 とし、とりあえずの区分を行っておくが、分類に際しての

問題点や課題などは今後の検討課題としたい。

第Ⅲ群-1類 大木 1式に相当すると推定されるものを一括する。口縁部文様帯を構成する行為が窺えな

い土器は、基本的に本類とした。大木 2a式相当として分類したものに比べて、胎土中に

おける植物繊維の混入が多い。基本的に同一の原体のみを使い施文する土器を本類とした。

羽状縄文を施文する土器について、非結東のものは基本的に本類とした。

第Ⅲ群-2類 前期前～中葉に属する土器群で大木 2a式に相当する。不整撚糸文などを回縁部に施文す

ることで、口縁部と胴部を区分する行為が窺える土器は、基本的に本類とした。羽状縄文

を施文する土器について、結束によるものは基本的に本類とした。また、植物繊維の混入

が少ないものについても、本類の一つの基準として採用した。

第Ⅲ群-3類 前期前～中葉に属数土器群で、大木 2b式に相当すると推定されるものを一括する。 S字

状連鎖沈文や網目状撚糸文を施文するものは基本的に本類とした。大木 2a式としたもの

と比べて、全般に胎土中の植物繊維の混入が少ないかあるいは確認されないものが多い。

第Ⅲ群-4類 縄文時代前期中葉～後葉に属する土器群で、大木 3～ 4式に相当すると推定されるものを

一括する。 3点の出土で、 p95住居跡 1号出土の51・ 52と p97住居跡 2号出上の68が大木

3～ 4式に相当するものと推定するが小破片のため、明確ではない。 51・ 52は、貼付隆帯

による波状文が施文される。68は、沈線による鋸歯状文が見られる。何れも胎土中に植物

繊維の混入は見られない。

第Ⅲ群 -5類 縄文時代前期前葉と推定されるものの、土器型式との比定が困難なものを一括する。

<第Ⅳ群土器 >

縄文時代中期に属する土器群である。大コンテナ10箱分が出土 している。主体を占めるのは中葉～後葉の

上器群で、大木 8b式の新 しい段階の土器と大木 9式の古い段階の土器、そして両者の中間型式と思われる

ものもある。それらについては、まとめと考察で再度取り上げることとする。

第Ⅳ群 -1類 中期中葉の大木 8a式に相当すると思われる土器群である。小片のため明確ではないが、

m98住居跡 2号出上の89は、大木 8a式に比定する可能性がある。

第Ⅳ群-2類 隆・沈線による渦巻文の施文を基調とする。器種構成は、破片資料であるため明確ではな
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第Ⅳ群 -3類

第Ⅳ群 -4類

第Ⅳ群-5類

いが、全て深鉢と思われる。中期中葉の大木 8b式 に相当すると思われる土器である。85

は、文様の施文順番を把握できる資料で、縄文施文後に隆帯が貼り付けられていることを

劉落痕から確認できる。また、本遺跡で大木 8b式 と思われる土器は、隆帯による懸垂文

に近い区画が見られ、渦巻文の大きさも小さいものが多い様相で捉えられる。

岩手県内における大木 8b式の細分については、柿の木平遺跡報告書中において、大館

町遺跡 R A 102・ 301竪穴住居跡及ぶ大地渡遺跡と柿の木平遺跡出土資料を持 って、大木

8b-1式 、大木 8b-2式 、大木 8b-3式 の 3細分の編年案が提示されている (1982

高橋憲太郎他 )。 その編年案を参照すると、本遺跡の資料は、全般に大木 8b-3式 とす

るものに比定される可能性が高 く、後続する大木 9式との過渡期的な可能性がある土器群

が含まれている様相である。

沈線による楕円形文・長楕円形文、逆 U字状文が描かれ、その周辺に磨消縄文が施される

ことを基調とする。中期後葉の大木 9式に相当する土器群で、本遺跡で最も多い出土量で

ある。263や 264は 、日縁部に楕円形文同士の間に沈線による蕨手状文 (渦巻文 ?)が描か

れる。磨消縄文手法は伴うことから大木 9式での位置付けで問題はないと思われるが、大

木 8b式に見られる渦巻文が変化 (変遷)し たとも取れる文様である。大木 9式の中でも

古い段階の土器である可能性が考えられる。

また、楕円形文や逆 U字状文などの文様の割り付けについては、比較的多様な種類が見

られる。代表的なものを以下に文章記載する。

101な どは、楕円形文+長楕円文と逆 U字状文が横方向に繰り返 し5単位で施文される。

ただし、逆 U字状文が連続 して施文される部分が三か所あり、全周する内に文様単位が合

わなくなり、崩れを生 じたものと思われる。 113な どは、回縁部に描かれる楕円形文同士

の間を起点に、胴部に逆 U字状文が描かれ、横方向にそれが繰り返えされる。120な どは、

やや細目の逆U字状文が、口縁部から胴部下半まで描かれ、横方向にそれが繰り返される。

中期末葉の大木10式 に相当すると思われる土器は、小片が数点出土 した。

地文のみの施文のため、土器型式との比定が困難なものを一括する。精製土器の出土量の

割合から推定して、大木 8b～ 9式に併行するものと思われる。

<第 V群土器 >

縄文時代後期と推定される小破片が数点出土 している (不掲載 )。 何れも小破片のため、明確ではないが、

後期中葉のものと思われる。

<第Ⅵ群土器 >

工字文などの文様を施文する土器で、晩期後葉の大洞A式に相当すると思われる。小片が数点出土 してい

る。器種は、浅鉢 もしくは高杯と推定されるが明確ではない。薄手で、日縁部の裏側に溝状の沈線が巡る。

内面調整についても、非常に丁重な作りで、前期や中期の上器とは明らかに違いが見られる。

<第Ⅶ群土器 >

弥生時代後期の天王山式に相当すると推定される小片が 2点確認された。器種は鉢と推定されるが明確で
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はない。

文様は、交互刺突文を施文し、 RL横回転が施文される。縄文時代前期や中期の上器と比較 して薄手の土

器であるが、胎土や調整は晩期後葉の土器に比べて丁重とは思われない作りである。

なお、過去の調査で頻繁に見られた弥生時代初頭の土器は出土を見ていない。

(2)古代の上器

土師器と須恵器が出土 している。総数で大コンテナ 3箱分程であるが、その内 2箱分以上が r97住居跡 1

号出土が占める。遺構外出土としては、 3片の土師器片があるが、掲載 していない。

土師器は、郭と甕が出土 している。郭は、全てロクロ成形で、内面黒色処理を施されるものである。底部

は回転糸切りによる。ある程度の残存率のものは、 r97住居跡 1号出土の155～ 161の みで、他は破片資料で

ある。異質なのが、 162の邪である。内外面とも黒色処理及び丁重なミガキが施される。甕は、 163・ 164・

193の 他は小破片である。 163・ 193は ロクロ成形、 164は非ロクロ成形である。

須恵器は、大甕と長頸壺が出土 している。大甕の胴部片は、外面にタタキメ、内面に当て具痕が見られる

ものが多い。

2.土製品
土製品は、 ミニチュア土器、円盤状土製品などが出土 している。

<ミ ニチュア土器 > 118の 1点が出土 している。底部付近が残存するのみであるが、深鉢と推定される。

<円盤状土製品> 2点 出土 している (69・ 254)。 何れも縄文時代前期と推定される。

3.石器
出土 した石器は、石鏃16点、石槍 。尖頭器 2点、石匙 8点、不定形石器 (削器・掻器・ Uフ レ)14点、磨

製29点、石斧類 5点、凹石 1点、砥石 1点、台石 2点である。所属時期について、古代の住居跡出上の磨石

を除き、全て縄文時代と思われる。

<石鏃 >は 16点出土 した。形態は無茎鏃だけで、基部に快入がはいる無茎凹基が主体となる。石材は全て頁

岩で、赤色頁岩が 2点含まれる。大きさは、最大で4.3cm、 最小で2.2cm、 平均すると約 3.15cmで ある。

<石槍 > 1点 の出上である。315は全長 13.6cm、 幅3.5cm、 厚さ1.4cmで頁岩製である。

<尖頭器 > 1点 の出土である。尖頭器とした326は、大形の石鏃型の石器である。あるいは石鏃の未製品

の可能性も含むものである。

<石匙 > 石匙は未製品と思われるものを含め 8点出土 している。摘まみ部を上にした場合、主要な刃部が

縦に付 くものが主体である。例外としては、305の 横形の石匙が挙げられる。石材は全て頁岩である。

<石斧類 > 未製品の可能性があるものを含めて 5点出土 している。内訳は、打製石斧 2点、磨製石斧 1点、

磨製石斧の未製品と思われるもの 2点である。

打製石斧は 2点出土 した。何れもP95住 3号から出土 したもので、60は粘板岩、 1201ま ホルンフェルスが

使用されている。

磨製石斧は、 p97住居跡 2号から出土 した317の欠損品 1点 と未製品と思われる遺構外出± 2点が出土 し

ている。石材は頁岩である。

<不定形石器 (削器・掻器・ Uフ レ・ Rフ レ)> 本稿では、刻片の形状に依存 し、一定の形に仕上げてい
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ない石器 (形状を変えない)を不定形石器とした。削器、掻器、ユーティライズ。フレーク (Uフ レ)、 リ

タッチド・ フレーク (Rフ レ)、 及び何らかの未製品が該当する。それらは、石鏃、石槍、尖頭器、石匙、

打製石斧などの所謂定形石器を除いたものを一括する。14点出土した。

<フ レーク類> フレークは総数で30点程であった。
<磨石> 29点出土した。磨石は縄文時代前期 。中期の住居跡及び古代の住居跡からも出土した。石材は花

蘭閃緑岩、ヒン岩、チャートである。

<凹石> 1点出土した。古代の住居跡であるp97住居跡 1号の床面から出土したもので、磨石からの転用
品若しくは兼用品と思われる。石材は石英斑岩である。

<砥石> 1点出土した (不掲載)。 o98住居跡 1号から出土したもので、チャート製である。
<台石> 台石の可能性がある石器は 2点出土した (何れも不掲載)。 古代の住居跡であるp97住居跡 1号
1点 とn97住居跡 1号から1点である。

4.石製品
石製品は碁石と思われるもの18点と石棒と思われるもの 3点が出土している。

<碁石> 碁石の可能性がある石製品は18点出土した。全て r97住居跡 1号から出土したもので、出土地点
はQ2床面直上を主体とする。規模は 2～ 2.6cmで、擦過痕が確認できるものもある。筆者の色感的所見と
しては、黒石が338～ 351の 14点、白石が352～ 355の 4点である。

<石棒> 人的加工が施されているものか明確ではないが、石棒状の石が 3点出土した (不掲載)。 石材は、
粘板岩とチャートである。

5。 鉄製品

刀子 4点、クギ 2点、鉄滓約 2 kgが出土した。 r97住居跡 1号 Q3地点から出土した364の刀子は、バラ
バラの状態で出土したが、接合しほぼ完形品となった。柄の部分には本質の付着が確認できる。鉄洋は総量

で約 2 kg出上したが、その内約 l kgは r97住居跡 1号 Q3地点からの出上である。

6。 その他

羽日の欠損品が 3点出土した。 r97住居跡 1号から2点とp97住居跡 1号から1点である。 r97住居跡 1

号出上の176と 177は、カマドの袖材 (土材)か ら出上したもので、何れも残存部位は1/5程である。外面は

ケズリや指頭圧痕が確認できる。焼成痕は明瞭ではなく、フイゴの装着部などの推定はできない。
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Ⅵ.分析・鑑定

沢田I遺跡出土火山灰の分析鑑定

株式会社 古環境研究所

1.試料

試料は 1点で、古代のものとされる竪穴住居址であるp97住居跡 1号床面から出土 した白色の粘土塊であ

る。

2.分析・測定方法
(1)テ フラ組成分析 (火山ガラス比 。重鉱物組成分析)

テフラ組成分的の方法は、次の通りである。

1)超音波洗浄により泥分を除去

2)80℃ で恒温乾燥

3)分析締により、 1/4-1/8 mmの粒子を舗別
4)偏光顕微鏡下で250粒子を観察 し、火山ガラスの形態色調別組成を求める (火山ガラス比分析 )
5)偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を観察 し、重鉱物組成を求める (重鉱物組成分析)
磁)屈折率測定

屈折率の測定は、温度一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)に よる

3.分析結果
試料のテフラ組成ダイヤグラムを図00に、火山ガラス比分析結果を下表に示す。試料からは、火山ガラス

は検出されなかった。また重鉱物組成についても、ごくわずかに磁鉄鉱や黒雲母が含まれているものの、重

鉱物が 1/4-1/8 111al粒 子全体の 2%に満たないために分析不能であった。本資料には、テフラ粒子はほと
んど含まれていないものと考えられる。

※沢田 I遺跡における火山ガラス比分析結果

試料採取地点   bw  md  pm  その他  合計
p97住居跡 1号   0   0  o   250   250

沢田 I遺跡放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

1.試料
試料は 1点で、古代のものとされる竪穴住居址であるp97住居跡 1号床面直上から出土した木炭片である。
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2.測定の方法
・ β線計測法 (液体シンテレーション法)を用いた

。望C年代に加え、ncに よる補正を行った

試料の種類   重量 前処理・調整

炭化材    58.Og  酸/ア ルカリ/酸洗浄 ベンゼン処理
ベンゼン処理

3.測定結果

口C年代   δ13c   補正14c年代   暦年代

∈手BP)    (0//00)     (年 BP)

1210± 60   -26.3    1190± 60   交点AD870         137667

2σ  AD685 to 990

lσ  AD770 to 900

1)ユ C年代測定値

試料の
ユC/ワ C年比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前かを計算した値。ユCの半減期は5,568

年を用いた。

2)δ AC測定値

試料の測定“C/ワ C比を補正するための炭素安定同位体比 (ユ C/ワ C)。 この値は、標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (0/00)で 表す。

3)補正“C年代値

δおC測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、
望c/ワ cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中の
ユC濃度の変動に対する補正により、暦年代 (西暦)を算出

した。具体的には年代既知の樹木年輪の
ユCの詳細な測定、サンゴのU―Th年代と“C年代の比較により

補正曲線を作成して暦年代を算出する。最新のデータベース ぐ狂NTCAL98 Radiocarbon Age Calibration‖

StuiverM.,et.al.,1998,RadiocarbOn 40(3))に より、約19,000年 BPま での換算が可能となっている。た

だし、10,000年 BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正
ユC年代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確

率)・ 2σ (95%確率)は、補正望C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。した

がって、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ・ 2σ値が表記される場合もある。

5)測定h

測定は、Beta Analytic lnc.(Florida,UoS,A)に おいて行われた。Beta― は同社の測定配を意味する。

測定血

Beta―
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Ⅶ。まとめ

今回調査を行った第 5次調査地は、沢田 I遺跡の北西端部に相当すると思われる部分である。調査面積は

480ポ、調査地の現況は畑地で、標高は25～26mである。検出された遺構は、縄文時代前期の住居跡 14棟、

中期の住居跡 8棟、古代の住居跡 8棟、土坑 8基、集石 1基である。出土遺物は、土器約15箱、土製品 5点、

石器類99点、鉄製品 6点、鉄滓約 2 kgである。

検出された遺構の主体は、縄文時代前期前葉 。中期中葉～後葉、奈良 。平安時代の住居跡で、弥生時代の

住居跡の検出はなかったものの、 1～ 4次調査で検出されたのと同時期の範疇で捉えられる。

遺物については、土器は縄文時代中期中葉～後葉のものが多く見られ、住居跡出土を主体とする。古代の

住居跡は、 r97住居跡 1号を除き、土師器や須恵器などの遺物が皆無に近い状態であった。

1.住居跡
今回検出された住居跡については、調査区の全長が約40m、 幅が 6～ 14m(平均すると約12m)と 狭い空

間であったことと、縄文時代と古代の複合集落であることに起因して遺構同士の重複が激 しく、全体像を把

握できた住居跡は、 o98住居跡 1号、 n97住居跡 1号、 p97住居跡 1号、 r97住居跡 1号などの極少数棟に

留まる。時代毎に概略する。

(1)縄文時代前期前葉期の住居跡

該期の住居跡は、推定を含め14棟である。上位に構築されている古代の住居跡や縄文時代中期の住居跡に

破壊を受け、完全な形を留めるものはなく、中撤火山灰や壁溝・柱穴 。小柱穴の配列及び地床炉と推定され

る焼上の分布などにより住居跡の存在を認知 したものである。残存状態は全般に非常に悪 く、平面形や規模

などは推測の域を越えないものが全てであるが、認知 した住居跡は大形の住居跡が多い様相ではある。ただ

し、該期の住居跡については、 1～ 4次調査成果を参考に認知 したものが大半である。

(2)縄文時代中期中葉～後葉期の住居跡

該期の住居跡は、推定を含め 8棟である。従来の上器型式で時期を分ければ、大木 8b式期が 2棟、大木

9式期が 6棟である。

平面形や規模については、調査区外に延びるものが大半であるため、詳細は不明であるが、円形を基調に

楕円形で、 4～ 5mと 推定されるものが多い。なお、第 5次調査では、方形と推定される平面形のものは検

出されていない。

炉の形態については、炉を検出した住居跡 3棟全て単式の石囲炉を持つ。複式炉や地床炉は検出されてい

ないが、平面形・規模と同様に住居跡自体が調査区外に延びるため、全貌を明らかにしていない。

(3)古代の住居跡

古代の住居跡は、 8棟を検出した。

平面形は隅丸方形で、規模は2.5～ 6.7mま でのものである。その中でカマ ドの痕跡を検出したのは 5棟で

あるが、全般に残存状態が悪い。カマ ド煙道部の構造が確認できるのは、 o95住居跡 1号、 p97住居跡 1号、

r97住居跡 1号で、何れも奢Jり 貫き式である。他の 2棟は、上部が削平を受けており、割り貫き式か掘り込
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み式か不明である。また、 o96住居跡 1号 としたものは、カマ ド、柱穴の検出がなく、厳密には竪穴状遺構

の域を越えないものである。

時期について、奈良時代と平安時代に大別されると思われるが、 r97住居跡 1号を除いて、全般に出土遺

物が希少である。また、比較的出土遺物に恵まれた r97住居跡 1号についも、住居廃絶後に遺物が廃棄され

た様相を示すことから、遺物の帰属時期が住居跡の機能 した時期とは断定できない。さらに、今回の調査で

出土した土師器界をみると、ロクロ成形で内面黒色処理を施されたもの以外は出土 していない。よって、厳

密には奈良時代と思われる遺物は認知 していない。上述のことから、第 5次調査で検出した住居跡は、 1～

4次調査成果によるカマ ドの構築方向から時期を推定 したものである。

北カマ ドを持つものは、奈良時代と推定される。傾向としては、住居北壁の中央付近にカマ ドを構築する

傾向が窺える。今回の調査においては、 n95住居跡 2号、 n97住居跡 1号が該当する。

西カマ ドを持つものは、平安時代と推定される。傾向としては、住居西壁の中央付近よりやや南に寄って

カマドを構築する傾向が窺える。また、奈良時代と比較 して、作り替えも多い。今回の調査においては、 o

95住居跡 1号、 r97住居跡 1号が該当する。

南西カマ ドを持つものは、沢田 I遺跡の過去の調査からは検出されていないことから、今回の調査で検出

された p97住居跡 1号が始めての例となる。土師器や須恵器等の出土遺物は皆無であった。単純に考えて北

西にカマ ドを持つ住居跡が、南西にカマ ドを作り替えた可能性も考えられる。ただし、 p97住居跡 1号の北

西壁付近は撹乱を受けており、また北西壁の床面付近からもカマ ドの痕跡は確認されていない。第 4次調査

で検出された北西カマ ドを持つ住居跡は、出土遺物から奈良と平安の移行期の可能性が窺えた。 p97住居跡

1号床面出上の炭化材を放射性炭素年代測定を行 った結果としては、1210年 ±60年 (年BP)と 言 う年代を

示 した。よって、西暦で言えば680年～800年 であり、上述 した北西カマドを持つ住居同様に奈良と平安の移

行期の可能性は十分考えられる。第60図に示 した沢田 I遺跡の時期別住居跡分布図には、とりあえず平安と

して示 した (第 1～ 4次調査検出の北西カマ ドのものは奈良時代としてある)が、今後に変更が考えられる。

僻)住居跡出上の炭化材について

本遺跡において、過去に行われた 1～ 4次調査成果も含めて捉えると、古代の住居跡には焼失住居と思わ

れる類例が非常に多いことが挙げられる。対 して、縄文時代前期前葉の住居跡からは炭化材の出土がなく、

また中期の住居跡からの出土は少量と言える。

第 5次調査からは、縄文時代中期後葉 1棟及び古代の住居跡 3棟から炭化材の出土を得た。分析の結果以

下のようなことがわかった。

<縄文時代中期後葉の住居跡 > r99住 居跡の埋± 3層から炭化材が少量得られ、クリの木と同定された。

<古代の住居跡 > o95住 居跡 1号、 p97住居跡 1号、 r97住居跡 1号から炭化材が得 られた。

o95住居跡 1号 (平安時代)の床面からは、焼土及び炭化材が多量に出土 した。炭化材樹種同定の結果、

クリの本であることがわかった。

p97住居跡 1号 (平安時代)は、床面直上及び埋土下位付近から多量の焼土を検出した。炭化材は、焼土

中からの出土を主体とする。量的には少量の出土で、半炭化 (生木に近い)し たような状態のものもあった。

分析の結果、クリの木であることがわかった。本住居跡は、カマ ドの煙出し部に石が敷き詰められている様

相であることから、意図的に廃絶された可能性を示唆される住居跡である (註 1)。 ただし、上述のように

多量の焼上の分布が認められたわりには、炭化材の出土が少ないことが指摘される。推測の域を越えないが、
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屋根が土葺きでそれが焼失を受け焼土化 した可能性と、消化時に土をかけた可能性が考えられる。

r97住居跡 1号 (平安時代)は、最も多量の炭化材が出土 した住居跡である。分析の結果、クリの木、クサ

シゲ、ススキノと言う結果が得られた。床面直上で出土 したのがクリの木とススキノ、埋土中位で出土 した

のがクサシゲである。クサシゲについて、鑑定を行った早坂松次郎氏によると、材に茎があればカヤ (ム シ

ロであれば組むため)の可能性もあるが、茎がないことから、床の下に敷いたようなものではないかとご助

言を戴いた。

2.土坑
8基検出した。時代毎の内訳は、縄文時代と推定されるものが 4基、古代 4基である。

縄文時代の土坑の特徴としては、 n98土坑 1号や p99土坑 1号のように土坑上位に花南岩が乗るものが見

られる。石は掘り方を持って設置されていた可能性はあるが、明確ではなかった。墓標的なものとして捉え

れば、墓的な性格が考えられないでもない。時期について、 n98土坑 1号は時期の下限は縄文時代中期中葉

より古いことは明確である。時期の上限は、明確ではないが早期の土器片が出土しており、あるいは早期の

上坑の可能性も考えられる。 p99土坑 1号は、前期前葉の住居跡を破壊 して構築されていることか ら、前期

前葉より新 しい時期である可能性が高い。

古代の上坑の特徴は、何れも人為により埋め戻 しが行われていることが挙げられる。またそれらの土坑は、

4基中 3基が r97住居跡 1号の構築に関わって埋め戻 しが行われていることが併せて指摘される。その中で

r97住居跡 1号の床面下位より検出された q98土坑 1・ 2号は、炭化材に混 じり須恵器片や鉄津が数点出土

した。精査当初、これらの土坑は鉄生産に関わる何 らかの施設ではないかと推定 していたが、周辺や埋土か

ら鍛造剰片の出上がなかった。結果として、今回の調査では鉄滓・羽口が少量出土 したが鉄生産に関わる遺

構は検出されなかった。

3.集石
s99集石と命名したものは、意図的に石が設置された遺構で、下部に浅い土坑状の掘り込みを伴うもので

ある。上位に乗る大きめの花南岩の下に意図的に敷き詰めたように小さめの花南岩が集められている。 s98

住居跡 1号 (中期後葉)と の重複関係や出土遺物・検出面などを加味すると縄文時代前期前葉の可含ヒ性が高

ヽヽ。

本遺構の性格については、不明である。推測の域は越えないが墓的なものである可能性も考えられるよう。

沢田 I遺跡の過去の調査からは、縄文時代前期前葉期の墓と思われる遺構は検出されていないことか ら、該

期の墓の形態が明確ではない現状がある。今後に課題を提供すると共に類例の増加に期待したい。

<註 >

(註 1) 意図的に火がつけられている可能性で考えている住居跡である。ただし、細部まで検討すると、

それを言及するには問題点が幾つか挙げられる。
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Ⅷ.総 括

沢田 I遺跡は、第 1～ 5次調査成果から縄文時代～古代に亘る集落跡であることがわかった。総数で200

棟を越える住居跡の時期から、隆盛 した時期と衰退 した時期が存在する。

本遺跡が隆盛を見るのは、縄文時代前期前葉、中期中葉特後葉、弥生時代初頭、奈良時代、平安時代の各

時期である。

三陸縦貫自軸草道の建設に関連 して、述べ 5年間にわたって行われてきた沢田 I遺跡の発掘調査も、来年

以降の調査予定がないことから、とりあえずの区切りを迎えたと思われる。よって、現段階での成果や課題

について、とりあえずの総括を行っておきたい。

1.沢田 I遺跡の変遷について

沢田 I遺跡の各時期の概略と問題点を挙げておく。

(1)縄文時代

縄文時代早期中棄～後葉について、第 4次調査で槻ノ木 I式を出土 した住居跡を 2棟得たが、何れも残存

状態の悪いものである。遺物については、第 5次調査で約50片程の早期中葉 (吹切沢式主体)に相当する土

器の出土を得た。 1～ 4次調査で、縄文時代前期～中期の住居跡を検出した調査区の標高は12～ 21m程であ

る。対 して、第 5次調査区の標高は約25mで、若干高位になることも早期の遺物分布に関係することが指摘

できよう。ただし、早期中棄と同定される住居跡は検出さなかった (註 1)。

縄文時代前期前葉については、従来の土器型式で大木 1～ 2b式に比定される土器が出上 している住居跡

で、80棟を検出した。主体となる時期は、大木 2a式期と捉えられる。住居跡の平面形は、方形、長方形を

基調とする。規模は、10mを越える大形の住居跡と 3～ 4mの小形の住居跡により構成される。特徴として

は、大形の住居跡は地床炉を持つ傾向が窺えるが、小形の住居跡は持たない。また、本遺跡の特記事項の一

つに中撤火山灰を埋土中に含む住居跡を多数検出していることが挙げられ、大木式土器と中撤火山灰の前後

関係解明の資料となる可能性がある。それについては 1～ 4次調査報告書中において、中撤火山灰を埋土に

含む住居跡出土土器と含まない住居跡出土土器として、佐々木清文が取り上げ集成を行っている。大木 2a

式は中抑火山灰降下年代より古 く、大木 2b式 は新 しい可能性が示唆される。

集落の空間占地については、住居跡以外の遺構が希薄であることと、遺跡の北東部と南～南西部に相当す

る部分が未調査であることから、言及するのは時期尚早かもしれない。

現段階での住居跡の分布についてまとめると、大形 。小形の住居跡共に長軸方向が、等高線に沿い南東―

北西方向に比較的直線気味 (並列気味)に分布する様相が窺える。大形と小形の占地としては、調査地南側

から大形の長方形状の住居跡が南北方向にほぼ直線的な分布を示 した後に、小形の住居跡が密集するエリア

があり、遺構の空白地の後、再び大形の住居跡が分布する様相である。上述 した遺構の空白地とは、第 5次

調査区と隣接する第 4次調査区北端付近で、前期の住居跡の検出が空白な部分があり、問題を提起する事象

であろう。推測される要因としては、中期の住居跡が密集する部分であることから、中期住居構築に際して

破壊されている可能性が第一に挙げられよう。ただし、前期前葉において遺構構築が忌避されている空間で

あるならば、広場など特別な空間である可能性も否定はできない。

縄文時代前期前葉に集落が隆盛を示 した後、中期前葉までは人的活軸に断絶が見 られる。本遺跡に再び隆
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盛が見られるのは、縄文時代中期中葉である。

中期中葉～後葉の住居跡については、50棟の住居跡を検出した。平面形は円形を基調に楕円形、多角形、

卵形状などが見られる。住居跡の規模は 3～ 8mで、 4～ 5mを主体とする。炉は石囲炉、複式炉の両者が

見られる。複式炉をもつ場合は、その前庭部が斜面下方方向となる東あるいは南東壁際に築かれる場合がほ

とんどである。

集落の空間占地については、前期前棄同様に住居跡以外の遺構が希薄なことから、集落構造は明確ではな

い。住居跡の分布について言及すれば、等高線に沿い分布する様相で、山裾の緩斜面地全域に分布が見られ

る。その配列には環状や半環状と言った規則性は窺えないが、住居の長軸を南東―北西に取るものが多く、

地形的要因 (制約)が住居跡の構築に反映されていると思われる。詳細な時期について、出土土器で該期の

住居跡を細分すれば、大木 8b式の古い段階は少なく、大木 8b式の新しい段階から、大木 9式の古い段階

に比定されるものが多い様相である。該期の土器については、 2節で取り上げ、検討してみたい。また、後

続する中期末葉の大木10式期の住居跡が極端に減少する傾向 (ほ とんどない)も併せて窺える。

縄文時代後期～晩期については、該期の土器は少量得られているが、遺構は確認されていない。本遺跡に

限らず山田町で調査された遺跡からは、該期の遺構は確認されていない。調査地に起因する可能性も勿論あ

ると思うが、後期～晩期が希少な現状について、現段階においては同町の全般的な傾向で捉えられる。

沢田 I遺跡の縄文時代について、疑問点を幾つか提起するならば、墓域や捨て場の所在が明確ではなく、

また土坑類の検出や出土遺物が少ないことが指摘できよう。墓と捨て場については、第 5次調査成果から、

その一端を覗く資料が検出された。ただし、前期・中期合わせて130棟の住居跡が検出されている現状を加

味すると、絶対数は非常に少ない。また遺物についても同様の傾向で捉えられ、第 1～ 4次調査の報告書中

において佐々木清文が指摘するとおり、沢田 I遺跡は該期の集落遺跡と比較すると石器の出土数が特にも少

ない。沢田 I遺跡出土石器数量の表を見るとおり、石錘、敲石、石皿、石棒などの礫石器類はそれが顕者と

言える。

(2)弥生時代

弥生時代初頭においては、 7棟の住居跡が確認された。平面形は円形で、規模は 3～ 7m程のものが見ら

れる。石囲炉を中央に持つものが主体である。調査地南部の比較的狭い範囲に占地する。

弥生時代後期については、土器が数点出土しているが、該期と判断される遺構の検出はない。岩手県内に

おいて、全般に該期の遺構・遺物は少なく、考古学資料として見た場合、最も希薄な時期の一つに数えられ

ると思う。山田町内で発掘調査された遺跡の全般的な傾向として、該期の土器は比較的出土を得られている

現状があることから、今後の調査成果に期待するものである。

(3)古代

古代の住居跡は第 1～ 5次調査合わせて、奈良時代28棟、平安時代23棟、合計51棟を検出した。

古代の住居跡は、カマドの方向が時代区分の一つの特徴として捉えられる。奈良時代は北、平安時代は西

に構築される傾向である。まとめで上述したとおり、南西及び北西を向くカマドを持つ住居跡の時期は、今

後に検討課題を残す。また、古代の住居跡には焼失住居跡と推定される状況のものが多く、焼土が多量に検

出される場合が顕著である。意図的に火を付けたものか不測の事態的なものか興味ある事象である。カマド

の残存状況が一つのキーを握ると思われるが、解明には結び付けられていない。
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追記として、古代の鉄生産に関わると思われる遺構や鉄製品、鉄滓が、少数は得 られいるものの、何れも

一端を示唆するにとどまる資料と言える。本遺跡の東側に位置する沢田Ⅱ遺跡からは、古代の製鉄遺構が検

出されている。そして、地元の方の話 しによると、近隣の関口川やその近辺の山などからは羽口が相当数拾

える場所があるらしい。本遺跡の未調査部分や周辺地域には、鉄に関わる施設が存在する可能性は極めて高

いと思われる。

2.縄文時代中期中葉～後葉についての若子の考察
上述してきたとおり、沢田 I遺跡は、縄文時代前期前葉、中期中葉～後葉、奈良時代、平安時代と大きく

は4時期に隆盛したことがわかる。検討課題は山積みではあるが、検出された豊富な住居跡は貴重な資料と

なり得えよう。本節では、それらの時代の中から、出土土器が比較的得られている縄文時代中期について取

り挙げてみたい。

(1)沢田 1遺跡の中期の様相について

沢田 I遺跡における縄文時代中期中葉～後葉は、50棟の該期住居跡が検出されているものの、全般に出土

遺物が少なく、捨て場と思われる空間の発見がなかった。北上川中流域の該期の遺跡と比較して、出土遺物

が少ない傾向が窺われ、本遺跡の特徴なのか若しくはこの周辺の沿岸地域的傾向なものか課題を提供すると

思われる。

また、房の沢Ⅳ遺跡発掘調査報告書中でも若干取り上げたが、沢田 I遺跡の西に隣接する山の尾根上に所

在する房の沢Ⅳ遺跡 (本遺跡の集落域との比高は約30mを測る)や東側に所在する沢田Ⅱ遺跡からも、該期

の住居跡が検出されている状況も非常に興味深い。中期の人々の活動範囲の広さを物語るだけでなく、様々

な事象を推定させるものである。

今回の第 5次調査の遺構配置図を、佐々木清文が第 1～ 4次調査報告書中で作成したものに合成して示し

たのが、第58図である。 1節で上述したとおり、房の沢Ⅳ遺跡の立地する西側の山の裾全域にわたって50棟

(その内第 5次調査分 8棟)の住居跡が分布するが、捨て場、墓域、土坑域などは不明と言える状況である。

今回行われた沢田 I遺跡第 5次調査からは、竪穴住居跡を廃棄場として転用された可能性がある住居跡が

検出され、当初は本遺跡の遺物廃棄の一端が窺える資料と判断された。ただし、土器の接合状況から遺物だ

けを投棄したのではなく、土器を包含する土毎捨てられている可能性が高いことがわかった。よって、新た

な遺構構築時の排土を、廃絶された住居跡に投げ入れるなどの行為があったことを推定する資料と捉えられ

る。よって、遺物廃棄の解明には至らない。上記の空間が調査地以外にあるものか、若しくは存在しないの

か、そして仮に後者であるならば、なんらかの事象がそこに存在するものと思われる。

(2)上器の出土状況について

第 5次調査は調査面積480だであるが、約10箱分程の中期土器が出土した。面積に対する出土土器の割合

としては、過去の調査の中では最も高い出土割合である。比較的多くの出土土器を得られた竪穴住居跡とし

て、m98住居跡 1号、o98住居跡 1号、 r99住居跡 1号が挙げられる。 3棟共に細分の難しい黒色～黒褐色

土を埋土とすることから、明確な土層堆積要因は把握できなかったが、何れの住居跡も住居機能時の家財道

具ではなく、廃絶後に埋め戻された土中に土器が包含されていたと捉えられるものである。それらの住居跡

からは、ほとんどが大木 8b式の新しい段階と大木 9式の古い段階に比定される土器が出上している。
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この傾向は、第 1～ 4次調査も同様の傾向で捉えられ、また両者が共伴関係を示 した (註 2)住居跡も相

当数見られる。勿論、その出土状態や出土層位の問題を無視 して言及するのは安易な判断になりかねないが、

該期の土器編年に問題を提起する資料である可能性も否定できないと思われる。ただ、残念なことに第 5次

調査の資料では、該期住居跡同士で重複関係を明瞭に示すものがなく、またその出土状態は時間尺となり得

るような廃棄ではない (註 3)。 ただし、従来から多 くの研究者が取り上げながらも、明確な結論が出され

ていないと思われる大木 8b式 と大木 9式の中間的な位置付けの土器が、沢田 I遺跡からは出土を見ている

現状は無視できないと判断される。

沢田 I遺跡で検出された50棟に及ぶ中期住居跡は、上述したような大木 8b式 と大木 9式の中間的な土器

の位置付けが可能であれば、それに炉の形態や住居跡同士の重複関係を加味させ、最低でも4時期以上の集

落の変遷を示すことは可能ではないかと捉えている。そして、上述のような内容が示せれば、一時期の集落

が何棟程で構成されているものかを解明する手掛かりと該期に見られる複式炉の出現期などの推測資料にも

なり得る可能性があろう。

(3)沢田 I遺跡出上の大木 8b式と大木 9式について

本項では、上述 したような沢田 I遺跡における中期の変遷を辿る足掛かりを示せればと思う。時間の都合

もあり、今回は概ねの時間尺を示すことを目的に、出上 した土器に着眼することとし、遺構の重複関係、住

居跡の平面形・炉形態といった内容は今後の課題としておきたい。

先に大木 8b式について、県内における大木 8b式の研究としては、「柿の木平遺跡」 (盛岡市)発掘調査

報告書中に掲載された 3細分案 (1982高橋他)が有名である。その中で、大木 8b式の最も新 しい段階に比

定されるのが、大木 8b-3式 とした土器群である。本項は、後続する大木 9式との橋渡 しとなる大木 8b一

3式を一つの指標として若子の分析を試みる。

本遺跡の基準資料としては、m98住居跡 1号、 o98住居跡 1号、 r99住居跡 1号出土土器を中心に第 5次

調査分の大木 8b式 と大木 9式について集成を行った (第 59・ 60図 )。 ただし、完形個体がなく、また全体

の器形を知り得る資料も非常に希少であるため、器形や文様帯の傾向を探る資料とは言い難い。よって、文

様や諸特徴から分類を行い、大木 8b式 をA～ Eに、大木 9式を a～ iに区分 した。

<大木 8b式 >

A類 口縁部に隆沈線による渦巻文が施文され、横若 しくは縦方向に隆帯が連結される。

B類 頸部に横位沈線が引かれることで、日縁部と胴部が分離する。口縁部は無文帯となり、胴部は頸部
の横位沈線に連結 した文様がモチーフされる。

C類 口縁部に渦巻文が施文され、文様は沈線によリモチーフされる。A・ B類の両者の要素が同化 して

見 られる。

D類 回縁部に渦巻文の施文が見 られることでは、A類と同様の特徴を有するが、頸部に無文帯を持つこ

とで、口縁部文様帯と胴部文様帯が独立性を持つ。

E類 小形の渦巻文が複数施文される。

<大木 9式 >

a類 隆・沈線及び磨消縄文による懸垂文的区画が見 られる。97は頂下に渦巻文の施文が見られる。

b類 磨消縄文→沈線により方形的な区画が見られる。

c類 区画文の間 (磨消縄文部分)に沈線による蕨手状文 (渦巻文的文様)がモチーフされる。平縁と波

―-105-―



状口縁がある。

d類 底部～口縁部にかけて外傾気味に立ち上がる。日縁部に円文、胴部上半～下半に規則性の弱い (窺

えない)逆 U字状文が施文される。

e類 口縁部が、外反 して立ち上がる器形で、楕円形文 (沈線文)と 推定される区画文が施文される。

f類 頸部がやや括れ、口縁部が内湾 して立ち上がる器形である。口縁部の楕円形文 (沈線文)同士の間

付近から、逆 U字状文 (沈線文)ん 垂ゞ下され、横方向に繰り返 し施文される。

g類 胴部中位に膨 らみを持ち、頸部から口縁部にかけて直線的に立ち上がる器形を呈する。口縁部～胴

部下半にかけて逆 U字状文 (沈線)が連続 して施文される。

h類 口縁部の楕円形文と胴部中位～下位に垂下する逆 U字状文が上下でセットとなり、その両側に口縁

～胴部下半まで逆 U字状文 (沈線)が施文され、横方向にそれが繰 り返される。器形的には、バ リ

エーションが豊富な様相である。

i類 口縁部が内湾する器形で、 g類 としたものに比べて、幅広めの逆 U字状文 (沈線)ん 連ゞ続 して施文

される。

全般に第 5次調査出上の大木 8b式の資料は、大木 8b-3式 に比定される新 しい段階の土器と捉えられ

る。大木 9式については、上述の 9分類 した中で、 a～ doi類 は従来の大木 9式の編年観から見て、古い

段階に比定される可能性が高いと思われる。

次ぎに沢田 I遺跡第 1～ 4次調査資料を取り挙げてみる。

該期の住居跡は42棟検出している。全般に言えることは、出土土器が少なく、完形個体は希少と言える。

また、大木 8b式においては大木 8b-3式 に比定される新 しい段階のものが多く、大木 9式においては古

い様相と捉えられものが多いことから、第 5次調査資料と共通する傾向で捉えられる。

今回は、全ての住居跡を検討するのは時間的にむりであるため、多少恣意的では有るが、大木 8b式主体、

大木 9式主体、両者が共伴関係 (註 4)に あると捉えられる住居跡の 3種に着眼し抽出してみた。

<大木 8b式主体資料 > R A 164・ R A 205住居跡が挙げられる。R A 164は 、埋甕が検出された住居跡で、

A・ B・ E類の土器が出土 している。 R A 205は 、大木 8b式の中でも新・古の混在が窺え、A類は散見さ

れるが他類は見られない。

追記として、 R A 1641ま 出土土器的に見れば大木 8b式の範疇で捉えられるものであるが、住居の平面形

や炉の位置、炉石の配列などは、他とは相違する特徴を持つ住居跡である。現段階では推測の域を越えない

が、複式炉との移行期的な時期である可能性が考えられる。

<大木 8b式 。大木 9式共伴資料 > R A 120・ 143・ 150・ 169住居跡は、大木 8b式 と大木 9式が共伴関係

を示す例と捉えた。

R A 120。 R A 143住居跡出上の中には、第 5次調査資料に見 られない文様モチーフや特徴を有する土器が

存在する。また土器だけで見れば、共伴性ではなく、時期的な混在が多い可能性で捉えるべき資料かもしれ

ない。R A 150は、 A・ DoE類 とb・ e類が共伴 して見られる。 R A 1691よ 、A・ C・ E類 とh類が共伴す

る資料であるが、大木 8a式 と思われるものも含まれているなどの状況から、共伴性と言うよりは時期の混

在 した土器群である可能性が高い。細部を検討すると、本項の趣旨に反 した資料である可能性が高いが、今

回は遺構の属性を加味していないので、今後に検討する必要は残ると思われる。

<大木 9式主体資料 > R A 109。 R A 144を取 り挙げた。 R A 1091よ 、口縁部付近に小形の渦巻文が残り、
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沈線によるモチーフが描かれ、磨消縄文が見 られる。器形は大木 8b式的ではなく、大木 9式の範疇で捉え

られる土器であろう。この資料は、まさに大木 8b式 と大木 9式の中間的な特徴を有 している土器ではない

かと思われる。 R A 144出 土土器は、文様は g類に類似する土器群が主体であるが、内湾した後わずかに外

反する口縁部の形態に特徴が窺える土器群である。

全般的な傾向をまとめると、第 5次調査資料とは微妙に異質な要素が散見される土器が多いように思われ

る。沢田 I遺跡の中においても、大木 9式とする土器のバ リエーションは非常に豊富なのであろうか。若 し

くは、若子の時期差が存在するのであろうか。

近年当センターで調査 した該期事例としては、「山王山遺跡」 (盛岡市)が挙げられる。報告書を散見する

限り、中期においては限りなく大木 8b式 と言う一型式の時間で捉えられる集落跡で、特にも隆盛を迎える
のが大木 8b-3式 に相当する新 しい段階である。それに後続する時期である可能性が窺える資料としては、

「上村貝塚」 (宮古市)ん 挙ゞげられる。同遺跡資料の中で着日したいのが、A-5号 住居跡である。同住居跡
は大木 8b式の新 しい段階や大木 9式の古い段階の土器が多量に廃棄された住居跡である。先の分類で c類

とした蕨手状文を伴う土器が、相当数散見できるなど大木 8b式 と大木 9式の トランスキーを握る資料であ

る可能性が高い。ただし、層位毎に出土土器を検討 してみた結果としては、廃棄単位には多少の混在が考え

られ、上下関係を明示する資料とは思われなかった。ただし、型式学的には問題を提起する資料であろう。

大木 9式について、当センターの事例の中で大木 9式による短時期に近いか若 しくは大木 9式期主体の集落

遺跡は、非常に希少であるあることを再認識 した。「上米内遺跡」 (盛岡市 )、「館Ⅳ遺跡」 (北上市 )、「繋Ⅲ

遺跡」 (盛岡市)な どのように、大木 8b式か大木10式 と複合する遺跡が多 く、また両者の隆盛に挟まれ、

大木 9式期としてはやゃ希薄な場合が多い。その中で、大木 9式による短時期とは言えないまでも、大木 9

式期を主体とする数少ない事例として、「倍田遺跡Ⅳ」 (岩手町)を挙げておきたい。同遺跡は、大木 8a～

大木10式期の住居跡が28棟以上 (註 5)検出されている。また、報告書が発刊されていないため詳細な内容
は言及できないが、同じ岩手町に所在する「秋浦 I遺跡」についても該期主体の集落と言える。時間の関係

もあり、密に検索を行えていないため、推測の域を越えない内容ではあるが、岩手県南部や沿岸地域に良好

と思われる資料が少ない現状を考えると、北緯40° 線周辺地域に着眼してみるのも一考であるかもしれない。

結語として、今回取 り挙げた中期中葉～後葉の分析は、自身が期待 していたような結論は導けなかった。

ただ、大木 9式の分類に際して、 c類 とした蕨手状の沈線を伴う土器は、該期土器を研究するに際して、キー

を握る可能性がある土器でないかと推定される。沢田 I遺跡の集落変遷については、今後何れかの機会に、

住居跡同士の切り合い関係や平面形態、炉形態などの要素からアプローチを試みたい事象と思っている。

課題ばかりを残 した総括に終わってしまったが、 2年間沢田 I遺跡の発掘調査に参加できたことは、非常

に有意義なことばかりであったと思っている。今後も山田町の発掘調査には関心を示 して行きたい。

最後に、今回行った第 5次調査は、調査終了間際の 2週間雨続きに見舞われたが、その悪環境にも関わら

ず地元の作業員さん17名 には御尽力いただいた。また、室内整理の作業員さんにも、整理最終日の定刻ぎり

ぎりまで図版作成に従事いただいた。文末ながら記 して心から感謝申し上げる。 (星 。前田)

<註 >

(註 1) 第V章で記述したとおり、調査方法や調査員の土の観察眼に起因して発見できなかった可能性も
否定できない。それについては、早期末葉～前期初頭についても同様である。調査の反省も兼ねて記述して

おくと、沢田 I遺跡の全般的な傾向としては、上位層で検出される古代、弥生時代の住居跡は、黒色～黒褐
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色土中で検出される場合が多く、縄文時代中期は褐色土中で検出される場合が多い。問題は前期の住居跡で

ある。埋土中に中倣火山灰が混入されるものは、比較的肉眼でプラン把握は可能である場合が多いものの、

同火山灰の混入のない住居跡は黄褐色土中で黄褐色土によるプラン検出である場合があり、検出が非常に困

難であった。その傾向は柱穴や壁溝にも言えることで、推定 していた以上に地山土を使用した整地が行われ

ている可能性が考えられる。よって、前期の住居跡の精査が難 しいため、それより古い早期の住居跡は本当

にないのか本当はあるのか試行錯誤を繰 り返 しつつも、結果としては不明と言う結果で終わってしまった。

調査担当者の星の力量不足によるところも大きく、今回は明確な結果を提示できないが、今後の沢田 I遺跡

を始め同地域周辺の該期遺跡の発掘調査の機会には、上述のような問題点も視野においた調査を期待するも

のである。

(註 2) 報告された資料で捉えれば共伴関係が窺える出土状態を示 した住居跡は多い。大木 8b-3式 に

後続する資料が含まれている可能性も考えられるので、あえて言及 しておきたい。

(註 3) r99住 居跡出土の上器の接合状況は、床面直上出土と埋土上位出土が接合する場合が顕著に確認

されるなど、下層出土と上層出土に時間差は把握できない。

(註 4) 大木 8b式 と大木 9式が共伴関係を示 した住居跡は、比較的多く散見される。ただし、全般に浅

い竪穴住居や古代の住居跡に破壊を受けているものが多 く、層位的に良好と判断される資料は少ない。

(註 5) 縄文時代の住居跡は37棟検出されているが、報告書中で筆者は中期中葉 4棟、中期後葉12棟、中

期であるが詳細不明 9棟、時期不明が 9棟と述べられている。
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第56図 第 1～ 5次調査遺構配置図 1
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第57図 第 1～ 5次調査遺構配置図 2(縄文時代前期住居跡 )
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第58図 第 1～ 5次調査遺構配置図 3(縄文時代中期住居跡 )
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第59図 第 1～ 5次調査遺構配置図 4(奈良時代住居跡)
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第60図 第 1～ 5次調査遺構配置図 5(平安時代住居跡)
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沢田正遺構表

遺構時期 1994年 1995年 1996年 1997年 1999年 計

縄文早期住居 2

縄文前期住居 5 9 6

縄文中期住居 4 3 8

縄文

縄文竪穴状 2 l 7

縄文土坑

縄文焼土 3 3 1

縄文落穴 1 1 1 3

弥生前期住居 7

奈良住居 4 5 2 3

平安住居 7 5 1 5

古代 1 1

古代竪穴状 1 1 2

古代建物跡 1 1

古代土坑 8 2 4

古代焼土 2 1 3

鍛冶工房 1 1

不明竪穴状 1 3

不明土坑

溝 2 1 3

焼土 2 4

墓 l 1

集石 1 1

(石器)表

器 種 X遺構伴と 94遺構外 95遺構外 )6遣構伴出 96遺構外 97遺構伴出 97遺構外 D遺構伴と 99遺構外 遺構伴出計 遺構外計 計

石鏃 5 9 7

石槍 0 1 1 2 2 0 9

石匙 4 4

削掻器 0 5 7

石錐 0 1 ユ 0 1 1 2 0 0 3 3 6

石箆 0 0 0 1 0 0 2 4 6

楔形石器 0 0 ユ 3 1 1 2 0 0 5 6

打製石器 0 0 0 0 1 2 0 2 1 3

石錘 0 0 0 0 1 0 1 2 3

石核 0 0 0 0 0 2 0 2

U.F. 0 0 0 0 0 1 2 0 2 1 3

磨製石斧 0 6 7 1 l 1 2

礫石斧 0 0 0 1 0 0 1 1

磨石 2 7 6

凹石 0 4 1 1 0 0 1 1 3 5 8

敲打石 0 0 0 1 0 0 0 1 1

石皿 0 0 0 0 0 0 2 0 2

台石 0 0 0 0 0 1 5 0 5

石棒 0 0 0 1 0 0 0 1 4

石剣 0 0 1 1 0 0 0 1 1 2

砥石 2 0 1 1 1 0 1 1 1 2 8

石製品 0 1 5 0 0 0 7

第 2表 沢田 I遺跡遺構。遺物総数
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第61図  「沢田正遺跡」
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第62図  「沢田 I遺跡」第 5次調査出土大木 9式集成図
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床
而
直
上

口
*
謝
∫
半
稼
、
丸
み
、
1巴
厚
小
整
撚
糸
又

Ⅲ
-1
～
2

2;
]

最
上
位

半
縁
、
角
状
19
/k
糸
支

Ⅲ
-2

〉
ξ言

o9
7イ
下
2=
|

最
卜
位

LR
(1
段
多
条
)横
位

Ⅱ
外
而
勲
1落
多

と
2号

最
上
位

L民
積
4立
‐ r

Ⅲ
-6

巾
内
而
媒
付
看

2号
理
土
ト

!鉢
口
縁
部
平
縁
、
丸
み
口
縁
撚
糸
押
圧
文

中
量
外
面
煤
付
着

2手
子

輝
十
下
イ

深
鋏

貰情
Iヨ

`

ッ
チ
リ
縄
又

瞑
付
看
、
補
修
コ
Jπ
り
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察
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o9
74
と
2f
]

最
上
位

深
釜

日 間
【

LR
(1
段
多
条
)糊
立

Ⅱ
;Ⅱ
式
本
日
当
と
神 『

さ
れ
る

o9
7イ
主
2号

蝉
十
卜
柿

¢
)r

o9
7t
と
2手
]

最
上
位

深
金

[
LR
(1
段
多
条
)斜
立

や
や
上
げ
ほ
、
縄
文
Ⅱ

2=
|

理
十
中
村

Ⅳ
-4

2テ
予

最
上
位

円
尊
Ir
十
製
品

LR
Ⅲ

i維
中
量

2キ
|

蝉
十
卜
柿

I-
4

o9
74
L2
手
}

埋
土
下
位

深
⇔
口
縁
部
平
縁
、
丸
み
不
整
撚
糸
文

とイ
コ点

Ⅲ
-2

内
外
而
懐

1号
PP
l

位
口

み
、

o9
8住
1→
弓
PP
l
岬
十

1
渓
C

【
の
百
前
形
式
と
推 『

さ
れ
る

o9
t
1号

口
み

II

。
99
rT
l手
許

′
R

mυ
8t
こ
1'
】

添
画

殊
鉢
口
～
月H
部

卜
Jヒ

卜
膨
庶
、
ヌ
Lつ

『 位
民
L民
縦
位

ガ
キ

lV
―
―
 Z

m9
84
■
1

灰
而

渓
C

□
綴
部

苛
`み

RI
mυ
81
11

床
口
X

及
、
丸
み

1再
に
よ
る

RL
[位

ナ
デ

m
1

ガ
キ

Ⅳ
-2

rn
9β

灰
而

1ま
ι♂

刊
☆

巻
′
R

ミ
ガ
キ

mυ
8t
こ
1

中
口

み
「 に
丈
る

R 
L 
lt

ナ
デ
、
ミ
オ
キ

RL
F

Ⅳ
-2

m9
8T
■
1

床
面

深
鉢
口
縁
部

平
柔
、
丸
み
貼
付
隆
辛

LR
Ⅳ
-2

m9
81
EF
l

口
1み

に
よ
る

RI
ガヾ
キ
、
ナ
デ

m9
8住
1号

埋
土
中

彦
【
,
月同
部

に
よ
る
4

lt
 L
 R

8b
-3
天
と
Tt
E疋
さ
れ
る

′
R

Rh
式
の

m9
8

RL
R

ガ
キ

m9
8

深
ヽ

□
縁
、
丸
み
隆
帯
に
よ
る
渦
巻
文
RL
R縦
位

Ⅳ
-2

mυ
U

RL
Ⅳ
-1
～

と
思
わ
れ
る

天
而

□
,み

‖み

ロ
イ

Π
り

n9
5住
4号

面
(―
lI
■
器
)
深
鉢

回
酎
6

み
lt
 L

i2
士
幸

口
】み

L
ミ
ガ
キ

2f
予

耳
〒
F

深
口
縁
部
平
縁
、
丸
み
精
円
形
文
(沈
線
)
RL
R縦
位
ナ
デ

Ⅳ
-3

21
予

向
画

口
み

ナ
デ

Ⅳ
-3

2号
深

率
文

単
軸
粕

Ⅱ
-2

,彊
巨

o9
54
と
2手
]

理
土
甲
位

柊
鉢

□
Ж

み
LR

の

o9
5t
と
2■
子

埋
土
上
位
(1
・
剛 膏
)
深
鉢
口
～
打同
部
灰
払
、
凡
み
に
隆
平
に
よ
る
渦
巻
文
、

文
(沈
線
)、
磨
消
縄
文
RL
縦
位
ナ
デ
、
ミ

ガ
キ

Ⅳ
-3

粗
礫

内
外
面
煤
付
'

木
9式
の
過
ウ

大
と る

式 れ

ｂ さ
爛 聴
期ヽ

o9
54
E2
'ヨ

甲
代
鉢

口
み

LR
Ⅳ
-3

の

o9
51
=2
■
■

仄

o9
8住
1号

Q2
床
面
直
上
器
台
?
底
部

ミ
ガ
キ

iV
- 
6

大
本
9式
期
と
推
疋
さ
れ
る
.

の
で
器
種
に
つ
い
て
は
検
討
:

o9
8t
と
1+
手

埋
土
上
位

深
鉢
口
～
胴
部
半
稼
、
丸
み

円 字

桁 Ｕ
又
・
長
帝
円
又
・
辺

(沈
線
)、
磨
消
縄
文
RL
縦
位
ミ
ガ
キ
、

ナ
デ

Ⅳ
-3

砂
粒

外
面
煤
付
着
、
内
面
炭
化
物
付

着
、
内
而
剥
落
在
り

1■
□

|,
ノ
チ

RT
ケ
ズ
リ

1号
U

1号
ヽ

RL
R

Ⅳ
-5

多
、
而
イイ
牌
粘
十
?

と
1手
]

埋
土
中
位
深
鉢
口
縁
部
平
縁
、
丸
み
、
刻
み
目
逆
U字
文

LR
従
位
ミ
ガ
キ

Ⅳ
-3

)粒

o9
8十
二
11
チ

埋
土

麻
鉢
用同
罰
`

逆
U子
又
RL
縦
位

ミ
ガ
キ

Ⅳ
-3

外
山
煤
付
看
、
日
縁
部
片
の
可
能
性
が

あ
り
磨
い
て
疑
似
口
縁
の
可
能
性
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出
十

層
器
 
種
残
存
部
位
□
縁
認
形
熊

地
内
面
調
整
贋
部
形
熊
ケヽ
 
奏
自
 1

o9
8在
と
1手

渓
鉢

□
半
縁
、
丸
み
U字
文

lR
縦
,、

ケ
ズ
リ

Ⅳ
-3

粘
土
塊

Ⅳ
`F

日
項

の

洪
鉢

口
縁
濁
∫
小
波
状
、
丸
み

繰
)

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

o9
54
と
1手
]

深
鉢
口
縁
ヨ

`

半
繊
、
丸
み

)、
橋
円
文
?
LR
L縦
位
ミ
ガ
キ

Ⅳ
-3

式
と
の

r9
9t
こ
11
子

埋 床
深
鉢
1/
2完
形
波
状
(t
単
位
?)

苛
み

円
X・
逆
U子
メ

(沈
線
)

LR
縦
位

ミ
ガ
キ

ヽ キ 丁

ほ ガ

半 ミ

Ⅳ
-3

祖
礫

内
外
面
煤
付
着

r9
9t
こ
1=
=

埋 床
中
位
(3
層
)、

甫
ト
キ
依
鉢
1/
2完
形
平
縁
、
丸
み
口
縁
部
lc
m桂
無

▼
事

LR
縦
位

ミ
ガ
キ
半
ほ
、

ミ
ガ
キ
iV
- 
3

成
形
技
法
は
14
7と
類
似
す
る

鮪
Jr
/F
者
力
涌
]じ
か
)

r9
94
と
lf
]

理
+1
～
J曽
、

床
面
直
上

深
鉢
口
～
胴
部
半
稼
、
丸
み
輛
円
形
又
・
芝
U子
又
(J
聯
砂

座
消
鰹
マ

RL
縦
位

ガ
キ

Ⅳ
-3

粗
礫
少
量

r9
9t
と
11
す

4土
中
位
(3
層
)、

床
而
虐
r

米
鉢

口
～

R日
喜
【 「
¥
小
波
状
16
単
位
)
渦
巻
文
(隆
〒
)
R
LR
縦
位
ナ
デ
、

Ⅳ
-2

砂
粒
少
量

r9
9t
二
11
子

山 ‐２
．

沐 中
上
、
埋
土

墓
キ
中
形
深

鎌

勁 ］
半
稼
、
凡
み

RL
縦
位
ミ
ガ
キ

Ⅳ
―

福
の
の る
も れ
い ＞ ら

な え
は ら
文 と
施 と
の 器
様 十
文 禦

r9
9住
1号

理
土
甲
恒
(3
層
)、

廉
面
吉
ト

深
鉢
月H
罰
`

電締
(U
'辺
U訓
握ヽ
RL
R縦
位
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

iV
―

外
面
煤
付
看

r9
9住
1号

輝
十
L位
(1
～
跡
動
、

床
而
直
L

深
鉢
月H
妥
割 `

隆
帯
に
よ
る
円
文
?|

!ス
指
田
形
寸
 
魅
捉

紹 賊
R
LR
縦
位
ミ
ガ
キ

Ⅳ
-3

外
面
煤
付
看

r9
9住
1号
標
恙
響
偏
)ヽ
深
鉢

胴
～
ほ
剖
6

懸
垂
又
(抗
線
)
LR
縦
位

４ ア
、

障 沸
Ⅳ
-3
粗
礫
多
量
内
外
面
煤
付
看

r9
9住
1号

床
面
直
上
ミ
ニ
チ
ュ
ア

十
繋
碑
銑
)

)氏
剖
]

LR
縦
位

底 孔
平 穿

Ⅳ
-5

時
期
は
検
討
を
要
す
る

r9
9住
1号

埋
土
上
位
、

埋
土
中
(3
層
)

深
鉢
口
～
胴
部
杵
権
た 、
 
凡
め
懸
垂
文
(繰
り
返

し
)、
磨
消
縄
文
RL
縦
位
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

iV
- 
3
粗
礫
少
量

r9
91
=1

次
鉢

口
縁
部
平
縁
、
丸
み
楕
円
形
文
、
磨
消
縄
k
RT
フ
締
柿

ガ
キ
、

Ⅳ
一
H

り

rυ
υ
tE
l'

迎
十

深
欽
□
縁
部

苅
1み
楕
円
形
攻
(磨
消
縄
文
?
RL
R縦
位
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

Ⅳ
-3

r9
9r
Tl
=

埋
深
鉢
月同
部

楕
円
形
k(
区
画
内
刺
突
文
)

ミ
ガ
キ

r9
9t
と
1=
]

埋
土
中
位
(3
層
)
深
鉢
口
～
胴
郡
子
膨
府
、
 
ヌ
Lろ
楕
円
形
文
、
長
楕
円
形
文
、

磨
消
縄
k

RL
R縦
位
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

lV
- 
3
砂
粒

内
面
黒
色
を
呈
す
る

r9
91
■
1

埋
土
中

深
鉢
月同
部

iV
―
′

次
鉢

月
同
濁

`

渦
巻
文
(隆
帯
)
RL
締
柿

砂
粒

r9
9t
と
1=
テ

埋
土
中
位
(3
層
)
深
鉢
日
縁
部

(日
唇
部
欠
損
)

渦
巷
又
(隆
帝
)

ミ
ガ
キ

Ⅳ
-2

r9
9住
1号

埋
土
中
位
(3
層
)
深
鉢
魅同
剖
`

郎
帯 圧 曲
帷 緻 緻

貼 上 沈

LR
縦
位

ナ
デ

Ⅳ
-5

異
系
統
土
器
の
可
能
性
在
り

r9
9t
こ
11
予

埋
土
中
位
(3
層
)
深
鉢

平
縁
、
丸
み

LR
縦
位

ガ
キ

r9
91
11
1す

埋
土
中
位
(3
層
)
床
鉢
口
縁
削
`

平
縁
、
角
状
日
縁
端
LR
横
(l
cm
程
)、

胴
部
単
節
斜
行
縄
文

網
目
状
撚
糸
文
、
2c
ll

t=
ガ
4威
帯
芹
n

LR
使
位

Ⅲ
-6

繊
維
多
量

r9
9住
1号

埋
土
中
位
(3
層
)
深
鉢
打同
濁
`

単
軸
絡
条
体
ナ
デ

皿
―
Z～

外
面
煤
付
着
。
時
期
検
討
を

十
ム
^

r9
9t
と
1=
]

埋
土
中
位
(3
層
)
深
鉢

口
縁
部

刺
突
文
、
ミ
ガ
キ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

lV
―

r9
91
11
1す

理
土
甲
恒
(』
曽
リ
殊
鉢
口
縁
聞
`

平
縁
、
丸
み
口
縁
端
ヨ
コ
ナ
デ
RL
R徽
磁
`P
ケ
ズ
リ
、
ミ

ガ
キ
、
ナ
デ

Ⅳ
-3

r9
91
=1

婢
十
中
位
は
'削
旨
)
深
鉢
日
～
胴
部
上
半

雅
肇
支
、
磨
V肖
紹
文
RL

ガ
キ
、

Ⅳ
-3

体
に
土
色
が
赤
褐
色
を
帯
び
る

r9
9t
と
1手

岬
十
中
(2
1

LR
縦

ナ
デ

平
辰
、
ミ
ガ
キ

〉 量
外
面
煤
微
量
付

r9
91
千
1

深
鉢
口
縁
部

苅
`み

ナ
デ

V―
h
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n9
5

Ⅱ
兵

沫
鉢

月
同
モ到
S

S子
囚
画
黒
也
を
持
ひ
る

Ⅱ
a

深
体

月H
ヨ

`

支

Ⅲ
深
鉢
月同
部

LR
LR

Ⅲ
-6

/り
畳

Ⅲ
層

殊
鉢
口
縁
剖
`

半
縁
、
丸
み

LR
L横
位

Ⅲ
-6

繊
維
中
量
囚
回
妹

体
の
可
丁
者
、
 Z
bZ
と
1司
―
‐
1回

圭′ l
■
在
り

ユ
層
卜
位

床
鉢
口
縁
罰
`

半
縁
、
丸
み

L
RL
積
位

皿
-6

繊
維
中
量
外
面
煤

体
の
可
寸
看
、 
25
1と
1司
―
―
イ回

と
1差
/=
h

Ⅱ 一 Ⅱ

下
柿

渓
欽

口
縁
部
平
縁
、
突
起
(ボ
タ
ン 状
)

Ⅲ
-6

繊
維
微
量

LR
Ⅲ
-6

納
絡
妙
詈

25
5
第
5ト
レ
ン
チ
Ⅱ
)曽

深
鉢

口
縁
部

灰
抹
、
凡
み
隆
〒
に
よ
る
渦
巻
又
RL
R縦
位
ナ
六
ミ
ガ
キ

Ⅳ
-2

内
外
面
黒
色
顔
料
?、
大
木
8

b式
新
段
階
の
可
能
性
在
り

皿
層

殊
鉢
口
縁
罰
`

豚
、
用
ス
1径
希

RL
R縦
位

ガ
キ

Ⅳ
-2

大
木
9式
と
の
過
疲
期
的
な
土

器
で
あ
る
可
能
性
在
り

Ⅲ
層

深
鉢
口
縁
部

打ヽ
灰
状
、
丸

入
隆
帝
に
よ
る
渦
巷
又

お
よ
び
際
帯
屎
両

民
LR
縦
位

ヽ キ
デ ガ
ナ ミ

lV
―
 Z
砂
粒
少
量
外
団
顔
科
Y、
関
□
求
J洛
、
入
不
も
0式
莉

段
階
と
推
定
さ
れ
る
(大
木
8b
-3
?)

Ⅲ
層

深
鉢
口
縁
モ

Jフ
歩
隆
帯
(間
巻
更
)
L 
tt
 L
縦
位
ナ
デ
、
オ
キ

″
♭
締
/J
)詈

Ⅱ 一 Ⅱ

渓
体

□
Lみ
楕
円
形
文
(沈
線
)
LR
縦
位

ガ
キ
、
ナ
デ

Ⅳ
-3

n9
5

珠
鉢

口
′
Z}
el
~峰
将
、
橋
円
形
文
(l
T緑

)
RL
縦
何

ナ
テ

Ⅳ
-3

米
H僣
鼈
ノ U
/X
量

Ⅲ
深
欽

□
平

|み
楕
円
形
文
、
磨
消
縄
文
R
LR
縦
位
ナ
デ

Ⅳ
-3

口
縁
端
外
反
す
る

第
5ト
レ
ン
チ
Ⅱ
層

洪
鉢

口
縁
部

卜
稼
、
凡
み
桁
円
形
又
(T
E 
tt
H

な
沈
線
)

R縦
位
ケ
ズ
リ
、

ミ
ガ
キ
、

ナ
デ

Ⅳ
-3

砂
粒
中
量
外
向
黒
色
顔
料
塗
布
、
大
本
8

b～
9式
の
過
渡
期
と
推
定
さ

れ
る

u
渫
鉢

ロ
ン

丸
み

RL
R

ミ
ガ
キ

Ⅳ
-3

Ⅱ
深
鉢

□
、
内
肖
‖
評
積
円
形
支
・
磁
手
状
(

RT
′
R

ミ
ガ
キ

Ⅳ
-3

第
馬
ト
レ
ン
チ
I層

深
鉢
胴
部

櫛
じ

I
外
向
瞑
小
看

Ⅱ
)旨

辰
鉢
`F
口
縁
部
半
縁
、
丸
み

１ 縁
『

＞
付
ヵ 口
、
口
］

粘 対 裏

ヽ
キ 丁

デ ガ
ナ ミ

Ⅵ

Ⅱ
,曽

鉢
口
縁
罰
`

半
稼
、
凡
み
、
玖 ‖
み
日
沈
線
(沈
線
内
運
続
刺
突
)、

粘
土
瘤
貼
付
(2
個
1対
)

ナ
デ

Ⅵ

n9
5

Ⅱ
)魯

鉢
・
F
打同
ヨ
6

更
R 
LH
・
3何

Ⅶ

掲
載
番
号
出
土
地
点

層
位
種
類
器
種
部
 
位

鱒 ］
羅 醐
緬 ぐ‐同
”

内
面
調
整

(口
縁
部
)

口
径
底
径
器
高

備
考

r9
71
Tl
=l
①
4

1/
2〒
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ

切
り
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ
(1
37

ロ
ク
ロ
、
内
黒
、
内
面
煤
付
着

r9
7イ
主
1号
Q3

土
師
器

ほ
濁
6

り
ミ
ガ
キ
(1
28

ロ
ク
ロ
、
内
黒
、
内
而
煤
付
着

r9
7イ
千
1'
キ
①
4

画
「

□
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
、
内
黒

r9
71
=l
f]
∩
4

亘
上

土
師
器
郭

口
縁
～
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
、
内
黒

r9
7住
1号
Ql
・

跳
倦
・
∞
8
揺
紛
制
・
土
帥
器

1/
N

口
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
回
転
糸
切
り
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

5,
35

ロ
ク
ロ
、
内
黒
、
外
面
剥
落
多

程
表
1号
Q3
埋
土
中

土
BW
器
外

完
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

底
面
再
調
整
ミ
ガ
キ
タ
テ
ミ
ガ

キ
ロ
ク
ロ
、
内
黒
、
内
外
面
煤
付
着
、

当
虐
缶
咲

r9
7仁
1→
寺
PP
ユ
埋
土
中

外
ほ
罰

`

回
転
糸
切
り

ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
、
内
黒



― ― ド ］ ω ｌ ｌ

第
10
表
 
遺
物
観
察
表

掲
載
番
号
出
土
地
点

層
位
種
類
器
種
部
位
外
面
調
整

(口
縁
部
)

外
面
調
整

(胴
～
底
部
)

内
面
調
整

(口
縁
部
)

内
面
調
整

(胴
部
/
底
部
)

口
径
底
径
器
高

備
考

き糾
1帝
弓Ⅲ
常争・
埋
土
甲
位
。
上
位

(十
杭
)

土
師
器
琢

口
～
底
部
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ
、
底

面
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

(4
.4
)
59

落
剥
面 キ
外 ガ
内 ミ
なヽ
黒 重
内 下
而ヽ
口 令
ク ぼ
口 ほ

r9
71
=1
手
許
∩

L
奪

□
～
胴
瑯
ロ
ク
ロ
ナ
デ
ケ
ズ
リ
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
、

r9
71
王
い
子
カ
マ

ド
孝市
内

土
師
器
甕

口
～
胴
部
ナ
デ

ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

韓
櫂
磁
埋
土
上
～
下
位
・
床

直
・
床
面

須
恵
器
大
甕
口
～
胴
部
ロ
ク
ロ
タ
タ
キ
メ
ロ
ク
ロ
ア
テ
グ
38
2

(3
87
)

び に る

及 部 測

直 胴 を

床 ｏ 側

r9
7住
1号
Q2
赤
血
直
上
・
カ
マ
ド

4H
I付
折
賠
床
内

須
恵
器
大
甕
胴
下
半
～
底
部

タ
タ
キ
メ

r9
71
=1
=幸
①
l
仄
向

弩
‖H
罰

`

夕
タ
キ
メ

ア
テ
グ

堕
肩
部

r9
71
EF
l=
幸
①
4

画
L

`′
‖H
ヨ
`

タ
タ
キ
メ

ア
テ
グ

r9
7倅
11
号
PP
l

Л同
認

タ
タ
キ
メ

ア
テ
グ

r9
7t
二
11
争

肩
部

タ
タ
キ
メ

ロ
ク
ロ

r9
71
11
+|
∩
3

部
十
杭

眉
ヨ

`

タ
タ
キ
メ

ア
テ
グ

r9
7t
と
lf
子

lt
j沐
7

大
胴
部

タ
タ
キ
メ

ア
テ
ク

r9
71
11
=幸
O

整
鷺
―
周情
I罰

`

ロ
ク
ロ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

自
然
釉

T9
74
11
手
許

仲
:素
匡
Π同
部

タ
タ
キ
メ

ア
テ
グ

n9
7任
1号

土
中

鉢
ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
ケ
ズ
リ

辰
認
一
訴
欠
椙

o9
7住
1号

位
審

HH
ヨ

`

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

o9
8-
卜
=i
l手

中
昴

□
縁
モ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
、
内
黒

土
甲

外
口
縁
:
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

o9
8-
卜
名
il
ウ

狩
質H
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

内
向
煤

o9
7土
抗
1号

中
〔逗
暑

口
縁
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

o9
8-
に
お
席
1与

蝉
十
位

層
部
`F

ロ
ク
ロ
ナ
デ

内
面
剥
落

c1
98
Jヒ
b屯
1手

埋
!中

甕
月同
部

タ
タ
キ
メ

ア
テ
グ

c1
98
1七

1ヽ■
大
審
辰
ヨ
6`
F

タ
タ
キ
メ

十
如
点

仲
器

権
岳
さ
(c
m
Wヨ
(c
m)
尾
さ
(c
t 
l)
富
量
(ビ
)

宵
蜘

行
考

31
ヨ

床
ダ
メ
神
し

ュ山
コ

k椙
品
、
有
率
平
票

o9
5
3■
幸
06

肴
!U
B

つ
υ
b[
二
」
→

理
!

樋
ラ ベ
明
(緊
羽
I「
脈
?〕

p9
5t
E3
■

p9
5t
と
3手

理
12
_3

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

!U
し

花
石

1

ヒ
ン

!」
 L

o9
A
1号

97
6

芦
I迪

っ
9d
1■
ヨ

頁
岩

山
tラ
R日
日
r逐
じ
研
I 
II
FF
?ヽ

1号
ス
ク
レ
ー
タヾ
―

良
岩

山
王
要
刃
罰

`は
n9
8
lf
子

ス
ク
レ
ー
パ
ー

自
岩

山
刃

31
2
つ
l号

頁
岩

II
ロロ
1;

n9
9
1号

中
仲
  
 1
所

鉾
貞
岩

山



第
11
表
 
遺
物
観
察
表

Ｉ Ｉ Ｐ ］ 『 ― ―



第
12
表
―
遺
物
観
察
表

出
土
yE
点

け
器

種
岳
き
Cc
mD
im
)
き
(m
o
夏
割
国
t(
|ご
)

雪
産

橋
蒲

86
2
d9
6

Ⅱ
kt
II
Z

右
匙
―

4.
2

縦
型

3α
l
湖

Ⅲ
ス
ク
レ
ー
イ
ヤ
ー

3.
7

I瑣
旧

|

85
7
r9
7

「
F

石
10
B

歩
9
26
61
'7
9
チ
ャ
エ
ト

曲

32
8

中
フ
レ

l鍬

雨
群
淵
号
鰯

中
kフ
レ
〔
ノ
ゥ
,,

雌

出
土
地
点

雷
堀
妻
さ
(c
m)
隠
(c
n)

さ
(c
ll
l〕
菌
量
(g
)

僑
考

路
4
r9
7f
F■
号
・
s9
8→
=断
■
号

io
W―
r

ol
と
r↓
ol
る
28
お
3

1片
が
接
合

軸
ol
"任
1与

刀
子

0_
6

18
t.
55

86
6
r1
97
E 
ll

L5
O.
5
15
16
3

36
7
鰐

柿
0.
7

rイ
6

も
6も

中
伍

ク
ギ

0■
■
0お
0.
S'
～
0_
7

r9
7r
T 
l手
事
― Q
-3

卜
||
げ

タ
ギ

(4
.

0.
5
0.
4～
じ
.5

21
39

― ド 巌 ―



Ⅶ国菫童





遺跡遠景 (南から)

遺跡遠景 (南から)

写真図版 1 遺跡速景
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遺跡金景 (東から)

遺跡近景 (南東から)

写真図版 2 遺跡全景

―-132-―



調査前風景 (南から)

調査前風景 (北から) 調査前風景 (北から)

調査前風景 (南から) 粗掘り終了時 (北から)

写真図版 3 調査前風景
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古代住居跡検出作業中 (北から)

【好

彎|
1鞠●
1甍轟|||

前期住居跡精査中 (南から)

写真図版 4 第 1・ 3遺構面の状況
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写真図版 5 n95住 1・ 3・ 4号
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n95住 3号土層断面 (西から)

n95住 1号壁溝 (南から) n95住 4号―括土器出土状況
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p96住 1号平面 (北東から)

写真図版 6 o96住 2号、 p96住 1号
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平面 (南東から)

土層断面 (南から)
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韓

土層断面 (西から)

写真図版 7 o97住 1号
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p97住 2号・3号・4号  p98住 1号平面 (南東から)

p99住 1号平面 (南から)主1号平面 (南から)                 q98住 1号平面 (南から)

写真図版 8 p97住 2～ 4号、 p98住 1号、 p99住 1号、 q98住 1号
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写真図版 9 p95住 3号

韓
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焼土C断面 (南から)

写真図版 10 p95住 3号

-140-

土層断面 (東から)

焼土A平面 (南から) 焼土A断面 (南から)

焼土 B断面 (南から)

柱穴 (PP5)断面 (西から)



層断面 (南から)

土層断面 (南から)

写真図版 1l p 97住 2号

―-141-―



p97住 2号土層断面 (南から)
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q98住 2号平面 (南から)

写真図版 12 p97住 2号、 q98住 2号
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写真図版 13 m98住 1・ 2号
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o95住 2号平面 (東から)

o95住 2号断面 (東から)

写真図版14 m98住 1・ 2号、 o95住 2号

―-144-―



o95住 2号炉断面 (東から) o95住 2号炉断面 (南から)

o98住 1号平面 (北西から)

o98住 1号炉断面 (南から)

写真図版 15 o95住 2号、 o98住 1号
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o98住 1号断面 (西から)

p95住 1号平面 (東から)
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写真図版16 o98住 1号、 p95住 1号
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写真図版 17 r99住 1号
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遺物出土状況 (南から) 土器出土状況 (西から)



平面 (南から)
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写真図版 18 s98住 1号
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写真図版19 n95住 2号
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煙道部断面 (東から)カマド検出状況



平面 (南から)
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写真図版20 n97住 1号
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カマド検出状況 (南から) カマ ド断面 (南から)
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写真図版21 o95住 1号

―-151-―



|.こ1板r 賛

1輩醒 1轟
焼上、炭化材検出状況 (東から)

煙道部検出 (東から)

煙道部断面 (南から) 煙道部完掘 (東から)

写真図版22 o95住 1号
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o96住 1号断面 (南から)

p95住 2号断面 (東から)                 p95住 2号平面 (南から)

写真図版23 o96住 1号、 p95住 2号
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写真図版 24 p97住 1号
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写真図版25 p97住 1号

-155-

焼土検出状況 (北東から)
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写真図版26 r97住 1号
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カマド平面 (東から) カマ ド断面 (北から)

出入口施設?(東から)

土層断面 (ク サシゲ混入層)(西から)

写真図版27 r97住 1号
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主柱穴断面 (北から)
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写真図版28 q97住 1号
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q98土坑 1号平面 (南から) q98土坑 1号断面 (南から)

q98土坑 2号平面 (東から) q98土坑 2号断面 (東から)

q98土坑 1・ 2号完掘全景 (西から)

s98土坑 1号平面 (北東から)

写真図版29

s98土坑 1号断面 (南西から)

q98上坑 1・ 2号、 s98上坑 1号
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n98土坑 1号検出状況 (西から) n98土坑 1号断面 (北東から)

o96土坑 1号平面 (南から) o96土坑 1号断面 (南から)

p99土坑 1号平面 (北から) p99土坑 1号断面 (東から)

q99土坑 1号平面 (南から)

写真図版30 n98土坑 1号、 o96土坑 1号、
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q99土坑 1号断面 (南から)

p99土坑 1号、 q99土坑 1号



s99土坑 1号平面 (南東から) s99土坑 1号断面 (南東から)

s99集石検出段階 (南東から) s99集石第 1次平面

s99集石第 2次平面 (南から)

s99集石第 2次断面 (南から)              s99集 石上石除去段階 (南から)

写真図版31 s99土坑 1号、 s99集石 1号
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写真図版33 p95住 3号、 p98住 1号出土土器
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写真図版34 p97住 2号、 q
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写真図版36 o98住 1号、 r99住 1号出土土器
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写真図版37 r99住 1号出土土器
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写真図版38 r99住 1号出上土器
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写真図版39 r99住 1号、 s98住 1号、 r97住 1号出土土器
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写真図版40 r97住 1号出土土器
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写真図版41 r97住 1号出土土器
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写真図版42 r97住 1号、 n97住 1号、 q97住 1号、土坑、 s99集石出土土器
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写真図版44 遺溝外出土土器 2
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